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　　　　１




　世界を壊こわす言葉がある。


　世界を癒いやす言葉がある。


　あるいは、ルビコン河を前に英えい雄ゆうが発した名言。


　あるいは、泥どろ沼ぬま化かした近代戦争を前に、アーティストが口ずさんだ歌詞。


　ふさわしいとき、ふさわしい場所で、ふさわしい人物がその言葉を口にしたとき、掛かけ値ねなしに世界はひっくりかえる。言葉とは、情報とは、それだけの価値と可能性を秘ひめた概がい念ねんなのだから。





　──この場合。


　そろそろ今日の仕事も終わりだなーと、〈アストラル〉事務所の皆みなが息をついたときに、葛かつら城ぎみかんが発した言葉がそうだった。


「あ、忘れてた」


　と、巫女みこ装しよう束ぞくの少女は声をあげたのだ。


「どしたの、みかんちゃん」


　大量の書類に埋うもれながら、いつきが訊きき返した。


　いつもおっとりした少年の目の下には、べったりとくまが張はり付いている。会社の仕事と学業の両方とが少年を圧あつ迫ぱくしているためだった。


　先月、〈アストラル〉は魔ま術じゆつの本場──ロンドンへと出張しており、いつきの学業もその間停止していた。授業自体はなんとか休めたものの、その間の宿題や補習は積もりに積もって少年へと襲おそいかかったものである。


　必然、二週間近くに亘わたって停止していた会社業務も山をなしており、おおよそ〈アストラル〉の全員が多かれ少なかれ疲ひ労ろう困こん憊ぱいの様を呈ていしている。いささかでも楽なのは、デスクワークの担当が少ないみかんぐらいなものだろう。


「えとね。えとね。学校から、家の人に渡わたしてってプリントもらってたの。休んでる日の間に机に入ってたみたい」


「あ、なるほど」


　みかんと猫ねこ屋や敷しきは、この〈アストラル〉事務所を住居としている。基本的に、猫屋敷が保護者代わりとして面めん倒どうを見ているという案配だ。


「どういうプリントなん？」


　手元の書類をめくりながら、穂ほ波なみもちらりと視線をやる。


　こちらは二週間休んだ程度じゃ学業に影えい響きようしないものの、やはり〈アストラル〉の業務処理に追われている。凄すさまじい勢いで帳ちよう簿ぼをつけていく傍かたわらでは、黒くろ羽はまなみが皆の慰い労ろうのためにハーブティーを淹いれていた。


　なんとも忙せわしない──〈アストラル〉の業務再開風景。


　そんな中で、無む邪じや気きにみかんはこう言ったのだ。





「うん。明日、家庭訪問で先生が来るから！」





「…………」


「…………」


「…………」


　三人ともが、綺き麗れいに固まった。


　いつきと穂波は同時に持っていたボールペンを取り落とし、騒霊現象ポルターガイストでハーブティーを淹れていた黒羽は、ポットやティーカップごと時間が停まるみたいに凍結した。


　ただひとり、離はなれたデスクで石にルーンを刻んでいたオルトヴィーン・グラウツだけが、ばたんと机を叩たたいて立ち上がった。


「先生が来るって……どこにだ？」


「え？　もちろん、ここだよ」


「っ──馬鹿（Dummkopf）！　一体、どこの魔術結社が家庭訪問を受け入れるんだ！」


「えーっ！　だって、お家うちに人がいる日を選んでって言われたんだもん！」


　みかんが頰ほおを膨ふくらませる。


　しかし、社長のいつきにとっては、その程度ではすまなかった。


「ほ、穂波！　猫屋敷さんはっ？」


「あ、あかん。今ちょうど編集者から逃にげ回ってて連れん絡らくとれへん」


　ふるふると、穂波が青い顔でかぶりを振ふる。


　ロンドン行きの等価交こう換かんとして、帰国早々いつもに数倍する締しめ切りの山に、猫屋敷は追われることとなっていたのだ。


　普ふ段だんなら、締め切りぎりぎりでも〈アストラル〉との連絡だけは欠かさなかった猫屋敷だが、ことここにいたって消息不明。ありとあらゆる手段を使って逃げ回りながら、各地で少しずつ原げん稿こうを執しつ筆ぴつしているという次し第だいである。


　そして、ここに想定外のトラブルが発生した。


　それも、信じがたい角度から、超ちよう特大のトラブルが。


「じゃ、じゃあ……」


　絶望的な声をあげて、いつきが呻うめく。


「……そういうことに……なるね」


　実に重々しく、穂波はうなずいた。


「あたしたちで……みかんちゃんの……」


　黒羽が口元を押さえ、オルトヴィーンだけはそんな中に加わるまいとそっぽを向いた。


「僕ぼくらだけでみかんちゃんの保護者やるのおおおおおおおおお！」


　少年の悲鳴が、事務所に響ひびき渡る。


　からから、と壊こわれかけのシーリングファンがすっとぼけるような音をあげた。





　　　　２




「……ここだあ」


　洋館の前に立って、その女性は固かた唾ずを飲み込んだ。


　ビルとビルの間に建った、小さな洋館である。


　ほとんど間ま違ちがいみたいな立地で、実際、ここに辿たどり着くまで女性は何度となく道を見失っていたのだが、そんな苦労や疲つかれもすでに雲散霧む消しようしていた。


「うん……うん、間違えてない」


　何度か地図を確かく認にんし、うなずいて、女性──三み橋はし小学校三年三組担任、矢や車ぐるまうらら・二十八歳はぐぐぐっと拳こぶしを握にぎる。


　そう。


　彼女こそは、葛城みかんの担任であったのだ。


「……よし、まずは観察から」


　息をひそめ、うららは身を低くした。


　正式に訪問する前に、住居のまわりをつぶさに確認する。


　住じゆう環かん境きようの細かいところに、生徒をつかむ手がかりがあるというのは、先せん輩ぱい教師から教わったことだった。


　ドラマに出てくる探たん偵ていよろしく、がさがさごそごそと派手にやりながら、うららは思う。


（……みかんちゃんは問題児なんかじゃないって、あたしが証明するんだから！）


　めらめらと、使命感を燃え立たせたのである。


　この家庭訪問自体、半分は同どう僚りようにご注進されたうららが、無理矢理ねじこんだものだった。


　なにしろ、今時の小学校である。どのクラスだって問題児のひとりやふたりぐらいは抱かかえている。


　しかし、あの少女だけは、明らかにほかと違っていたのだ。


　元気がない、というのではない。


　逆に、ありすぎて授業を妨ぼう害がいするというのでもない。


　成績は、理科や算数が全ぜん滅めつで国語ばかり満点といささか極きよく端たんだが、それもままあることだった。天てん真しん爛らん漫まんな性格と、意外に真面目まじめな性質をあわせれば、優等生といってもいい。


　問題は──時々、ひょっこりと奇行が顔を出すことだった。


（巫女みこ服って……言うのかしら）


　周囲を観察しながら、うららは思い返す。


　学校の行き帰りで、みかんが神社の巫女さんがするような衣服を着ていたというのである。


　うららが実際に見たわけではないが、そういう証言をする生徒が複数にのぼれば無視はできなくなる。


　生徒たちがいたずらで口裏をあわせている可能性もあるが、うららが知る限り、あまり交友のないグループ同士でもそういう証言の一いつ致ちが見られたのだ。


「あ」


　うららの喉のどから、声があがった。


　隣となりのビルの壁かべに、古びたプレートが埋うめ込まれているのを見つけたのだ。


　あちこち錆さびてるなりに丁てい寧ねいに磨みがかれたそのプレートには、こう刻まれていたのである。


「魔ま法ほう使い……派は遣けん会社……〈アストラル〉……？」


　ぱちぱち、とうららが瞬まばたきする。


（や、やっぱり、おかしな仕事をさせられたりしてるのかしら……！）


　巫女装束の噂うわさは、やはり理由あってのことなのか。


　というか、魔法使い派遣会社って一体、どんな仕事なのだ！


（い、いかがわしいことだったりしたら……！）


　悶もん々もんと想像をふくらませ、うららの心臓がばくばくと鳴る。


　保護者である猫屋敷蓮れんという男性とは何度か会っているが、父親としては若すぎるし、あまりに奇き妙みような面が多すぎた。ライターが主業務ということだったが、うららが会ったときからずーっと四匹ひきも猫を貼はり付かせていて、怪あやしいことこの上なかったのである。


　いや、そもそも猫屋敷というのは本名なのか？


　ひょっとすると偽ぎ名めいで、本当はずっと怪しい組織か何かの構成員じゃないだろうか……?!


（まままままままさか、暴力団とか……！）


　想像に想像が積み重なり、うららの顔色が青ざめていったとき、


「こんにちは」


「きゃあああっ」


　びくううんっ、とうららが硬こう直ちよくする。


「あああああたし、怪しいものじゃないです！　美味おいしくないです！　売り飛ばしたって、きっとお金にならないです！」


　思い切り両手を振ふって、自己保身を並べ立てる。


　すると、きょとんとした声がこう言ったのだ。


「あの……みかんちゃんの先生ですよね？　あたし、穂波・高たか瀬せ・アンブラーっていいます」


「え？」


　間ま抜ぬけな表情のまま、うららは顔をあげた。


　背後に立っていたのは、真面目そうな外見の女の子だった。


　ハーフだろうか。日本人離ばなれした容姿で、栗くり色いろの髪かみをショートカットにしている。自然な髪の色は染めたとかいうのではなさそうだ。何より、透すき通るような蒼氷色の瞳アイスブルー・アイは、コンタクトなんかで真似まねできるものじゃあるまい。


「あの……この会社の人？」


「はい。先生が来るって聞いて、お待ちしてました」


（……あ、ちょっと安心、したかも）


　ひそかに、うららは胸をなで下ろした。


　魔法使い派遣会社というのはよく分からないが、こういう子がいるところなら、大だい丈じよう夫ぶじゃなかろうか。


「あの……？」


「あ、はい！　矢車うららです！　みかんちゃんの家庭訪問に来ました！」


　庭をこそこそしてたことや、看板に眉まゆをひそめたことは抜かし、大いにうららは胸を張る。


「じゃあ、こちらへどうぞ」


　穂波と名乗った少女が、洋館の玄げん関かんへとうららを案内する。


　古びたわりによく掃そう除じされている扉とびらが開くと、内側の大きな部屋が覗のぞいた。


　パーティションとデスクで大おお雑ざつ把ぱに区分けされた雰ふん囲い気きは、職員室の風景ともどこか似通っていた。


　しかし。


　うららにとっての焦しよう点てんは、その奥にあった。


「ああ、矢車先生だーっ！」


　ぶんぶんと、元気よくみかんが手を振ってきたのだ。


　それを見て一いつ瞬しゆん安心したものの、すぐにうららは目を剝むいた。


　真っ白な袂たもと、目にも鮮あざやかな紅袴──つまるところ、思いっきり葛城みかんは巫女装束を纏まとっていたのである。


「み、みかんちゃん?!」


　勢いよく駆かけ寄って、うららが問う。


「いつも、その格好なのっ？」


「あ──」


　後ろで穂波が口元を押さえる。


「え？　だって、ここ会社だもん」


「か、会社?!　やっぱり働いてるの?!　小学生なのに?!」


「──ち、違ちがいます！」


　事態を察し、あわてて否定しようと穂波が乗り出したが、すでに時遅し。


「うん。だってあたし、〈アストラル〉の契けい約やく社員なんだもん！」


「け、契約社員！」


　悲鳴に似た声が、うららの喉のどから迸ほとばしった。


「そ、そんな、ありえない！　やっぱりいかがわしいところだったの?!　ああ、みかんちゃん、私が今すぐ助けてあげ──」


　嘆なげきとともに、力強く少女の手をつかんだときだった。





　ふわふわふわ、と。





　お盆ぼんとティーセットが浮ふ遊ゆうして、こちらに流れてきたのだ。


「え……」


　呼吸が止まる。


　思考が止まる。


　眼球だけが、その怪かい異いを追う。


　明らかに誰だれも触ふれてなくて、吊つり糸やガラスの棒みたいな仕し掛かけも見あたらなかった。どれだけ目を凝こらしても、そのティーセットを浮遊させている理り屈くつは分からなかった。


　ただ、ひとりでに、お盆とティーセットだけが浮ういている。


　ふわふわふわ。


　ふわふわふわと流れて、うららの前の机へ着地した。


　ばかりか、再びティーポットが浮き上がり、白磁のカップへと琥こ珀はく色いろの液体を注いだのである。丁てい寧ねいにティーコーゼをポットにかぶせ、さあどうぞとばかりに、湯気を立てたカップがうららの方向へと滑すべる。


「…………………………………………………………………………………………………………」


　その光景を前に。


　矢車うらら・二十八歳は──一言もなく、泡あわを吹ふいて倒たおれてしまったのであった。





　　　　３




「──す、すいません！　最近来るお客さん、魔ま法ほう使つかいの人ばっかりだったから、ついいつもの癖くせで！」


「し、仕方ないけど、どうしよう！」


「ごめんなさい！　気付けのハーブ、すぐ持ってきます！」


「だから、お前らは後先を考えない。こういう部外者をいれるぐらいなら、いっそ記き憶おく操作でもしてしまった方がマシだろう、馬鹿（Dummkopf）」


「そんなこと言ってる場合やないやろ！　だいたい〈アストラル〉は俗ぞく世せ間けんともつながりがあるんやから、普ふ通つうの魔術結社の論理が全部通用するわけやないし。記憶消したからって記録まで消えへん以上、余計な真似まねは避さけるべきや」


「穂波先せん輩ぱいは尊敬してますが、もとより、〈アストラル〉が俗世に門を開きすぎてることからして問題です。いえ、この機会ですから、葛城みかんの査定から考えなおすべきかもしれません。そうすれば、こんな厄やつ介かい事ごとに巻き込まれる必要も──」


「あああ、オルくん！　あたしの査定保留って言ったくせに！」


「保留なら、いずれやりなおすのが当たり前だ！」


「と、すぐに先生を起こして──ってその前にみかんちゃん、巫女装束は脱ぬいで！」


「ええー、だってお仕事中だよ！」


「駄だ目めったら駄目！　ああ、みんな急いでー！」





　　　　４




　鼻び孔こうの奥を、爽さわやかな香かおりがくすぐった。


　まるで、脳のう細さい胞ぼうのひとつずつを、優やさしく揺ゆさぶり起こすような香り。


　そんな香りにひきずられて、ゆっくりと瞼まぶたを開くと──事務所のソファに寝ねそべっている自分に、うららは気がついた。


「矢車先生、起きた？」


「みかんちゃん?!」


　一発で、意識が覚かく醒せいする。


　上半身を持ち上げ、眉み間けんをつまんだ。あわてて声の方向を見やると、みかんはソファの向こう側からこちらを見下ろしていた。


　いつのまにか、少女は私服に着き替がえていた。


　幼い身体からだを包むのは、漫まん画がのキャラが描えがかれたＴシャツに涼すずしそうなスカート。ツーテールを留めるのも、元気そうな赤のリボンとなっている。


「み、みかんちゃん、さっきの巫女服は?!　ううん、ティーセットが浮かんでたのは?!　ホラー?!　怪かい奇き?!　幽ゆう霊れい屋や敷しき?!」


「え……ええーと……な、なんのこと？　みかん、最初からこの服だよ？」


　そらぞらしく外を見つめながら、みかんが言う。


　ついで、


「先生、なんか悪い夢でも見たんじゃないですか……」


　こちらは穂波が、澄すました声で言い添そえたのである。


　さらにその後ろでは、眼帯をつけた少年が冷や汗あせだらだらに見守っている。


（が、眼帯?!）


　いかにも、まともではない。


　顔の三分の一を覆おおう、漆しつ黒こくの革かわの眼帯である。


　とはいえ少年の雰ふん囲い気き自体は大人しそうな部類で、いかつい眼帯をつけていても、不思議と小動物っぽい印象が抜ぬけない。最初こそ驚おどろくものの、馴な染じんでしまえば、教室とかにいても許せてしまいそうだった。


（いいえ、もう騙だまされるものですか……！）


　うららは、きゅっと唇くちびるを嚙かんだ。


　今、言い訳してる少女──穂波だって、最初は優等生だと思ったではないか。


　その結果がこれだ。弱じやつ冠かん二十八歳、女教師・矢車うららは、葛城みかんの潔白を証明するために来たのではなかったか。


「…………」


　思い切り、疑いの眼まな差ざしを、うららはつくる。


　容疑者を見る刑けい事じの視線といってもいい。映画やドラマに影響されてはいたが、とにかく自分の持ちうる怒いかりとか猜さい疑ぎ心しんとかをありったけぶちこんで、うららは声を張り上げた。


「順番を変更します！」


　と、提言したのだ。


　その発言に、眼帯の少年がびくんっと肩かたを震ふるわせた。


「じゅ、順番って?!」


「はい！　この事務所の全員と、ひとりずつ面談をさせていただきます！　そのようにはからってください！」


「全員ー?!」


「ふざけるな！　全員と、ひとりずつ話をさせろだと……！」


　事務所にいた最後のひとりが、ずいと前に出る。


　とりわけ目つきの悪い、亜あ麻ま色いろの髪かみの男の子だった。


　七月上じよう旬じゆんの室内にもかかわらず、耳当て付きの帽ぼう子しや真しん紅くのコートを着た、恐おそろしく非常識な人物は、猛もう然ぜんとうららへ食ってかかったのだ。


「いいか！　魔ま法ほう使つかいにとって、それぞれの人格は魔術と密接につながってる。その魔術集団の全員と逐ちく一いち面談するということは、結社の秘ひ奥おうをつかまれるということに等しいんだぞ！　ああ、そうだ。ついさっきも言ったが、いくら〈アストラル〉が俗ぞく世せに門戸を開いてようが、こんなことまで見み逃のがせるか」


「だ、駄目だよ、オルトくん！」


「問題ない。記き憶おくを消し飛ばすぐらい、ルーン魔術の秘奥をもってすればすぐ終わる！」


「だ、駄目！　絶対駄目だってば！」


　眼帯の少年の制止を振り切って、オルトヴィーンと呼ばれた男の子が迫せまる。


　すると、うららはこくりとうなずいた。


「穂波さん、面談はその人からにしてください！」


「え……」


「な……っ！」


　絶句したオルトヴィーンに、うららはびしいっと人差し指を突つきつけたのだ。


「みかんちゃんはもちろん、見たところ、あなただって就業年ねん齢れいに達していない可能性があります！　あなた、一体何歳です！」


　ちなみに、日本国での就業年齢は十五歳。


　オルトヴィーンの年齢は十四歳だったりする。


「ね、年齢……？」


「いいから座りなさい！」


「誰が、そんなの──」


　反論しかけたオルトヴィーンを前に、もう一度、一語ずつ区切ってうららは吼ほえた。


「す・わ・り・な・さ・い！」


「……っ……」


　勢いに押されて、さしものオルトヴィーンがぺたんと席につく。


　どこから取り出したのか、ぱららららっと一冊の大学ノートを開き、うららは詰きつ問もんを始めたのである。


「名前は？」


　瞳ひとみを光らせ、重々しい声で尋たずねる。


「お、オルトヴィーン……グラウツ」


「どういう事情でここに？」


「三ヶ月前、ドイツの〈ミーミル〉から、こちらの〈アストラル〉へ移い籍せきした」


「ドイツから！　じゃあ向こうでも就業経験があるのね？　ああ、ひょっとして人買い?!」


「だから……」


　抗こう弁べんしようとして、オルトヴィーンは言葉に詰つまった。


　じいいいいい……っと、うららが見つめているのだ。


　それもまた、猜疑心や怒りはあっても、基本的には真しん摯しかつ熱血な視線なのである。


　やりにくいこと、この上ない。オルトヴィーンが経験してきた魔術結社のやりとりに、このような対話が含ふくまれていようはずがなかった。


（くそ、そうか）


　ちら、と隣となりでおろおろしているいつきを睨にらむ。


　要するに、この教師の妙みような真面目まじめさが、〈アストラル〉の二代目と似ているのだ。


　こんなだらしない二代目を首領と仰あおいだがために、今自分が対たい抗こうできなくなっているとすれば、なんとも格好のつかない堕だ落らくではないか。


（この愚図（langsamer Mensch）と、もう三ヶ月も付き合っていたから……！）


　無む性しように腹が立って、オルトヴィーンは机を蹴けり飛ばした。


「な、なんですかその態度！」


「いちいち質問されるいわれはない！　まして、経歴をうだうだ言われる覚えも！　お前がみかんの先生だかなんだか知らないが、ボク以上に適性のある人間などそういるもんか！」


「あなたみたいな子供が働くことは社会の乱れを生みます！　いいですか、いくら適性があっても、中東で兵士をやるような真似まねは許せません！」


　いきなり話が大きくなる。


　一企き業ぎようから、世界平和までのレベルアップだ。


（……というか、〈アストラル〉の仕事ってどう思われてるの……？）


　ふたりの中間で、頰ほおをひきつらせて思ういつきである。


「〈アストラル〉の収益は月平均１２４％の勢いで上じよう昇しよう中だ！　これはまぎれもなくボクの手しゆ腕わんによるもので──」


「どれほど経営的に有能でも、いいえ有能であるほど、腐ふ敗はいした企業体質の改善には遠のきます！　さあ、正直に自分の経歴を言ってください！」


「魔ま法ほう使つかいたるもの、簡単に自分の人生を明かせるか！」


「その魔法使いって、一体何なんですか?!」


　侃かん々かん諤がく々がくと、ふたりの間に嵐あらしが吹ふく。


　ちっぽけな〈アストラル〉の事務所など、一度に飲まれてしまいそうな嵐である。


「や、矢車先生……」


「オルトヴィーンも……」


「みかんちゃんは黙だまって！」「先せん輩ぱいは黙ってください！」


　みかんと穂波がとりなそうとするも、ほとんど同時に怒ど鳴なられて、発言を封ふうじられる。





　そして、あっという間に交こう渉しようは決けつ裂れつした。





「もう問答なんて無用！」


　立ち上がりざま、真しん紅くのコートが翻ひるがえる。


「だだだ駄だ目め！　魔法は駄目！　ルーンは駄目！」


「黙れ馬鹿（Dummkopf）！　秒で終わらせる！」


　止めようとするいつきを振ふりちぎり、ついにルーンの刻まれた石をつかんだところで、異変は生じた。





　突とつ然ぜん、洋館が大きく揺ゆれたのである。





「な、何?!　地じ震しん?!」


　天災は苦手なのか、頭を抱かかえたうららを見て、いつきははっと息を飲む。


「今の内に、オルトヴィーンくん──！」


「や、止やめろ！　勝手に連れて行くな！　ボクはこの女と決着を──」


　いつきに羽は交がい締じめにされてもがくオルトヴィーンが、ぎょっと振り向いた。


「先輩?!」





「我は乞うハイル！　霊れい樹じゆの加護のもと、我に仇あだなす西の災わざわいを安らかに眠ねむらせたまえ！」





　その呪文スペルの直後。


　ぷす、とオルトヴィーンの首筋に何かが刺ささった。





　　　　＊





　その数分後。


〈アストラル〉事務所の裏庭。


「つ、疲つかれました……」


　がくりと、黒羽が膝ひざを突ついていた。


　今の地震は、黒羽の騒霊現象ポルターガイストによるものだったのだ。


　実際は、地震を起こしたのではなくて、〈アストラル〉事務所の机や床ゆかだけを局部的に揺らしただけなのだが、一霊エーテル体の身には、十分すぎる重労働だった。ただでさえ半透明はんとうめいの身体からだは、ほとんどの色を失っている。


「あ、あたしにはこれが精せい一いつ杯ぱい……」


　淡あわく瞼まぶたを閉じて、黒羽が呟つぶやく。


「後はがんばって……いつきくん……」





　　　　５




「す、すいません。オルトくん、急用ができちゃったみたいで……」


「……納なつ得とくはできませんけれど、分かりました」


　いつきの言い訳に、うららがうなずく。


　言葉通り、両目には猜さい疑ぎ心しんの三文字が躍おどっている。さすがに地震が人じん為い的なものとは考えてないようだが、今の退場には思うところがたっぷりあるらしい。


　ちなみに、オルトヴィーンは二階の物置へと閉じこめられている。手持ちのルーンも奪うばっておいたので、脱だつ出しゆつにはしばらくかかるだろう。


「じゃあ、次は穂波さん」


「……あ、はい」


　指名されて、うららの前へ、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイの少女が座った。


「穂波・高瀬・アンブラーです。さっきからばたばたしていて、すいません」


「挨あい拶さつはいいです。話だけを聞かせてください」


「分かりました」


　こくり、と穂波がうなずく。


　少し間をおいて、うららは口を開いた。


「……〈アストラル〉って、何なんですか？」


「はい。基本的には、オカルトライターや占うらない師しなんかを貸し出してます。お得意先はオカルト誌や占いセンターで、布ふ留る部べ市だけでも八社ぐらいとお付き合いさせていただいてます」


　穂波がすらすらと答えていく。


　へえ、という感じで、うららの目が見開かれた。


「あ、なるほど。それで魔ま法ほう使つかい派は遣けん会社なんですね」


「派遣する魔法使いを、レンタルマギカなんて呼んだりもします。あたしもケルト魔術と魔女術ウイツチ・クラフト──ヨーロッパの古い魔術を専門に扱あつかっていて、そちらの占いとかやるんですよ。えっと、『フルベウォーカー』とか御ご存ぞんじですか？」


「え、タウン誌の？」


「はい。そちらのコラム記事とかをやってます」


「ええええ、すっごい！」


　すると、うららの視線が、俄が然ぜん熱を帯びたのだ。


「じゃあ、みかんちゃんは？」


「ええと、みかんちゃんは別のところから預かっているんです。ほら、歌か舞ぶ伎きとかで小さな子供から修行をさせることがあるでしょう」


「ああー、分かります。そうですよね。古い家なんかは特別なしきたりがあったりしますよね」


（……う、うまい）


　傍はたで聞いているいつきが、舌を巻く。


　しかも、厳密には噓うそをついてないところが味み噌そである。表向きの仕事だけではあるが、穂波の言い分は確かな事実だけをつなぎ合わせたものだった。最高の詐さ欺ぎ師しは噓をつかないという。穂波の言葉はまさしくそういう類たぐいであったのだ。


　和なごやかに、会話は進んでいった。


〈アストラル〉の業務内容から、些さ末まつな日常の出来事まで。


　家庭訪問というより、ちょっと年の離はなれた友人同士の会話という様を呈ていしてきたところで、ふとうららがこんなことを尋たずねた。


「じゃあ、あたしの占いもできます?!」


「できますよ。だったら、お近づきの印に、ひとつ占ってさしあげましょうか」


「ああ、はい！　是ぜ非ひ！」


「でしたら、基本的なスプレッドで──そうですね。分かりやすく、大アルカナだけのケルト十字法でやってみましょう」


　自分のデスクに置いてあったタロットカードを取り上げる。


　うららとの間の机へ、扇おうぎ状じようにカードを展開スプレツドすると、穂波は小首を傾かしげた。


「占ってほしい事こと柄がらとかあります？」


「じゃ、じゃあ、これからの恋れん愛あい運を……」


　目を輝かがやかせて、うららが告げる。


　こういうあたり、年ねん齢れいを重ねても女の子は女の子なのだ。ましてや二十八歳。近い将来が気になるお年とし頃ごろである。


「だったら──」


　穂波の手が、一度広げたタロットカードを集めなおし、くるくると円を描えがくようにシャッフルする。


　運命の輪ホイール・オブ・フオーチユンとも呼ばれる手法。その最さ中なかにも、幾いく度どとなく穂波の指はカードを引き出したり、上下を逆転させたりする。


　そういったシャッフルへの働きかけが、占い師としての腕うでの見せ所であった。


　より正しい運命を引き出すための、秘ひめられた技術スキル。


「…………」


　最終的に、穂波が展開スプレツドしたカードは十枚。


　中央へ二枚のカードを十字に重ね、その周囲にさらに四枚のカードを置く。


　その十字と周囲を覆おおうカードの形がケルト十字に似ていることから、この展開法スプレツドはケルト十字法と呼ばれるのだった。


　残った四枚を右みぎ隣どなりへ直線上に並べて、穂波は淡あわく微笑ほほえんだ。


「準備はいいですか？」


「は、はい」


「ではまず、一枚目のカードを。これはあなたの現在の状じよう況きようを示します」


　ぺらり、と十字に置かれたタロットをめくる。


　すると、仲良さそうに睦むつみ合ったふたりのカードが、逆向きに現れたのである。


「〈恋こい人びとたち〉の、逆位置……」


「ど、どうなんですか」


「ええと……ひょっとして……うららさん、最近失しつ恋れんなさったとか？」


「……当たって……ます」


　うららが、愕がく然ぜんと息を飲んだ。


「そ、そうなんです……！　つい二週間前に彼に逃にげられて……新しい彼女ができたとか、デート中に言われちゃって！　デート中ですよ！　あたし、もう三ヶ月も会ってなかったからすごく嬉うれしかったのに」


「それは、つ、辛つらかったですよね……」


　涙なみだ目めで訴うつたえる女教師から、穂波がささやかに身を引く。


「に、二枚目は、現在の困難や障害です」


　ぺらり、とめくられる二枚目。


　その表面には、奇き妙みような杖つえを掲かかげる魔ま法ほう使つかいが描かれていた。


「〈魔術師〉の正位置」


「今度は、どうなんですか！」


「〈魔術師〉は経験や技術をあらわしますから……あの、仕事に一生懸けん命めいすぎて、新しい彼氏に出会う機会がないとか……」


「また当たってる……」


　どんよりと、うららの顔が暗くなった。


「仕事……好きなんですけれど……子供の相手するのも本当に好きなんですけれど……やっぱりそれって男の人をつかまえるのには障害なんですよね……。ええ、そうですよね……この前見た合コンしたい職業ランキングにも教師なんて入ってなかったですしね……」


「そ、その、占うらないはあくまで目安ですから……あまり入れ込まない方がいいですよ。三枚目、四枚目、五枚目は、それぞれあなたの目標、遠い過去、最近のことをあらわします」


　冷や汗あせをかきながら、穂波が続ける。


　今度は、十字を囲んだカードであった。


　三枚目、四枚目、五枚目とたてつづけに開き、穂波の顔色がさあっと青くなった。


「〈審しん判ぱん〉の逆位置……〈正義〉の逆位置……あ、〈死〉の正位置」


「その意味はどうなんです……?!」


「あの、うららさんは前から似たような感じで仕事に没ぼつ頭とうしてて、ええと同じような目にも遭あっていて……それで、その失礼ですけど、今回の失恋にもつながったとか……」


「はい！　はい！　とっても当たってます……！　そうです……そうなんです……もうこれで三人目なんです……だからあたしの方も、どうせまた逃げられるって心の中で思っていて、あたしなんかきっと仕事と結けつ婚こんするしかないんだって……」


　どよどよどよん、と悪化し続けるうららの顔色。


　ゲームか映画だったら、不ふ吉きつな効果音がついてきそうな案配だった。いつきが昔遊んでいたＲＰＧで、大切なセーブデータが消えてしまったときの音。


　もはや、うららは涙目ではない。


　涙を滲にじませるどころか、頰ほおを伝って、滂ぼう沱だと泣いていたのである。


「占い、このあたりで……やめておきます？」


　おそるおそる穂波が訊きいたが、うららは決然と首を横に振ふった。


「いえ！　続けてください！　こんなままじゃ、あたし帰れません！」


「は、い……」


　ほとんど脅おどかされるようにして、穂波は六枚目のカードに手を伸のばした。


「六枚目は……あなたの、近い将来をあらわします」


　はたして、ひっくりかえしたカードには、今にも崩くずれ去ろうとする塔とうの姿が描かれていた。





　……〈塔〉の正位置。





　説明も不要だろう。


　タロットの大アルカナ二十二枚の内で、最も不吉とされるカード。正位置でも逆位置でも、常に不運と不幸を指し示す、崩ほう壊かいの札。


「あの……カードの意味は……？」


　青ざめた顔で、うららが問う。


　穂波もどうしようもなく硬こう直ちよくし、震ふるえた唇くちびるがようやく言葉を紡つむぎかけたときだった。


　事務所の玄げん関かんで、扉とびらが開いたのである。


「こんにちはぁ。呪物フエテイシユ取り扱あつかいの〈トリスメギストス〉でございます。近くまで来ましたのでご挨あい拶さつに来ましたわぁ」


「え……っ」


　現れたのは、黒ずくめの女性だった。


　闇やみを縫ぬい取ったような黒服に、黒い手て袋ぶくろ。黒いヴェールに顔を隠かくした女。


〈アストラル〉と縁深い呪物商〈トリスメギストス〉──その取とり締しまり役やく社長ディアナだった。


「は、はい！　すぐに取り引きですね！」


　おもむろに、穂波が立ち上がる。


「……え？　今日は挨拶だけでして……ほかにお客様がいらっしゃるのならすぐにおいとまを……」


「いえ、そんなことないでしょう！　大事な取り引きがありますよね。あるはずですよね！　絶対にありますってば！　あ、社長！　みかんちゃん！　すいませんけど、うららさんのことお願いします！　あたしとディアナさん、地下の倉庫で呪物フエテイシユの相談をしてきますから！」


　一礼だけして、穂波が走り去っていく。


　それはもう、疾しつ風ぷうという他ほかに形容しようのない勢いだった。


　全員がぽかんと口を開いた後、数分して、


「ええええええええええええっ！」


　と、いつきの絶望的な叫さけびがあがったのだった。





　　　　６




　かくして、事務所に残るのは、いつきとみかんだけになった。


「す、すいません。穂波も用事ができちゃったみたいで……」


「い、いえ……かまいません」


　絶大なダメージを受けた様子のまま、うららが小さくうなずいた。


　時々こぼれる呟つぶやきには、「うん……分かってたの。あたしに王子様なんて来るわけないって……」とか「ああ、このまま一生わびしい教師生活で終わるんだわ……うふふそれもいいわよね……」とか、人生を諦あきらめた響ひびきがこもっていた。


「ええと、あなたは……？」


　すべてを失った老人の趣おもむきで、うららは少年の方を見上げた。


「はい。──はじめまして。〈アストラル〉社長の、伊い庭ばいつきです」


「ここの……社長さん？」


「ええと、そうなんです」


　困ったように、いつきは頭を搔かいた。


「……本当は父さんが社長だったんですけれど、行方ゆくえ不明になっちゃってて。それで仕方なく僕が……」


「ああ……っ」


　叫びのように、うららの喉のどが震えた。


「ど、どうかしました？」


「い、いえ、なんでもありません。じゃあ……苦労なさったんですね」


「あ、いや。もう、大分慣れてきましたし」


「でも……そんな目になったのもきっと大変なお仕事を重ねられたからなんですよね！」


「ち、違ちがいます。目は昔からなんです！」


　両手を振ふって否定する。


　沈ちん黙もくが、事務所に落ちた。


　さきほどまでとは、何か性質の違ちがう沈黙だった。


「矢車先生、どうかしたの？」


　みかんがきょとんと首を傾かしげても、しばらく沈黙は解けなかった。むしろ重く、部屋の内側に沈ちん殿でんするようでもあった。


　不意に、うららは真面目まじめな顔つきになった。


「あの、伊庭いつきさん……って言いましたね」


「はい」


「お父さんがいなくなったって言ってたけど……お母さんは？」


「……母さんのことは、知らないんです」


　いつきは微び苦く笑しようする。


（母さんと、思っていた人はいるけれど……）


　これは、胸の内で付け足した。


　自分を育ててくれた叔母おばのことである。


　小学生になるまで、あの人が本当の母親だといつきは思っていた。園児服に刺し繡しゆうしてくれたアップリケは、ずっとお気に入りだったものだ。


　父親の司つかさが失しつ踪そうしてしまい、自分が正式に叔父おじ夫婦に引き取られた後も、あの人はまったくわけへだてなく親切にしてくれた。だから、従妹いとこの勇ゆう花かも「あたしは妹なんだから！」と譲ゆずらなかったのだろう。


　いいや。


　何度も、あの人たちは自分の家族になれと言ってくれた。


　その言葉にうなずけたなら、いつきはもっと普ふ通つうの幸せを手に入れられたかもしれない。父親の跡あとを継ついで、この会社の社長となる必要もなかったかもしれない。


「そうですか」


　と、うららはうなずいた。


　うなずいてから、こんな言葉を切り出した。


「実はあたし……場合によっては、みかんちゃんを引き取るつもりで来たんです」


「えええっ！」


「あたし、いろんな子供を見てきました」


　訥とつ々とつと、うららは喋しやべる。


「元気な子、賢かしこい子、悪賢い子、乱暴な子、愛あい嬌きようのある子……どの子も、あたしの預かっている、大切な子たちです。まだ教師になって数年ですけれど、ひとりだって忘れちゃいません」


　愛いとしさを込こめた呟きは、事務所を優やさしく流れた。


　いつきも、隣となりにいるみかんも、その声に引き込まれる。


「あたしはね……いつきくんの逆で、母子家庭だったんです」


　と、その声は述じゆつ懐かいしたのだ。


「母さんはすごく苦労してて、あたしを小学校に行かせるだけでも大変でした。それこそ給食代とか、修学旅行のお金にも困るぐらい。笑っちゃうでしょ？」


「…………」


　無論、笑えるはずもない。


　うららの言葉には、真実を語る者の重みがあった。


「──そんなとき、小学校の先生が助けてくれたの。あたしが卒業してからも、奨しよう学がく金きんだとか補助金だとかいろいろ探してくれた。だから、あたしは先生になれてすごく嬉うれしかった。さっきはぼろぼろ泣いちゃったけど、先生って仕事をやれてること、あたしは誇ほこりに思ってます」


　そう言って、女教師はスーツの胸を押さえた。


　その指先と胸の奥に、ずっと昔からの思い出が溜ため込んであるようだった。


「だから……と言ったら少し傲ごう慢まんかもしれないですけど、あたし、昔の自分に似てる人は分かるつもりです。分かる先生を、目指しているつもりです」


　そして、こう付け加えた。


「なんか……学校にいるときのみかんちゃんは、あたしに似てる気がしたんです」


「…………」


　かもしれない。


　みかんもまた、親と引き離はなされて育った子供だ。


　両親ともに早くに亡なくし、姉や祖母とも近くにはいられなかった。その寂さびしさが少女の爛らん漫まんさに一いち抹まつの影かげを落としてないと、誰だれが言い切れるだろう。


「〈アストラル〉が、おかしなところじゃないのは分かりました」


　うららがこちらを見返す。


　その視線は、真っ直すぐで、力強い。


　ちゃんと地に足をつけて、一日一日を大切に生きている人の強さ。非日常に生きる魔ま法ほう使つかいとは違う、日常にあるものの輝かがやき。


「その上で、訊ききます。──いつきさんは、みかんちゃんがここで暮らしているのが幸せだと思いますか」


「…………」


　いつきは、言葉を失った。


　うららの真しん摯しな視線を前に、いい加減な返答ができるはずもなかった。


「僕……は……」


「お兄ちゃん社長?!」


「えと……その……すぐに考えられなくて」


　口ごもってしまう。


　魔法使いの掟おきてだとか魔術界のしきたりだとかには抗あらがえても、ごく当たり前のことを突つきつけられると、伊庭いつきは迷ってしまう。それはきっと、今のいつき自身が、日常と非日常の間にいる、曖あい昧まいな存在だからだろう。


　魔法使いでもない、一いつ般ぱん人じんとも言い難がたい──ただの高校生としての分別しか持たない自分が、そんなことを決めてしまっていいのか。


　穂波もいない。オルトヴィーンもいない。アディリシアも猫屋敷もいない。


　自分と、みかんだけで、そんなことを決めていいのか。


「……僕は」


　どうしても、喉のどから先に、言葉がでてくれなかった。


　しかし、





「……うん、合格」





　と、うららはうなずいたのだ。


「え？」


　間ま抜ぬけな声をあげたいつきの前で、うららは淡あわく微笑ほほえんだ。


「だって、悩なやむってことは真面目まじめに考えてるってことじゃないですか」


「あ」


「幸せに答えなんかありません。ううん、それぞれの家庭に──それぞれの環かん境きように、それぞれの答えがあっていいんです。大事なのは、真面目にその答えを考えているかってことです」


　そう言って、矢車うららは微び笑しようを深める。


「さっきのオルトヴィーンくんや穂波さんと話して、分かりました。ふたりともここが大好きで、〈アストラル〉は間ま違ちがった場所なんかじゃないって、強く強く主張してました。言葉はどんなでも、その思いが噓うそだなんてあたしは思いません」


　そして、うららは唇くちびるをほころばせた。


「──だから、きっと、〈アストラル〉はいいところです」


「……あ、ありがとうございます」


　としか、いつきには言えなかった。自分にない、確かな大人の見識をそのやりとりに思い知ったからだ。


　微笑んだうららは、隣をそっと見やって訊く。


「みかんちゃんは、ここが好き？」


「うん！」


　満面の笑みで、みかんがツーテールを上下させる。


　多分、それが一番の答えなのだろう。うだうだと考えても、きっとその笑顔以上の意味はないに違いない。


「いつきさん」


　と、うららがもう一度こちらへ向き直る。


「少しだけ、注意させてもらっていいですか」


「あ、はい」


「社長業って、多分大変なんだと思います。まだそんな年なのに、自分ひとりでいろいろ決めなくちゃならないし、今のみかんちゃんのことだって凄すごく真しん剣けんに考えてくれてました。だけど……そんなに頑がん張ばってしまえることは、強いけど危なっかしい。そんな風にも思います。だから、もしあたしに手伝えることがあったら、相談してください」


「…………」


　そんなことを、以前穂波にも言われた。


　ひとりだけで、強くなろうとするな……と。


　それを一いち瞥べつで見み抜ぬいたのは、うららの教師としての資質ゆえだろうか。


（僕は弱いから、少しぐらいは無理しないといけないけれど……）


　いつきは、思う。





　……それでも、いつかは。





　そんな風に考えたときだった。


「ただいまーっ！」


　再び、玄げん関かんの扉とびらが勢いよく開かれたのである。


　ついで、聞き覚えのあるこんな鳴き声が、〈アストラル〉事務所へと流れた。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　黒、白、ぶち、三毛。


「か、か、帰ってきましたよー！　ああ、愛いとしの〈アストラル〉！」


　四匹ひきの猫ねこを従えて、いぶした銀ぎん髪ぱつの青年が転がり込んできたのだ。


「いやあ、大変でした。追ってくる編集者をちぎっては投げちぎっては投げ、猫たちと繰くり広げる愛の叙じよ事じ詩しと逃とう避ひ行こう。ああ、映画にすれば一億総動員間違いなしのサスペンスでスペクタクルでドラマティックかつロマンティックな日々があそこに！」


「「「……猫屋敷さん」」」


　駄だ目めな大人だ……。


　いつきと、みかんと、うらら。


　三人ともの視線が、一様にそんな思いを語る。


「ななな、なんですか?!　私、何か悪いことしましたか?!　あれ、矢車先生じゃないですか。今日はなにか?!」


「もう終わりました」


　と、うららはうつむいて答えた。


「もう終わったつもりでしたけど……猫屋敷さんにはいろいろ言いたいことがあります。今すぐ時間をとってください！」


「へ？　ちょ、ちょっと待ってください！　今からまだ原げん稿こうが！　そして原稿をすべて終えた後にやってくる救済の猫タイムが！　私の癒いやしが！」


「駄目です！」


　一いつ瞬しゆんで却きやつ下か。


　ナノ秒にも至ろうかというノータイム。


　泣き叫さけぶ猫屋敷が事務所の奥へと連れ去られた後、みかんはいつきの方を向いて、口元を押さえた。


「ぷっ」


「あはははははははは！」


　残ったふたりともがこらえきれず、笑い声をこぼしたのだ。


　少し遅おくれて、事務所の窓から爽さわやかな夏の風が忍しのび込んだ。ひらりと、机に置かれっぱなしだったタロットカードがその風に舞まう。


　ケルト十字法による十枚目──最終的な運命を示すカード。


　そこには、月げつ桂けい樹じゆの輪と、その輪に囲まれた美しい女性が描えがかれていた。





〈世界〉の正位置。





　つまるところ。


　すべては、いつかきっとうまくいくと──そう、世界に微笑ほほえみかけられる暗示であった。














　〈アストラル〉業務日誌20




　はーい、三橋小学校三年三組の葛城みかんです！　今年の身長は、クラスで前から七番目になりました！　部活は折り紙部です！





　家庭訪問、お兄ちゃん社長はお疲れさまっ！


　穂波お姉ちゃんも、黒羽お姉ちゃんも、オルくんもありがとうねっ！


　猫屋敷さんは……あまりありがたくなかったかも。あの後、矢車先生にみっちり絞しぼられていたと思うけれども、いい加減、せめて締しめ切りの三日後ぐらいには原稿をあげる癖くせをつけてください。「フルベウォーカー」担当の朝あさ霞かさん、また事務所の庭の隅すみでしくしく泣いてたんだからねっ？　穂波お姉ちゃんのコラムばっかり締め切りより早くあがるから、かえって編集長に怒おこられちゃうって。





　とにかく、矢車先生、すっごく喜んでました！


　今日の部活でも上じよう機き嫌げんで、ハミングしながら、みんなの折り紙を見てました。矢車先生、先生なのに折り紙は全然できないんだけどね。普ふ通つうにカブト折ってるだけなのに、いっつもへんてこな宇宙人みたいになっちゃうし。





　あ、でも、途と中ちゆうで急にくらい顔になっちゃいました。


　ええと、なんかうっかりテストの配る紙を間ま違ちがえて、問題用紙の代わりに答えの載のったプリントを配っちゃって、お給料が減げん俸ぽうになったとか……やっぱりあの壊こわれかけた塔とうのカードが関係あるのかなあとか……。


　だから、また穂波お姉ちゃんの占うらないを受けたいとか言ってたんだけど……。


　その……できたら、占いもお手て柔やわらかにね？





　うん。


　とにかく、これからも〈アストラル〉でよろしくお願いしますっ！




葛城みかん







ＰＳ、オルくん、もう先生と喧けん嘩かしないでね！
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　　　　１




　──私は、あいつが嫌きらいだ。





　月の明るい夜だった。


　確か、別べつ荘そうだったと思う。


　まだ平社員だった父が「清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び降りる気持ちで」買った、しごく小さなログハウスだった。


　周囲の別荘地でもかなりへんぴなところで、水道にしろ買い物にしろいろいろ使いにくいと母は愚ぐ痴ちっていたが、テラスからの光景は私のお気に入りだったのだ。


　そうだ。


　確かあの夜は、あいつが先にテラスへ出ていたのだ。


「…………さん？」


　呼びかける。


　でも、聞こえなかったらしい。


　強い風と月光の中で、あいつは見えない誰だれかと話していた。


　昔からのことだ。


　あいつは、いつも遠い場所を見ていた。


　普ふ通つうの人には見えないものを見て、見えないものを感じて、いつもびくびくしていた。


　……うん。


　正直に言おう。


　私は、そんな彼が嫌いだった。


　びくびくしている男の子なんてみっともないし、そうでなくても彼の場合、あまりにも臆おく病びようの度が過ぎた。昔はそこまでではなかった気がするんだけど──少なくとも小学校に入った頃ころには、なんだったかドラえもんの映画でひっくりかえるぐらいには怖こわがりになっていて、そういう彼を見るたびに私はイライラしたものだった。


　だいたい、世界に幽ゆう霊れいだとか怪かい奇き現象だとか、非合理なものは必要ない。


　私には、確信があった。


　この世にあるものには、全部理り屈くつがある。


　今の私には分からないだけで、ちゃんと理屈があって、実にシンプルに小気味よく機能している。


　そういう簡潔な世界を私は愛していた。


　ああ、言われなくても分かってる。


　つまるところ、下手へたに頭が良かったのだ。それもド下手の部類である。思い出せば、自分の部屋に駆かけ込んで、何重にも鍵かぎをかけたくなる。


　なのに。


　どうしてだろう。


　いつのまにか、テラスの入り口で、私は胸を押さえていた。





　あいつのそんな背中を見ているのが──ひどく、私は息苦しかったのだ。





　　　　２




　──七月下げ旬じゆん。





　強きよう烈れつな陽ひ射ざしが、布ふ留る部べ市の商店街にもたぎり落ちていた。


　ビルの向こうにはもくもくと入道雲がわきあがり、焼けたアスファルトからはいくつもの陽炎かげろうが立ちのぼる。それらの現象と、拭ふいても拭いても滴したたる汗あせの量に、今年もまた猛もう暑しよがやってきたことを人々は知るのだった。


　そんな光にあふれた、ファーストフード店のオープンテラスだった。


　すでに夏休みに入ったこともあって、周囲には学生らしき多くの人ひと影かげと、にこやかなざわめきとが満ちている。店内から流れてくる冷れい房ぼうの風に微び笑しようして、彼らは騒さわがしく夏の時間を堪たん能のうする。


　少年も、そんな中のひとりだった。


　山やま田だ和かず志し。


　碁ご盤ばんみたいな顔つきで、学校の成績は下の上あたり。


　ただし所属している物理部においては──物理部の本分とはまったく関係なく──その対戦格かく闘とうゲームの腕うでを見み込こまれて、奇き妙みような人望を獲かく得とくしてもいた。


　わりとろくでもない人望ではあるが、おおよそ、どこの学校にもひとりかふたりはこういうタイプの生徒がいるだろう。


　ただし。


　その前に座っている金きん髪ぱつの少女ばかりは、おそらく世界中のどこを探しても見つかるまい。


　可か憐れんな花を細工したごとき唇くちびる。


　極ごく上じようの金糸を紡つむいだような縦ロール。


　挙きよ措そのひとつずつまでが長い歴史に裏打ちされた、芸術の極きよく致ちとしてそこに座している。


　アディリシア・レン・メイザース。


　遥はるかソロモン王の血統を受け継つぐ魔ま女じよは、まるで似合わないプラスチックの椅い子すに座り、実に安っぽいフライドポテトや炭酸飲料を置いて、鋭するどい目で山田を睨にらみつけているのだった。


「……で、何の用なのかしら？」


　と、少女は問うた。


　その厳しさに、夏の暑さも何もかも忘れたように、山田は眼を泳がせる。


「……ええと、もう少し待ってもらえないかなーなんて」


「もう二十分も待ってます。どこかの新興国のように時は金なりタイムイズマネーなんて無ぶ粋すいなことは言いませんが……私、それなりに忙いそがしい身ですわよ？」


「ほ、ほら、イバイツのことでさ」


「そうじゃなかったら、わざわざ時間を調整しません」


　ざっくりと、アディリシアが切り捨てる。


　このあたり、一年ほどを過ごしてきたクラスメイトといえど容よう赦しやはない。


　……いやまあ、実際のところは、クラスメイトでなければこの程度ではすまないのだが、山田がそんなことを知るよしもなかった。


「イツキのことで大事な話があるというから、わざわざ時間を都合したのです。これ以上待たせるつもりでしたら、私にも考えが──」





「ごめんなさい。あたしがそう言うように指示したの」





　不意に。


　背後から、声があった。


「？」


　アディリシアが振ふり返る。


　カフェの隅に立てられた、シンプルなパラソルの陰かげだった。


　そこに、ポニーテールの少女が佇たたずんでいたのだ。


　年ねん齢れいは十五、六歳ばかり。涼すずしげなワンピースに大ぶりのリボン。少し高めの身長で、くっきりした顔立ちが印象的であった。黒こく瞳どうは深く澄すんでおり、いくらか日焼けした肌はだが、夏にふさわしく潑はつ剌らつと少女を飾かざっていた。


「誰だれですの？」


　いぶかしげに、アディリシアが眉まゆをひそめる。


　すると、しどろもどろに山田が口を開いた。


「その、なんだ、こちら日くさ下か部べ勇ゆう花かちゃんって言って──」


「違ちがうでしょ！」


「痛あっ」


　いきなり臑すねを蹴けり飛ばされ、山田が悲鳴をあげる。


　テーブルに突つっ伏ぷした少年を見下ろして、すげなくポニーテールの少女──勇花は言った。


「日下部はやめてって言ってるよね？　兄さんのがうつったんだと思うんだけど」


「兄さん？」


　最後はますます困こん惑わくするアディリシアの台詞せりふだったが、すぐに答えは与あたえられた。


　向き直った少女が、アディリシアに対して一礼したのだ。


　胸に手をおき、少女はこう言った。





「伊庭勇花です！　兄さんの──伊庭いつきの義妹いもうとにあたります。はじめまして、ええとアディリシアさん」





「…………」


　すぐには、反応はなかった。


　少女の言葉を理解し、その意味を吟ぎん味みするのに、たっぷり数秒の時間が必要だった。見開かれた瞳ひとみには、もはや夏の陽ひ射ざしも道行く人々もフライドポテトも入ってはいなかった。


「──あれ、アディリシアさん？」


　目の前で、少女が首を傾かしげる。


　それで我に返ったとき、さしもの魔女がどうしようもなく狼ろう狽ばいし、その場に硬こう直ちよくしたのだ。


「い、いいいいいいイツキの……」


　喘あえぐようにぱくぱくと口を開き、アディリシアはようやく胸の内を言語化した。


「イツキの……いもうとですって?!」





　　　　＊





「じゃあ……俺はこれで」


「あ。サンキュー、山田ー」


　うんざりした顔で退席する山田へ、自じ称しよう妹がぶんぶんと手を振った。


　どうやら少年は、勇花がアディリシアと会うためだけの、ていのいい案内役ガイドだったらしい。


　とはいえ、目的が達成された瞬しゆん間かん帰らせるあたり、勇花という少女の傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりは如によ実じつにあらわれている。なんにせよ、アディリシアの知る伊庭いつきとは、まったく相そう似じ点てんの見あたらない相手ではあった。


「本当に……あなた、イツキの妹？」


　と、アディリシアは訊きいた。


「あれ？　聞いたことありません？」


「き、聞いた覚えはありますけど……」


　さすがに、声こわ音ねから動どう揺ようが隠かくせてない。


　魔ま術じゆつに対しては極きわめて冷れい酷こくで、大結社の首領として辣らつ腕わんを振るう魔女が──世界にただひとり、伊庭いつきという人間が絡からんだ途と端たん、ごく普ふ通つうの女の子に戻もどってしまうのだった。


「ですけど……そう、確か、妹さんは家族と一いつ緒しよにニューヨークにいるって」


　そうだ。


　アディリシアが転校してきた一年前から、いつきはずっとひとり暮らしだった。その理由が、いつきを育ててくれた叔父おじの転勤だと、彼は話していた。ほかの家族もそれについていって、いつきだけが家に残っているのだと。


　すると、勇花はジンジャーエールを飲みながら、するりと細い肩かたをすくめてみせた。


「うん。アメリカでは六月から夏期休きゆう暇かだから。それに、父さんと母さんに言われてたの。兄さんの様子も見てきてって」


「そう、ですか……」


　椅子に深く座り込み、アディリシアはうなずく。


　どの道、山田は小学校時代からのいつきの友人のはずだった。


　その山田が紹しよう介かいしたということは、この少女がいつきの妹であるという、そのことは確かなのだろう。


　まだ、疑問があるとすれば……


「どうして、私に？」


「ああ。今の兄さんに会う前に、親しい人と話しておきたくて」


（……し、親しい人?!）


　一瞬動転したアディリシアを突つくかのように、


「だいたい、事情は知ってます」


　と、勇花は切り出したのだ。


「事情？」


「魔法使い派は遣けん会社〈アストラル〉でしたっけ？　兄さんが社長やってるの」


「…………」


　アディリシアが沈ちん黙もくする。


　何を言ったものか、考えあぐねたのだ。おいそれといい加減なことを口にできる質問ではなかった。


　軽くかぶりを振ふって、逆に問う。


「〈アストラル〉のこと、御ご存ぞんじなんですか？」


「どうせ、だいぶ前にいなくなった司つかさおじさんの会社でしょ？　占うらない師しとかライターとか派遣してるっていう」


「……そ、そうですわね」


　ほっ、とアディリシアは胸をなで下ろす。


　どうやら、この妹は表向きの〈アストラル〉の事情で納なつ得とくしているらしい。だったら、それに合わせれば、大きな問題は生じまい。


　しかし、


「でも、普通の会社なの？」


　と、続けて少女は訊いたのだ。


「……どういう意味です？」


　訊き返したアディリシアへ、伊庭勇花はこう口にした。





「去年の六月ぐらい、ちょうど兄さんが入院した前後に、アディリシアさんはこちらの高校へ転校してますよね？」





「…………！」


　思いがけない言葉に、アディリシアの呼吸が止まった。


「兄さんは、その二ヶ月後の八月、去年の夏休みにも一日だけですが入院してます。そして、さらに三ヶ月後、十一月にも三日間の入院」


　つらつらと、少女はあげていく。


　陽ひ射ざしさえも凝ぎよう固こしたように、アディリシアには思われた。


　勇花の話す過去の内、前者は錬れん金きん術じゆつ師しユーダイクス・トロイデの事件であり、後者はもうひとりの妖精眼グラム・サイト──フィン・クルーダの事件であった。


　その両方に、アディリシアもまた深く関かかわったのだ。


「さすがにこの後、入院沙ざ汰たは鳴りを潜ひそめてますが……先月上旬、突とつ然ぜん丸一週間も休んでます。学校には、宗教上の理由とか話していたそうですけれど……やっぱりアディリシアさんと、ええと穂波さんも一緒に休んでいたとか。もっとも、アディリシアさんはお家うちの仕事の問題で、一年の半分ぐらいは英国の学校に通ってらっしゃるんでしたっけ」


　先月上旬──六月。


　倫敦ロンドンは、〈協会〉と〈学院〉を巻き込んだ大事件。


　今度こそ、アディリシアは呼吸を整え、真しん剣けんに少女を見み据すえた。


　目の前でジンジャーエールに舌した鼓つづみを打つ少女は、すでに単なる一いつ般ぱん人じんではなくなっていた。場合によっては自分の魔道にも関わるかもしれぬ、この生活を続ける上で無視しきれぬ要素フアクター。


「……どうやって、そんなことを？」


「もちろん、山田から聞きました」


（ヤマダ……っ！）


　先んじて立ち去ったクラスメイトへ、ひそやかに殺意を嚙かみ殺す。


　同時に、この自じ称しよう妹がさっさと山田を帰した理由にも思い至った。もし山田がこの場でのんきそうにハンバーガーを齧かじっていたら、アディリシアはその頰ほおをひっぱたいていたかもしれない。


「うん。昔は兄さんと山田と、山田のお姉さんと、よく一緒に遊んだもん」


　思い出すように、勇花が目を細めた。


「…………」


　山田の姉のことは、アディリシアも知っていた。


　いつきたちと通う高校の養護教きよう諭ゆであり、穂波やアディリシアとも親交の深い相手だ。また、このタイミングで、その姉のことを出されては、無む闇やみに少女を牽けん制せいするわけにもいかなかった。


　ことごとく先手を打たれ、会話の主導権イニシアチブを握にぎられている気分。


　それでいて悪感情に至らないのは、この少女から敵意は感じられないためだろうか。


　自分の心持ちに困こん惑わくしながら、アディリシアは訊きいた。


「あなたは……何を……？」


「──ふふ」


　すると、にっこりと少女は笑ったのだ。


「アディリシアさんに、ひとつ、お願い事があるんです」





　　　　３




　数十分後。


　布留部市、〈アストラル〉事務所。





「──ええええええええええええええっ！」





　その玄げん関かんからの人ひと影かげを見て、大声をあげたのは、やはり伊庭いつきであった。


「ゆ、勇花?!」


「こんにちは、兄さん」


　対して、少女の浮うかべたのは邪じや気きのない笑え顔がおだ。


　ポニーテールをひょいと屈かがめ、周囲に向かって、丁てい寧ねいに一礼してみせる。


「伊庭勇花です。皆みな様さま、日ひ頃ごろ兄がお世話になっているようで、ありがとうございます」


「──あ、兄ですと？」


「──お兄ちゃん社長がお兄ちゃん?!」


「──この馬鹿（Dummkopf）が、また面めん倒どう連れてきたか」


「──え、えええええと、いつきくんがお兄さんだから、いつきくんの妹さんでポニーテールで……っ」


　社員のそれぞれが、激げき烈れつな反応を示す。


　ちなみに、最後の声は幽ゆう霊れいのものだったため、一般人の勇花にはさっぱり聞こえなかったようである。


　とまれ、いつきは思い切り眼めを丸くして、人差し指までも持ち上げたのだった。


「どうやってここに?!　というか、ニューヨークの学校はどうしたの?!」


「夏期休きゆう暇かを使って、今朝けさ帰国したばかりです。ここに来れたのは……」


　と、勇花は隣となりを見やった。


　すると、そちらで金きん髪ぱつの少女がため息をついたのだ。


「私が教えましたの」


「アディ?!」


　これは、穂波が自分の親友に向かって、非難の声をあげる。


「なんで、そんな……」


「だって……この人、〈アストラル〉のこととか知ってましたもの」


　不服そうに、アディリシアが唇くちびるをとがらせる。


「アディリシアさんを怒おこらないで。あたしが無理にお願いしたんだし」


　勇花がとりなして、肝かん心じんの兄を──いつきの方を向き直った。


　少年はおろおろしたままで、ほかの社員もどうしたものかはかりかね、そんな中を少女はゆっくりと闊かつ歩ぽする。


「ここが、兄さんの職場なんだ」


　と、勇花は事務所を見回した。


　楽しそうな微び笑しようを浮かべ、足あし下もとの猫ねこたちへとしゃがみこむ。


「あ」


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


「──可愛かわいいこと。思ったよりずっと家庭的な職場なんですね」


　それぞれの頭を撫なでてはいるが、はたして、その感想を額面通りに取っていいものか。


　とまれ、硬こう直ちよくしたいつきは、やっとのことでぱくぱくと口を開いた。


「あ、あの、勇花はどうしてここへ？」


「理由が必要？」


　と、これは憮ぶ然ぜんとした声で、勇花が訊き返す。


「あれだけ入院したり入院したり入院したり、あげくの果てには学校を休んで国外逃とう亡ぼうまでしてたのに？」


「あが……っ」


　たった数秒で、いつきが二度目のノックダウン。


　アディリシアは、「ほらごらんなさい」というような顔で、少年を見やる。


　念のため、


「情報提供したのは、私じゃなくてヤマダですから」


　と、添そえておくのを忘れない。


「や、山田が……」


「司おじさんの会社、相続したときにどうして相談しなかったの？」


　再び、勇花が訊きく。


「兄さんのことだもの。いろいろ面倒なことに首を突つっ込むのは承知済み。それについて、とがめ立てしたりもしない。でも、せめて家族に連れん絡らくするぐらい、どうしてできなかったのかな？」


「えとその、日下部のおじさんとおばさんに、迷めい惑わくかけたくなかったし……」


「兄さん」


　と、勇花が冷たい眼差しで言った。


「母さんは伊庭です。あたしも伊庭勇花です」


「は、はい！」


「…………？」


　アディリシアが首を傾かしげる。


　今のやりとりの意味が分からなかったためだ。


　そういえば勇花が現れたときも、山田は日下部勇花と紹しよう介かいしていたが、何か特別な因いん縁ねんでもあるのだろうか。


　なんにせよ、とりあえず兄きよう妹だいのやりとりは終わったらしい。


「ええと、お茶でもいれましょうか……」


　気まずい雰ふん囲い気きの中、猫屋敷が横合いから口を出した。


　ついで、


「家庭訪問の次は社会科見学か……っ」


　ぎりぎりと奥歯を軋きしらせたのは、オルトヴィーンである。


　相変わらず、真夏の室内でも耳当て付きの帽ぼう子しとコートを手放さない少年は、その白い肌はだに青筋をたてて、怒ど気きを隠かくさずに発散させている。二週間前の家庭訪問といい、まっとうな魔ま法ほう使つかいとは言い難がたい日常が続いたことが、この男の子には耐たえ難かったらしい。


　しかし、勇花はこう言ったのだ。


「見学だけのつもりはないです」


「何？」


「は？」


　これは、オルトヴィーンと猫屋敷が、同時に眉まゆをひそめたのだ。


「言葉通りの意味です」


　と、勇花は続けた。


　そのまま、全員に届くようにゆっくりと事務所を見回す。


「ここは、魔法使いを貸してくれる会社なんでしょう？　だったら、あたしにも魔法使いを貸してください」


「えええええ！　勇花?!」


「それは……つまり、魔法使いが必要とされるような事件が、身の回りにあったということですか？」


　驚きよう愕がくするいつきを押さえ、猫屋敷が訊く。


「もちろんです。ええと、お金は少しですが父さんからもらった分がありますし、アメリカでバイトもしてましたから、なんとか足りると思います。あ、できたら社員割引で」


　最後にちゃっかりした台詞せりふを加えて、少女は口にしたのだった。


　だが。


　──空気は、変わった。


　言こと葉ば面づらはともかく、正式な『仕事』というカタチに、〈アストラル〉の皆みなが反応したのだ。


「そうですね……。どなたをレンタルするつもりです？　この場にいる社員でしたら、どなたでもかまいませんが」


　猫屋敷は、わざとぼかして訊いた。


　いつもなら、事件の内容を聞いてから、適した社員を紹介する。


　が、この場合、社長の義妹いもうとである勇花の知識が不明だった。勇花が魔法使いという存在をどうとらえているのか、どこまで知っているのか分からぬ以上、社員をひとりずつ紹介するよりも、少女自身に判断してもらう方が有効だった。


「……ううん」


　少し考えてから、勇花はこう言ったのだ。


「兄さんと、アディリシアさんを貸してもらえますか」


「…………えっ？」


　アディリシアが──ひどく珍めずらしいことに──間の抜ぬけた声で自分を指さす。


「わ、私は〈アストラル〉の社員じゃありませんけれど……」


「あれ？　じゃあ、どういう関係なんですか？」


「私は──」


　言いかけて、アディリシアは口ごもった。


　会社という形態をとっている〈アストラル〉はまだしも、明白に魔術結社である〈ゲーティア〉の首領だとは言いにくかった。無論、〈ゲーティア〉にも投資企き業ぎようとしての顔はあるが、それでは〈アストラル〉との関係は説明できまい。〈アストラル〉の株主という立場も、事情の説明が困難なのは変わりない。


「……分かりましたわ」


　仕方なさそうに、少女が天てん井じようを仰あおいだ。


「えと、アディリシアさん……」


「イツキ。この貸しは、きちんと清算していただきますわよ」


　すまなさそうに首をすくめたいつきへ呟つぶやいて、アディリシアは優美にかぶりを振ふった。





「では、事情を聞かせてくださいませ」





　あくまで表面上は穏おだやかに──実際は半ば自棄やけになって、少女はそんな風に問いただしたのだった。





　　　　４




　義妹いもうとという名の烈れつ風ぷうが吹ふき荒あれた後、


「うっわあ、お兄ちゃん社長の妹なのに、すっごいしっかりしてて優等生な感じ！」


　みかんが何度となく瞬まばたきして、わりと容よう赦しやない台詞せりふを口にした。


「あ、あたし、いつきくんの妹の前にいたのに変じゃなかったですか！　つい、いつもの癖くせでメイド服でしたけど、やっぱりちゃんとした服を着ていた方が……」


　浮ふ遊ゆうした黒羽が無む闇やみに両手を振り、猫屋敷がとりなす。


「落ち着いてください黒羽さん。あなたの姿は勇花さんには見えませんから」


「……あ、そ、そうでした。いつきくんの妹だから、なんだか見えるような気がして」


「勇花と僕とは血がつながってないから」


　あはは、と乾かわいた声でいつきが笑う。


〈アストラル〉に及およぼした影えい響きようを考えると、義妹の襲しゆう来らいはもはや烈風というより、嵐あらしに近かったかもしれない。それも、ありとあらゆる人間や建築物を薙なぎ倒たおさずにはおかない、超ちよう特大のタイフーンだ。


　皆、気もそぞろという感じで落ち着かず、少年社長とさきほどの妹のイメージとを比ひ較かくしていた。


「……社長、大だい丈じよう夫ぶなん？」


　これは珍しく、心配そうな声で穂波が訊きいた。


　眼鏡めがねの奥で、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが揺ゆれている。この中で、彼女が最もいつきに近い立場──魔ま法ほう使つかい以外の社会に身をおいているがゆえの配はい慮りよでもあった。


「義妹いもうとさん、あたしもほとんど会ったことないけど、〈アストラル〉の説明はしてなかったんやろ。去年、一回だけ電話したときは、あたし、バイトやって説明してたし」


　一年前、一度だけ、穂波は勇花と会話したことがあった。


　稀き代たいの錬れん金きん術じゆつ師し、ユーダイクスが起こした事件の最中である。交かわした会話はほんの数分だったが、兄思いの妹だという印象は残っていた。実際に出会ってみれば、電話とはまた違ちがった雰ふん囲い気きだったが、その印象自体は変わらなかったのだ。


「──というより、さっきの仕事、本当に受けるつもりなのか」


　ついで、鋭するどい瞳でぎろりと睨にらんだのはオルトヴィーンであった。


　睨まれた少年は、おろおろとうなずく。


「ええとその。身内から受けた依い頼らいだし」


「身内だからこそ断れるって理り屈くつもあるだろ。だいたい、あの妹が下手へたに魔法使いのことを知ったらどうなる。アディリシア先せん輩ぱいの話だと、お前が入院したり倫敦ロンドンに行ったりしてたことまでつかんでるんだろうが」


「それはまあ……大丈夫じゃないかな」


「何をもって、そんないい加減な保証をしてくれるわけだ？」


「ええと、なんとなく」


「ふん、妹には最初から頭が上がらないわけか」


　鼻を鳴らしたオルトヴィーンが、気分を害したように視線をそらす。


　それでも頭から反対しなかったのは、せめてほかの社員に迷めい惑わくをかけないぐらいの考えはこの社長にもあるだろうと、そう判断したようだった。


　代わりに横合いへ顔をひねり、義妹の退出以降、唯ゆい一いつ発言していなかった先輩へと水を向けた。


「アディリシア先輩は？」


「今は〈ゲーティア〉の運営も忙いそがしくない時期ですので。報ほう酬しゆうは規定通りいただきますけれど、さっき訊いた仕事程度でしたらたいして問題はありませんわ。──ただ」


　アディリシアが眉まゆをひそめた。


　少しだけ躊躇ためらいの混じった声で、付け加えたのだ。


「もしもあの娘むすめが、〈アストラル〉の社長なんてやめてほしいと言ったら、どうしますの？」


「……あ」


「っ……」


「…………」


　その問いに、〈アストラル〉の皆みなが少年へと注視した。


　しかし。


　これだけは、すぐに少年が明言したのであった。


「大丈夫。僕は、何があっても〈アストラルここ〉の社長だもの」





　　　　＊





　いつきが家に戻もどったのは、二時間ほど後のことだった。


　二階建て、ごく小さくはあるが庭もついた住宅の一階である。


　玄げん関かんを開けて、いつも通り廊ろう下かにあがると、リビングに明かりがついていた。


「──勇花、いたの？」


「そりゃそうだよ。自宅なんだもん」


　青いソファの上で、勇花はのんべんだらりと寝ね転ころがっていた。


「案外散らかってないんで合格。あたしの部屋もそのままみたいだし」


「あまり入るなって言われたから、空気を入れ換かえるのと、たまに掃そう除じぐらいしかいじってないよ」


「うん、言いつけを守れててよろしい」


　大おお仰ぎようにうなずいた態度や物言いは、〈アストラル〉事務所でのそれと大分異なるが、どうやらこちらの方が地であるらしい。


　対外的な顔と、家族に対する顔の違いか。


（……アメリカだと、社交パーティとかあるせいかな？）


　と、いつきは思う。


　なんにせよ、少しだけほっとした。


　少年にとって、こちらの方が馴な染じんだ顔だったからだ。少年の知っている義妹いもうとは、とても快活でおしゃべりで──二年という月日が年とし頃ごろの女の子を変えてしまうのに十分だとしても──その思い出が根底から覆くつがえらなかったことに、やはり安あん堵どを覚えたのだ。


「で、兄さん？」


　ソファからすとんと起きあがって、勇花が足を組んだまま尋たずねる。


「──おじさんの会社の社長やるなんて、聞いてなかったけれど？」


「えと、それは……会社でも言ったけどその……」


　言葉に詰つまった少年を、義妹はじと目で見つめた。


　が、これはすぐにかぶりを振ふったのだ。


「まあ、いいけどね。父さんと母さんもなんとなく分かってたみたいだし」


「おじさんとおばさんは元気？」


「む。やっぱりおばさんなわけね」


「や、その。それもまあ……なんというか」


「……まったく」


　煮にえ切らない態度にため息をひとつついて、


「元気も元気。相変わらず仲が良すぎて、娘としては困っちゃうぐらい。あのふたりの愛情表現についていえば、アメリカの方が風土的には合ってるかな。……うっかり指先が触ふれただけでいちいち照れるのが、日本人らしいといえばらしいけれど」


　アメリカでの生活を思い出したのか、ややうんざりした顔で少女は答えたものだった。


　──と。


　不満そうな少女の鼻先に、ビニール袋ぶくろが差し出された。


「これ、水すい蜜みつ堂の水みず羊よう羹かん」


「……ふうん、懐かい柔じゆう？」


　猫ねこみたいに目を細めた勇花に、いつきは困った風に笑う。


「そういうのじゃないけど。なんならお茶もつけるよ」


「ありがたく受け取ります」


　笑った少女が、手を合わせた。


　すぐに、湯気をたてる茶ちや碗わんをお盆ぼんに載のせて、いつきが戻ってきた。


　一口啜すすり、


「あ」


　と、勇花は目を丸くした。


「お茶を淹いれるの、うまくなってる」


「ありがと」


「で」


「うん」


「お兄ちゃん社長とか呼ばれてたみたいだけど、あれって兄さんが呼ばせてるの？」


「っ！」


　思い切り、いつきがむせかえる。


「そ、そんなわけないでしょ！」


「ああ、安心した。てっきりアメリカに行ってる間に、いつき兄さんが変な趣しゆ味みに目覚めちゃったのかと思っちゃった」


　わざとらしく胸をなで下ろした勇花が、新たな水羊羹に手を伸のばした。竹たけ筒づつの底を吹ふくとにゅるりと紫むらさきの中身がはみでて、少女の唇くちびるがその中身をぱくりと銜くわえる。


　どちらともなく黙だまり込み、少し静かな時間が流れた。


　つけっぱなしのテレビが、夏の高校野球大会のダイジェストを流している。


　そういえば、叔父おじは野球好きで、いつも夏の夜にはビール片手に、やたら真しん剣けんな顔で論じていたものだった。そんな相方に微笑ほほえみながら、叔母おばの湯がいていた枝豆の香かおりが、今でも家のどこかに残っている気がした。


　ほんの二年前までいつきの当たり前だった──ごくごく平へい凡ぼんな時間。


　今ではちょっと戸と惑まどってしまうような、古い日記を読み直すみたいにぎこちない、義妹とのやりとり。どこか胸がざわつくようで、それでいて妙みように落ち着くようで、自分の気持ちがどこにあるかはかりかねる。


　そして、


「……少し、安心した」


　と、少女は口にした。


「兄さんは、全然変わってないみたい」


「そう、かな？」


　いつきは首をひねる。


　自分ではよく分からない。変わったような気もするし、義妹の言う通りまるで変わってない気もする。わりと死ぬような思いもしたけれど、結局人間、そうそう変化するものではないということか。


「勇花は、すごく変わったのにね。うん、やっぱり綺き麗れいになったし」


「……口ばかりうまくなったんじゃないの」


　一いつ瞬しゆん息をつまらせて、義妹がすぐ切り返す。


「兄さんこそ、あの会社の誰だれが本命なの？　アディリシアさん？　穂波さん？　できたら小学生とか男の子とかは勘かん弁べんしてほしいのだけど。……あ、でも年上の部下ってのはちょっと耽たん美びな感じもあるかな」


「いやだから、そういうのじゃなくて、会社の同どう僚りようだってば！」


「ふうん」


「ふうん、って冷たく切り捨てないで?!」


「一応の納なつ得とくはしてあげる」


　さっくりと打ち切って、少女がソファから立ち上がる。


　ひとつあくびをしたところからすると、もう就しゆう寝しんということらしい。今日帰国したばかりなら、まだ時差ぼけも抜ぬけきってはいまい。


　その背中へ、いつきはもう一度だけ問いかけた。


「あの、〈アストラル〉で言ってた依い頼らいってのは？」


「…………」


　少女の足が止まった。





「……兄さん、覚えてない？　昔、学校で流行はやってたの」





「え？」


「なんでもありません」


　そう言ったときには、義妹の表情は〈アストラル〉事務所のときと同じ、他人を寄せ付けない空気を纏まとっていた。


「おやすみなさい。じゃあ、また明日」





　　　　５




「──覚えてる？　兄さん」


「う、うん……」


　落ち着かなげに少年がうなずいたのは、翌日の昼下がり、古い学校の前だった。


　いや。


　古い──のではなく、すでに廃はい棄きされた場所だった。


　小さなコンクリートの校舎には、まるで人の気配が残っていない。


　鉄の門は無む惨ざんに赤あか錆さびて、校名を刻んだ看板も傾かたむいている。校庭に置かれた遊具たちはもう何年も遊ばれた様子がなく、風に吹ふかれたブランコばかりが寂さびしそうに揺ゆれていた。


　アディリシアが、ふたりを振ふり返った。


「ここですのね？」


「うん。ここがあたしと兄さんがいた小学校。あたしたちが卒業した後、すぐ廃校になったんですけどね」


　懐なつかしそうに、勇花が目を細めた。


　すう、とステップを踏ふむように前へ出る。


「こんなに運動場小さかったかな？　昔は端はじっこから端っこまで、お城ぐらい建てられそうな広さだって思ってたのに」


　両手を広げて、勇花の声は昼下がりの光に滲にじんでいった。


　それから、くすりと笑った。


「そういえば、いつき兄さん、運動会のたびにかけっこでこけてたものね」


「そういうことばかり思い出さないで！」


　悲鳴のように、少年が主張する。


　まあ、実際、よい思い出とは言えまい。恨うらみがましそうにジャングルジムや鉄棒を見やっているのも、おそらく相そう応おうの過去の結果なのだろう。


「あら。せっかく面おも白しろい話ですのに。──ねえ、イツキの小学校プライマリー・スクールの頃ころというと、ほかに覚えてることあります？」


「しょっちゅう、三つも四つもランドセル持たされてました。パシリのわりに楽しそうだったのは、多分パシらされていることにも気づいてなかったからですね。兄さんの場合、極度に他人の悪意に疎うといところがありますし」


「それは分かりますわ。やっぱり昔からでしたのね……」


「アディリシアさんも、困らされてるんですか？」


「それはもう。はじめて会ったときから、ずっと悩なやまされっぱなしですわ。こちらが決けつ闘とうを申し込んでいるのに気づきもしないんですもの」


「女の子の気持ちが分からないのは致ち命めい的ですね。それとも致命傷かな」


「……あ、アディリシアさんまで……」


　意気投合するふたりに、絶望的な面おも持もちでいつきが頭を抱かかえる。


　仲がよいのは歓かん迎げいすべき事こと柄がらなのだが、こうしたふたりの息が合うと、もはや少年では抵てい抗こうの余地すらない。


　仕方なく、わざとらしい咳せき払ばらいを繰くり返してから、


「ええと、勇花の依頼は、ここで昔あったエンジェルさんが本物かどうか、だったっけ」


「うん」


　勇花が、少し恥はずかしそうに肯こう定ていする。





　──エンジェルさん。





　あるいは、こっくりさんともいう。


　白い紙に、ひらがなの「あ」から「ん」まで五十音、また「はい」と「いいえ」の選せん択たく肢し、地方によって鳥居や数字を書き込む。紙の上に一枚の十円玉を置き、参加する者全員が十円玉の上へ指を置く。


　そうして、参加者が質問を口にすると、勝手に十円玉が動き出し、質問の答えを示してくれるというのだった。


「つまるところは、ウィジャ盤ばんを使ったテーブルターニングですわね」


　と、アディリシアが結論づける。


「ウィジャ盤？」


「えと……それって、イギリスのやつだよね」


　首を傾かしげた勇花に、いつきが自信なげに口を挟はさんだ。


「イツキにしては、よく覚えてますわね。正確にはアメリカで発はつ祥しよう。イギリスに移動してブームになり、そこから日本に輸入されたものですわ」


　アディリシアがうなずく。


　オカルト関連に限らず、ひっそりと英国から日本に輸入され、アレンジされたものは多い。


　トイレの花子さんや動く人体模型などに代表される学校の怪かい談だんと同じく、こっくりさんもそうしたひとつだった。


　その大本が、ウィジャ盤である。


　ひらがなの代わりにアルファベットを記しており、十円玉の代わりにプランシェットと呼ばれる指示板を使う以外は、ほぼ同じものと言ってよいだろう。


　元来は、十九世紀のアメリカで発売された玩具だったのだが、爆ばく発はつ的な売れ行きの後、それはあるブームと渾こん然ぜん一体となり、さまざまな社会問題を巻き起こした。


　つまり、


「……心しん霊れい主義の一種ですわね」


　と、アディリシアが漏もらした。


　逝せい去きよした知人や、かつての偉い人じんの霊を喚よびだせると詐さ称しようし、アメリカはおろかイギリスまでも席せつ巻けんしたオカルトブーム。心霊主義と称される一連の体系は、後にそのイカサマが見破られ下火になるまで、多くの詐さ欺ぎや神経症しようの被ひ害がい者しやをもたらした。


　ウィジャ盤も、そうした中で生まれた小道具だったのだ。


　小さく、少女はため息をつく。


「ウィジャ盤はもとより、ほとんどのこっくりさんは、不ふ随ずい意い運動による偶然です。霊をよりつかせる能力なんて、普ふ通つうの人間にはありえませんから。……でも」


　でも、とアディリシアは言葉を濁にごした。


　例外は、ある。


　術者の方に霊を呼ぶ『力』がなかったとしても、霊の方が気まぐれを起こせば、何らかの怪かい現象を引き起こす可能性は存在するのだ。


　まして、この土地──布留部市なら。


「…………」


　数秒沈ちん黙もくして、アディリシアは改めて問うた。


「クラスメイトの方が、エンジェルさんをしていたんですわね？」


「はい、もう五年は前のことです」


　普通なら、とっくに忘れてもいいことだ。


　単に、勇花はそういうクラスメイトの行いを隣となりで見ていただけだという。小学生の女の子が占うらないやオカルトにはまるなんて、実によくあることだ。ましてエンジェルさんなんて当時でもすでに古くさかったおまじないは、高校生になった今、忘ぼう却きやくの彼方かなたに追いやられているのが普通だろう。


　なのに、気になっていた理由は──


「あの、勇花さん、そのエンジェルさんでどういう結果が出ましたの？」


「言えません」


　と、勇花はきっぱり口にしたのだ。


「は？」


「え？」


　いつきもアディリシアも、同時にきょとんと瞬まばたきした。


「あの……ユウカさん？」


「勇花？　僕らは、勇花の言うエンジェルさんを確かめに来たんじゃなかったっけ？」


「とにかく、エンジェルさんの内容は言えません」


　ふたりしての説得も、はっきりと勇花は拒きよ絶ぜつしたのだ。


「…………」


「…………」


　いつきとアディリシアが、困った風に顔を見合わせる。


　それから、はあ、とアディリシアがため息をついた。


「まあ、いいですけど。要するに、そのときのエンジェルさんが本当だったかどうかさえ探さぐればいいんでしょう？」


「分かりますか？」


「ええ、簡単ですわ」


　まっとうな魔ま法ほう使つかいがなした術でないなら──どうしても痕あとが残る。


　霊の残した、いわば呪じゆ痕こんとでも言おうか。呪力が無理にひきずりだされた結果として、その轍てつが空間に残留するのだ。呪波汚お染せんを起こすほどの呪力ではないにせよ、素人しろうとの行った術式にたまさか霊が反応したというのなら、そういったカタチは残っているはずだった。


「とりあえず、そのエンジェルさんをやった教室に行きましょう」


「はい」


　うなずき、勇花といつきたちは校舎へと入っていった。


　一応校舎は閉へい鎖さされていたのだが、そこはあっさりと勇花が鍵かぎを出してくれたものだった。


「ていうか、なんで勇花、そんな鍵持ってるの？」


「ふふん。昔、先せん輩ぱいが部活の早朝活動してたとき、つくっちゃった品だそうです。校務員さんもお目こぼししていてくれたみたいですよ」


「そんないい加減でいいんだ……」


　嘆たん息そくしたいつきは、自分の義妹いもうとについて思いを馳はせる。


　もとより、この義妹は侮あなどれぬコネクションの持ち主である。


　基本的に、眼帯という見かけ以外は平へい凡ぼんな兄に対して──このため数週間もすればおおよそ飽あきられる──義妹はあらゆる場所で、目立つことこの上なかった。


　学業でも、スポーツでも、社会的な意味でもだ。


　テストも部活も軽々とこなして、かつ敵をつくらない優等生なんて、およそ漫まん画がぐらいでしかお目にかからない存在だが、実際、いつきの知る義妹はそういう相手だった。


　だから、不思議ではあった。


（どうして……）


　エンジェルさんなんか、気にするんだろう。


　確かに、この世界には本物がある。かつての科学が排はい斥せきした、もうひとつの論理が存在する。


　だけど、ほとんどがニセモノだというのも事実だ。


　たかが小学生のいたずらを気にする必要はまったくない。しかも何年も経たってから──いつきが言うのもなんだが──極きわめて怪あやしい魔法使い派遣会社なんて頼たよる理り屈くつが、まるで想像つかなかった。


　そんな行動と、いつきの知る賢けん明めいな義妹とでは、つじつまが合わなかったのだ。


（あれ……？）


　不意に、ある思い出が胸を叩たたいた。


　そういえば、勇花とこういう風に話すようになったのはいつからだろう。


　昔は、どちらかというと距きよ離りをおかれていた気がする。とりわけこの小学校に入って少しした頃ころは、「学校では口をきかないで」とまで言われていたような。


　それが、こうして人前でも普通に話すようになったのは、いつからだったろう。


（……ええっと）


　記き憶おくを辿たどっている内、


「──ここです」


　と、勇花が扉とびらを開いたのは、三階の教室だった。


　ごく小さな教室に、三十足らずの机と椅い子すが並べられている。後部には、子供のお絵かきや、書道の作品がそのままになっており、廃はい校こうになったのは随ずい分ぶんと急な決定だったのだろうと思われた。


「…………っ」


　かすかな搔そう痒よう感を覚えて、いつきは右目に触ふれた。


「イツキ？」


「……え、あ、なんでもない。痛くないし」


「本当に？」


　いぶかしげに顔を寄せたアディリシアが、すぐ教室に向き直った。


「さっさと、終わらせましょう」


　そう言った横顔は、すでに魔女の厳しさを取り戻もどしていた。


　胸にさげた『ソロモンの五ご芒ぼう星せい』をつかみ、少女は朗々と詠えい唱しようする。





「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii,Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the Chief Prince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」





「…………っ」


　勇花が、息を飲んだ。


　分かるのだ。


　本物が。


　たとえ、霊エーテル体である魔神の姿は見えなくても、天変地異が巻き起こらなくとも、ここにいるアディリシアという魔女が本物だという──それだけのことを、勇花の肌はだが、震ふるえる背筋が、胸の高鳴りが理解した。


（これが……兄さんの会社の……？）


　自分の離はなれていた間に、兄の触ふれた世界。


　昔、誰かに聞いたような、本当の魔法使いの会社。


（だったら、あたしが見たのは……）


　瞼まぶたの裏に、昔の光景が映った。


　幼い好こう奇き心しんと怖こわいもの見たさとがないまぜになりながら、エンジェルさんの紙を囲んでいる女の子たち。それも彼らなりのルールだったのか、ぴかぴかと光る新しい十円玉に指を置き、半ばは笑いながら、半ばは真しん剣けんに、皆みながエンジェルさんのメッセージを読みとろうとしていた。


　どこでもある風景のはずだった。


　どこでもある日常のはずだった。


　だけど──


（あれは……）


　勇花の思いをよそに、呪文スペルが続く。





「O Thou gentile soror machree.I take horymatrimony vows, to Thou. benediction We, O Lord, and We shall be powerful; We shall be vitory」





　空気が軋きしむ。


　呪じゆ力りよくがねじまがり、一点へと収しゆう斂れんする。


　子供のいたずらなど歯し牙がにもかけぬ──数千年を閲けみした、本当の魔ま法ほうが結実する。





「──来たれマルバ──」





　不条理が現実を塗ぬり替かえ、魔神というカタチを顕けん現げんさせんとしたその瞬しゆん間かん、


「──ヤ・メ・ロ」


「っ?!」


　耳みみ障ざわりな声とともに、現実の質量が宙を飛んだ。


　それは、アディリシアとは見当違ちがいの方向へすっとび、教室の壁かべへとめりこんだのだ。


　スチールの足を飴あめ細工のようにひきちぎられ、ぱらぱらと砕くだけた木もく片へんを剝はく離りさせているのは、先まで放置されていた机のひとつだった。


「イツキ?!」


「兄さん?!」


　忘我していたふたりが振ふり返った先で、少年は奇き怪かいな唸うなりをあげていた。


　その瞳ひとみが、ギラギラとした光を放っている。


　眼帯の下の、右目ではない。


　剝むき出しになった左目が、獣けもののごとく、底光りするような光を湛たたえていたのだ。うつむいたままに唇くちびるは引き裂さけ、こう囁ささやいたのだ。


「……フ・レ・ル・ナ」


「イツキ──っ」


　ただごとではないと判断したアディリシアが、猛もう烈れつな勢いで手を伸のばす。


　しかし、





「フレルナ！」





　叫さけびが、一いつ瞬しゆん、少女の手を鈍にぶらせた。


　その躊ちゆう躇ちよの瞬間をついて、少年は、壊こわれた窓から身を躍おどらせる。


　三階の窓から！


「イツキ！」


「兄さん！」


　すがりつくように、ふたりが窓へと駆かけ寄る。


　見下ろしたアディリシアは、大きく目を剝いた。


　すでに、地表にいつきの姿は無かったのだ。ただ、大地に着地して再度跳はね飛んだ跡あとだけが、かろうじて見て取れた。


「っ……」


　強く、少女は拳こぶしを握にぎりしめた。





「──来たれマルバス！　三十六の軍団を統すべる王！」





　残った呪文スペルを放ち、魔神を喚かん起きする。


　アディリシアに寄り添そった霊エーテル体の魔神は、すぐさま少年を追って、窓の外へと巨きよ軀くを躍らせた。


「……兄さんは！」


　動転した勇花を、アディリシアが押さえた。


「今、私の魔神にイツキを捜さがさせてます」


「兄さんを？」


「すぐに見つけます。私の名にかけても」


　屈くつ辱じよくと、少年への思し慕ぼとを混じらせて、少女は強く奥歯を嚙かむ。


　確かに、気は抜ぬけていた。


　たかがウィジャ盤ばんの変型と思い、真剣さが欠けてもいた。


　だからといって、かようにあっさりといつきを奪うばわれた体ていたらくを、一体どう弁明すればよい。胸を灼やく屈辱と不安とに耐たえて、アディリシアは顔をあげた。


「今度こそ、教えていただきますわ」


　と、きつい声で詰つめ寄る。


「エンジェルさんは、何を言ったんです？」


「…………」


　一瞬、勇花は沈ちん黙もくした。


　しかし、今度の沈黙は数秒で絶えた。


「……エンジェルさんは……何も言いませんでした」


　うなだれたまま、勇花はそう呟つぶやいたのだ。


「だけど、あたし、聞いたんです」


「何を？」


「ひょっとしたら、あたしにしか聞こえなかったのかもしれない。だってエンジェルさんをしていたみんな、エンジェルさんだけに夢中だったし、教室にいたほかの人も気づいたりしなかった。………だけど、確かに聞いたんです」


　勇花は、そっと教室の机へと触ふれた。


　ところどころにひっかいた痕あとや落書きの残ったその机こそが、エンジェルさんの行われた机だったものか。


「エンジェルさんをしていたひとりだけが指を外して、ちょうど教室の外を──休み時間の廊ろう下かを歩いていた兄さんを指さして、言ったんです。だから、あたしはずっと気になっていたんです」


　そこで止めて、躊躇を振ふり払はらうように、勇花は続けた。





「見たら……喰くわれる……って」





「…………っ！」


　アディリシアの呼吸が止まった。


　──見たら、喰われる。


　はたして伊庭いつきにとって、これほどふさわしい呪のろいがほかにあるだろうか。


　ここに、予言は反転したのだ。


　伊庭勇花ではなく、伊庭いつきへと──！
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「……ここね、マルバス」


　湿しめった土を踏ふみ、アディリシアの足あし下もとへ戻もどってきたのは、黄金の獅し子しであった。


　魔ま神じんマルバス。


　秘ひめられたものを探し出す魔神。


　頭上からは、さやさやと葉は擦ずれの音が聞こえる。最前までは蟬せみの鳴き声もうるさかったが、夕暮れの近づいた今では不気味なほどに途と絶だえていた。


　学校の裏側に位置した、小さな森のただなかである。


「これ、って……？」


　勇花が、小さく息を飲んだ。


　クヌギやナラの樹木を屹きつ立りつさせた──湿った地面。


　その一角が滑かつ落らくし、代わりに黒々とした洞どう窟くつを覗のぞかせていたのだった。


「まるで、秘密基地ですわね」


　感想を漏もらしたアディリシアに、勇花が、あ、と唇くちびるを開いた。


「私……昔ここに来たことがある」


「ここへ？」


「昔……かくれんぼしてて、迷いこんじゃって。あたし……ひとりぼっちになっちゃって」


「…………」


　それも、またいつきの豹ひよう変へんと関係しているのだろうか。


「イツキも……この中に？」


　問うたアディリシアの隣となりで、金獅子アルバスが重々しくうなずいた。


　もっとも、勇花にはその魔神の姿は見えてないようだった。もとより霊エーテル体で存在させている以上、魔法使いならぬ身には感知しうるはずもない。


「……行きますわ」


　躊ちゆう躇ちよなく、アディリシアが歩を進める。


「──あたしも行きます！」


　その後ろから、勇花も洞窟の闇やみへ踏み込んだのだった。








　思いの外、内側は広かった。


　夏だというのに、むしろ空気はひんやりとしており、あちこちに角材や丸太で土留めもしてあった。角材のいくつかには壊こわれたアセチレン灯も付けられており、この洞窟が人の手の入った──そして古い場所であることを、声なく訴うつたえているのだった。


「……防ぼう空くう壕ごうですわね」


　用心しいしい歩を進め、アディリシアが言った。


　明かりは、勇花が念のために持ってきていたペンライトである。かろうじて足下が見えるという程度だが、マルバスが先導している以上、たいした不自由もない。


「防空壕……」


　茫ぼう然ぜんと、勇花は呟つぶやく。


　もう六十年以上も前の、戦争の名残なごり。


　空くう襲しゆうからの爆ばく撃げきを避さけるため、人々が恐きよう怖ふに耐たえてうずくまる光景を、つかのま勇花は幻げん視しした。遠く、想像もしなかった時間と場所がこんなすぐ近くで埋うもれていたことに、怯おびえとも震ふるえともつかない感覚を味わっていたのだ。


「もともと人が逃にげ込むための場所ですからね。学校の近くにつくるのは自然です。この広さからすると、もともとあった天然の洞窟を利用したものでしょうし」


　アディリシアの言葉には、淡あわい感傷がこもっていた。


　イギリスにも防空壕はあったからだ。


　彼方かなたの国におけるそれは、今のような洞窟を利用したものではなく、地下鉄を改造したものであったが、同じような気配に満ちていた。


　すなわち──


「……でも、この防空壕も、完全には役立たなかったみたいですわね」


「どうしてです？」


「あちこちから、声が聞こえますもの」


　その言葉に、はっと勇花は緊きん張ちようの色をきつくした。


「死者の、声が？」


「それほどはっきりはしてません。ただ、断だん末まつ魔まの思念が残留しているだけです」


　やりきれないように、アディリシアはかぶりを振ふった。


　たとえば黒羽のような、完全な霊エーテル体が残ることは滅めつ多たにない。死んでしまえば、呪じゆ力りよくも思念も極きわめて曖あい昧まいになり、ただ散っていくだけだ。


　それでも、『声』はこびりつく。


　たとえば、墓場に。


　たとえば、戦場跡あとに。


　たとえば、こんな防空壕にも。


「死ななくても、強い恐怖は『声』になります。ここのそれは、ほとんど呪じゆ波は汚お染せんになりかけてますわね。──ここにいる間は、私のそばを離はなれないでくださいませ」


　アディリシアのため息が、冷たくこぼれた。


　あたかも壊れたオーディオのように、かすれた『声』だけは優すぐれた霊れい能のう者しやや魔法使いにだけ、その無念を響ひびかせるのだった。


（なら、イツキも……？）


　凝こり固まり、長い年月を経た思念は、半ば呪波汚染となりかけている。


　こんな場所に惹ひかれたなら、少年がおかしくなったのも、やはりそれが理由だったろうか。


　まして、少年の目は特別なのだから。


（…………）


　考え込んだアディリシアの横顔を見て、ぽつりと勇花は口にした。


「やっぱり、兄さんと同じで、見える人なんですね」


「あなたは、魔法使いを信じてますの？」


　数すう瞬しゆん、返事は遅おくれた。


「……昔は、信じてなかったです」


　と、少女がかぶりを振ったのだ。


「兄さんが、他人に見えないものが見えるってことも信じてなかったし、父さんや母さんがそれを信じてるのも馬ば鹿からしいって思ってた。あんな怖こわがりの兄さんなんか、いなくなっちゃえばいいのにって」


　意外な返答だったが、声こわ音ねはひどく優やさしかった。


　だから、アディリシアも自然と柔やわらかな口調で訊きいていた。


「なのに、どうして？」


「あたしがここに迷い込んだとき、見つけてくれたのが兄さんでした」


　と、勇花は目を細めた。


「どうして見つけられたのって訊いたとき、兄さんは幽ゆう霊れいに訊いたんだって言ってました。うん、それが本当かどうかは分からないけれど、あのときの兄さんの顔色は覚えてます。きっとすっごく怖かったんでしょうね。もう真っ青どころか真っ白。膝ひざも震えて、奥歯も鳴らして、格好悪いったらなかったです」


　くすくす、と唇くちびるを押さえる。


　アディリシアにも、その光景は容易に思い浮うかべられた。


　あの怖がりの少年は、きっとこの世の終わりとでもいうような顔をしていたに違ちがいない。そして、そんなにも怖がりなのに、義妹いもうとを見つけたそのときだけは本当に嬉うれしそうに笑ったのだろう。


　それから、


「──やっぱり、アディリシアさん、兄さんのことが好きなんですか？」


　不意に、トンデモナイことを義妹が訊いた。


「え、な、ふぇ……っ！」


　アディリシアがつんのめり、声が裏返った。


　今が、豹ひよう変へんしたいつきを追っている大切な時間だということも忘れ、少女はぱくぱくと口を開閉する。


「ななななななななななななななななっ！　何が一体！　そんなととととととんでもないことを考えさせるんですか！　いやその私はあなたはイツキのことなんてそれはもちろんいいえまったく好きだとかどうだとかそういうことがどうして分かりますの──」


「そりゃ分かりますよ」


　と、あっさり勇花は言い、さらに爆ばく弾だん発言を投下した。


「あたしも兄さんが好きだもの」


「…………」


　今度こそ、完全にアディリシアは絶句した。


　思考ばかりか魂たましいまでも凍こおりついたように、その場に立ちつくす。舌は口の中で絡からまったまま、言葉は喉のどの奥に詰つまったままで、まともに呼吸することさえできなかった。こんな防空壕の中でなければ、それこそ何十分も固まっていたろう。


　はあ、とやっとのことで、大きく息をつき、


「ユウカ──さん？」


「あ、いや、妹としてですよ?!　そりゃまあ兄さんとは血がつながってませんけど！」


　あわてて、ぶんぶんと勇花が手を振った。


「あ、そ、そうですの？」


　ぱちぱちと瞬まばたきし、アディリシアはこっそりハンカチで冷ひや汗あせを拭ぬぐう。


　そこで、ふと思い出した。


「そういえば、確か、ヤマダに言ってましたわね。自分のことを日下部勇花って言うの、やめてもらえないかって──」


「ああ。もともとは日下部なんです」


　淡あわく、勇花が苦く笑しようした。


「でもね、兄さんを司おじさんから預かった後、母さんが名字を変えちゃったから」


「名字を？」


「だって、伊庭いつきなのに、両親が日下部だったら、いくら兄さんが鈍どん感かんでもおかしいって思うじゃないですか。母さんはせめて十歳ぐらいまではそんなのに気づかないで過ごせるようにって、夫婦別べつ姓せいってことで周囲に通しちゃったんです。うん、だからあたしも伊庭勇花。日本の戸こ籍せきじゃ認められないんで、通つう称しようみたいなものですけどね」


「…………」


　歩みを再開しながら、アディリシアの沈ちん黙もくは別の意味を含ふくんだ。


　いくら子供のためとはいえ、その母親の決断があまりに潔いさぎよすぎたからだ。


　いいや。


　そういう行こう為いが、あまりにいつきと似ていたからかもしれない。とても自然に、とても当たり前に、人のために動いてしまえる精神こころ。そんな一番根源のところで、母親の行動と少年とがだぶって見えたのだ。


「だってのに、兄さんはいまだに遠えん慮りよして、日下部の家って言ってるんですけどね。まったく、何を無む駄だなことしてるんだか」


「イツキらしいですわね」


　唇を尖とがらせた少女に、アディリシアは淡く微び笑しようする。


　家族に囲まれて、困った風に笑っているいつきの姿が、見えるような気がした。


（……ええ、そうですわね）


　きっと、いつきは幸せに育ったのだろう。


　たとえ本当の両親からは離はなれていても、そんな家庭で育ったいつきが幸せでなかったはずがない。


　だからこそ、


（イツキは……まるで当たり前のように、みんなに幸せを振ふりまけるのですもの）


　アディリシアの胸が、とくんと鳴った。


　暗くら闇やみで良かったと思った。


　真っ赤に上気した頰ほおが隠かくせるから。


　いつきによって幸せを与あたえられた──自分もまたそのひとりだという、その程度の自覚はあったのだ。


「だいたい、司おじさんとだって、血はつながってないのに」


「え？」


　アディリシアはきょとんと声をあげた。


「伊庭司とも、血がつながってない？」


「もともと、司おじさんが拾ってきたんですよ。ひょいひょい世界漫遊中してるときに。でも会社だってつくってるし、結局自分で育てきれないからって、父さんに預けたの。樹きの根本で拾ったから〝いつき〟だって名前だけ付けて──ちょっと無責任にもほどがあるでしょ！　そのくせ、兄さんは全然恨うらみにも思ってないみたいだけど！」


「伊庭司が……拾った……？」


　ぷりぷりと怒おこった勇花へ訊きき返そうとして、アディリシアの足が止まった。


　その視線を追わずとも、理由は明白であった。


「イツキ──！」


「兄さん！」


　洞どう窟くつの──防空壕の奥に、伊庭いつきがうずくまっていたのだ。


　地に手足をつけて、少年は四よつん這ばいになっている。上体を大きく前ぜん屈くつさせ、こちらを見上げる姿は肉にく食しよく獣じゆうに似ていた。


　左の瞳ひとみだけが、暗闇でも炯けい々けいと光っていた。


　右目でないことに、ひそかにアディリシアは安あん堵どした。


　この少年にとって致ち命めい的なその瞳が、いまだ暴あばかれていないことに。


「低級霊の類たぐいに、憑ひよう依いされましたか」


　と、少女はかぶりを振った。


　もとより、こっくりさんのこっくりは狐こつ狗く狸り──人を騙だます狐きつねや狸たぬきをあらわしたものでもある。


「だったら、無理矢理でもひっぺがしてさしあげます。イツキ、少しぐらいの痛みは覚かく悟ごしていただきますわよ」


　アディリシアの隣となりで、金獅子マルバスが低い唸うなりをあげた。


　それだけで、びりびりと防空壕が震ふるえるようだった。


　ソロモンの魔ま神じんの霊れい格かくからすれば、たかだか防空壕にこびりついた思念ごときはその存在だけで一いつ掃そうするに足りる。


　いつきに憑ついた霊も、その例外ではなかった。


　たちまち膝ひざをつき、がくがくと身体からだを痙けい攣れんさせる。


　文字通りの格の差を、いつきに憑いたモノは感じ取っているのだった。


「一度だけ、猶ゆう予よを与えましょう」


　少年を見下ろして、アディリシアは冷たく告げた。


　それは、絶対的な女王の勧かん告こく。否定も曖あい昧まいな肯こう定ていも許さない、人に命令することに慣れた者の威い厳げん。


「イツキから離れなさい」


「……フレ、ルナ」


　ぎこちなく、声がこぼれた。


　何かを、かばっているようだった。


　しかし、それだけでアディリシアの容よう赦しやは尽つきた。


「マルバス！」


　霊エーテル体の獅子が飛びかかる。


　その牙きばは紛まがうことなく、少年の霊エーテル体から、憑いた不届きものだけを剝はぎ取るはずだった。


　なのに。


　不意に、はらりと光がこぼれた。


（眼帯?!）


　いいや。


　眼帯さえ透すかして、赤しやつ光こうが世界を満たしたのだ。


「イツキっ?!」


「兄さん！」


　たちまちそれは洞窟に溢あふれかえり、ふたりの少女ばかりか、すべてをただひとつの色に塗ぬり替かえた。


　妖精眼グラム・サイトの──紅玉カーバンクルの色に！
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　──ミタ。


　──ミタ。


　──ミラレタ。


　──ミラレタ。


　声が、反はん響きようする。


　声が、残響する。


　声に、意味などない。


　単なる残留思念に、考える要素などない。彼らにあるのは単なる繰くり返しで、永遠に劣れつ化かし続けるコピーでしかない。


　霊でさえない彼らはいつか消えてしまうそのときまで、防空壕にこびりついた思念でしかない──そのはずだった。


　しかし。


　昔、それは、視みたのだ。


　彼らを、正しく視てしまった。


　視るというのは、意味づけるということだ。


　ゆえに、自分たちの存在に意味があると、彼らは悟さとらされてしまったのだ。





　そして、意思のない、限りなく意味の薄うすい彼らだからこそ──どんな魔法使いよりも深い地点でその瞳ひとみの真実を知ってしまった。





　もしも、もう一度この瞳にミラレタラ──
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　光は、一いつ瞬しゆんだった。


　爆ばく発はつにも似て、圧力さえ感じる激しい光が通り過ぎた後──おそるおそる、アディリシアは瞼まぶたを開いた。


　そこで、少年はうつぶせになって倒たおれていた。


「イツキっ?!」


「兄さん！」


　叫さけんだふたりが、少年へと駆かけ寄る。


　ふたりともが蒼そう白はくになって、少年の肩かたへと触ふれた。仰あお向むけに抱だき上げて、嚙かみつくような勢いでその顔を覗のぞき込む。


　そのまま、ふたりとも深く肩を落とした。


　ひどくか細かったが、確かに少年は呼吸をしていたからだ。


「良かった……」


　勇花は、一言にありったけの想おもいを乗せた。


　同じく安あん堵どして、脱だつ力りよくしたアディリシアは、いつきの黒い眼帯へと指を伸のばした。


「妖精眼グラム・サイトで……何を見ましたの？　どうして、見たら喰くわれるなんて……」


　そこで、言葉が止まった。


　違ちがう。


　決定的な間違いに──ようやく、アディリシアは気がついた。


（喰われるのは……）


　見たら喰われるのは……いつきではなく。


「まさか……」


　周囲を見回す。


「アディリシアさん」


　と、勇花も言った。


「なんだか……すごく静かになってません？」


　そう、一いつ般ぱん人じんであるはずの勇花も感じ取れるほどの、それは圧あつ倒とう的な変化だった。


　ほとんど呪じゆ波は汚お染せんになりかけていたはずの──さきほどまでこびりついていた思念は、綺き麗れいさっぱり消えていたのだ。


　もはや防ぼう空くう壕ごうには、何の『声』も残ってはいなかった。


「イツキが……視たせいで？」


　声には、おののきが混じっていた。


　少女の脳のう裏りに、ある推測がよぎったからだ。


　もしも、見たら喰われるというそれが、予言などではなかったとしたら？


　むしろ、この防空壕にこびりついていた思念の──半ば意識をもった呪波汚染の、妖精眼グラム・サイトに対する恐きよう怖ふだったとしたら？


　そして、その眠ねむっていた思念がアディリシアによって呼び覚まされ、偶ぐう然ぜん居合わせてしまったいつきへ取り憑ついたのだとしたら？


（だったら、いつきがやったのは……）


　仰向けの少年を、アディリシアは覗き込む。


（妖精眼グラム・サイトが……ここの呪波汚染を喰った？）


　そんな『力』を、アディリシアは知らない。


　これまでいつきとともに戦ってきたアディリシアをしても、妖精眼グラム・サイトにそんな『力』があるなど考えたこともなかった。眼帯だってつけたままなのに──そもそも呪波汚染を喰うなどという発想が、ソロモンの魔ま女じよをして戦せん慄りつせしめたのだ。


　伝説の魔眼とも遠く離はなれた、明らかに隔かく絶ぜつした異能。


　一体、いつきの右眼に、何が起こっている？


「っ──！」


　アディリシアは、息を飲んだ。


「……勇花、アディリシアさん」


　上半身をもたげ、少年が呻うめいたのだ。


「兄さん！」


「イツキ……」


「なんか、悪い夢を見てた気がする。──あれ、何ここ？　こっくりさんは？」


「イツキ、身体からだにおかしなところは？」


　ひどく真しん剣けんな顔つきで、アディリシアが尋たずねた。


「えっと……う、うん。大だい丈じよう夫ぶ。特に痛みとか痒かゆみとかないけど？」


　まるで医者の質問に答えるみたいに、少年がうなずく。実際、これだけ疲つかれ果てていれば、噓うそをつくような思考だって働くまい。


「本当……ですわね？」


「う、うん」


「本当に……何もおかしくありませんわね」


「うん、だから大丈夫って……ふぇっ？」


　返事に、間ま抜ぬけな声がつながった。


　突とつ然ぜん、いつきの上半身に、アディリシアが抱きついたのだ。肩かた口ぐちに胸が密着したことよりも、少女の腕うでの柔やわらかさとぬくもりに、少年の脳は沸ふつ騰とうした。脳のう髄ずいの真ん中で百万も爆ばく竹ちくを発火された気分だった。


「ななななななななななななななななななななな、何?!」


「アディリシアさん?!」


　兄きよう妹だいがそろって驚きよう愕がくとも困こん惑わくともつかない悲鳴をあげ、


「黙だまりなさい！」


　金きん髪ぱつの魔女は一いつ喝かつした。


　いつも誇ほこり高い少女の声には、ほんのかすかだが嗚お咽えつが混じっていて──だから、いつきも勇花も、それ以上抵てい抗こうすることができなかった。


　いいや。


　魔女自身だって……自分が何をしているか、分かってやしなかった。


　ただ、この少年に何もしてやれないという、その気持ちだけが少女を突つき動かしたのだった。


「いいから……黙っていなさい」


　命令なのに、その言葉はあまりにも弱々しく。





　少年の身体を抱だいたまま、しばらくアディリシアは身じろぎもしなかったのだった。





　　　　９




「──ホントに、お支し払はらいしなくていいんですか？」


　驚おどろいた顔で、勇花が両手を合わせた。


　すると、その前で銀髪の青年ががくりとうなだれて、こう述じゆつ懐かいしたのだ。


「こっくりさんの予言がなんだったのか──っていう依い頼らいは達成しましたが、もともとがうちの社長がらみで、半分は社長の自じ爆ばくみたいなものでしょう？　さすがにこれで報ほう酬しゆうをいただくわけには……。いえ、とてもとても惜おしくはあるんですけどね！　キャットフードをレベルアップさせそこねたとか！」


　肩を落としつつも、会社としての仁義を通したのは陰おん陽みよう道どう課課長・猫屋敷蓮であった。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　慰なぐさめとも嘆なげきともつかない猫ねこたちの鳴き声が、その足あし下もとから沸わき上がる。


　もちろん、〈アストラル〉事務所である。ちょうどみかんとオルトヴィーンは〈トリスメギストス〉とやらに買い物へ出ており、黒羽はふたりが喧けん嘩かしないようにお目付役で出張中とのことだった。


「兄さんの具合は？」


　と、勇花は隣となりをうかがう。


「あ、うん。僕は平気」


　デスクの向かいで、いつきがひらひらと片手をあげた。


　その顔が、ハーブやらなにやらをしみこませたガーゼや包帯でぐるぐる巻きにされていた。


「とりあえず、呪じゆ力りよくの異常はなかったみたいやけどね。いつもの治ち療りようで様子見いうとこ」


　隣で、穂波が補足する。


　あの後、防空壕を出た勇花たちのもとへ、すぐに穂波が駆かけつけたものである。


　妖精眼グラム・サイトと糸パスを結んだヤドリギの指輪を用い、いち早く少年の異変を察知したらしかった。そのあたりの理り屈くつは勇花にはよく分からないが、魔術の事情となれば、この会社の人間に任せるしかあるまい。


「…………」


　自らの兄と事務所とを、少女は交こう互ごに時間をかけて見つめた。


　それから、ほうとため息をついた。


「父さんと母さんには、何もなかったって報告しておくから」


「……あ、ありがとう」


「細かいお説教は、家に帰ってからだからね？」


「…………うえっ！」


　綺き麗れいに硬こう直ちよくするいつき。


　事務所に焼き付いたのは、軽かろやかな微び笑しよう。


「では、兄をよろしくお願いします」


　一礼して、勇花は事務所を辞したのだった。








　事務所の外庭に出ると、夏の光に、麗うるわしい金髪が翻ひるがえっていた。


　たとえどんな人混みにあっても、この少女を見み間ま違ちがうことだけはありえまい。


　その横を通り過ぎようとした勇花へ、


「いいんですの？」


　と耳打ちしたのは、アディリシア・レン・メイザースであった。


「何のことですか」


「イツキが危険な場所に出ていることは十分分かったのでしょう。なのに、あなたが止めなくていいんですの？」


　アディリシアの言葉の裏には、いつきの状態への不安が秘ひめられていた。


　何も解決はしていない。


　穂波が言葉を濁にごしたように、いつきの右目が起こした異変がなんだったのかは、皆かい目もく見当がついていない。呪波汚染を喰くらったという、ありえぬ事態の原因はまったく解明されていないのだった。


　異常のないことこそが、異常なのだ。


　イギリスはウェールズでの暴走以来、さらに少年の右目は進行している。


　今、少年がいかなる状態にあるのか、アディリシアと穂波をもってしても確たる予想はかなわなかった。


「あなたは……」


「あたしが止めても、兄さんはやめないでしょ？」


　悪戯いたずらっぽく笑って、勇花はこう付け加えたのだ。


「あたしが何を言ったって、ああいうときの兄さんはやめません。口先だけやめるって言っても、肝かん心じんなときになったら、全部忘れて走り出すに決まってます。だったら、ここは物分かりよく引き下がって、ポイントを獲かく得とくするのがいい女のやり方です」


　唇くちびるに人差し指をあてる。


　そうした仕草は、不器用な兄とまるで違って、人を見み透すかすようでもあった。


「それに……兄さんに何があっても、きっとアディリシアさんが守ってくれるんじゃないんですか？」


「どうでしょう」


　義妹の問いかけを否定せず、アディリシアはこう続けた。


「もうひとつ、訊きいてよろしい？」


「どうぞ」


「あのとき、イツキを好きなのは、妹としてだって言いましたわよね」


「そうだけど──あ」


　何かに気がついた風に、勇花はもう一度にんまりと唇の端はしをつりあげた。


「それが、本当かって訊きたい？」


「────っ」


　図星を指されて、アディリシアは言葉を無くす。


　今度こそは、火ほ照てった頰ほおを隠かくすこともできなかった。


　そんな少女を見て、勇花は仕方ないなあという風に肩をすくめ、ポニーテールとともにかぶりを振ふった。


「アディリシアさんも分かってないなあ。あ、ひょっとすると穂波さんもかな」


　と、切り落としたのだ。


「わ、分かってない？」


「だって──」


　くすくす笑いながら、ふと勇花は思い出す。


　嫌きらいだったあの少年への、気持ちが反転した瞬しゆん間かんのことを。


　どうしようもなく怖こわがりの少年が、あんな防空壕に迷い込んでしまった自分を見つけてくれたときを。







　──そうだ。


　　　あのとき、こう思ったのだ。







　この人は、本当に大切なものを、大切なことを間違わない人なんだ。


　きっと、それは一番の『力』。


　とてもささやかで、分かりにくくて、だけど確かに人を輝かがやかせる光。


「いい？　妹は永遠なの！」


　高らかに言って、わざとらしく勇花は胸を張った。


「恋こい人びとでも奥さんでも別れちゃうかもしれないけどね！　妹って立場は永遠！　だから妹として好きだってことは、あの人を一番好きだってことと矛む盾じゆんしないの！」


　ずっとずっと昔の──アメリカに行くよりももっと前の──何も飾かざらなかった頃ころの言葉で、少女は堂々と告白したのだ。


「…………」


　ぽかん、とアディリシアが眼を丸くした。


　そして、すぐに笑い出した。





　勇花とアディリシアと──ふたりしておなかまで押さえた大笑いは、やがて〈アストラル〉事務所から、驚おどろいた顔のいつきや穂波が現れるまで続くのであった。
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　ええと、その、ごめんなさい。


　取とり締しまり役やく社長の、伊庭いつきです。


　今回は、みんな──特にアディリシアさんに、妹のことで迷めい惑わくをかけちゃってごめんなさい。なんか事件についても、僕が気絶してる間に、アディリシアさんが解決しちゃったみたいでなおさら申し訳ないです。





　あの後、小学校の防ぼう空くう壕ごうについて、調べました。


　戦争の、空くう襲しゆうに遭あった人たち。あの防空壕は耐たえきったけれども、防空壕に逃にげ込んでくる途と中ちゆうで被ひ害がいに遭って──そのまま死んでしまった家族やペットが複数あったそうです。


　あの呪じゆ波は汚お染せんは、そうした断だん末まつ魔まが『核』になったんだろうと思います。


　ずっと近くの学校にいたのに……気づいてあげられなかったから、だから小学校までやってきちゃったんでしょうか。





　それと、僕の目は、特に問題ないです。


　穂波の治ち療りようのおかげか、不思議なぐらい痛みもありません。いつもだったらしばらく痛かったりするのに、いっそ爽そう快かいなぐらいです。……な、なんだか怖い気もするけれど。





　あ、そうだ。アディリシアさん。


　よく分からないけど、勇花がなんかアディリシアさんのこと、根ね掘ほり葉掘り訊きいてくるんですが、どこまで答えてもいいんでしょうか。


　というか、勇花の質問に答えていて、意外と僕もアディリシアさんのこと知らないんだなって思いました。もう、一年以上も一いつ緒しよにいるのに。





　今度、機会があったら、ゆっくり話していいですか。


〈学院〉のこととか、〈ゲーティア〉のこととか……オズワルドさんのこととか。


　この前、ユーダイクスさんに父さんの頃ころの話を聞かされて以来、そんな風に思ってます。







伊庭いつき
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　青せい天てんの霹へき靂れき、という言葉がある。


　晴れ渡わたった青空から突とつ然ぜん雷らい鳴めいが轟とどろき渡るみたいな、予想外の事こと柄がらをあらわした言葉だ。


　だとすれば、いつきが出会ったのは、ある意味でその真逆だったかもしれない。





　──八月。


〈アストラル〉事務所。


　時節はとうとう夏休みを迎むかえ、窓ガラスからは容よう赦しやなく強きよう烈れつな陽ひ射ざしが照りつけている。財政上、今年もクーラーを導入できなかった〈アストラル〉事務所は、天然サウナ状態を満まん喫きつできる有様だ。


　ちなみに、早さつ速そく討うち死にしかけたみかんと猫ねこたちは、勇んでビニールのプールを持ち出し、裏庭で涼すずんでいる。猫屋敷もこの季節ばかりは喜んで缶かん詰づめに入り、冷れい房ぼう完備のホテルで原げん稿こうを進めている次し第だいだった。


　そして、いつきは中心でだらだらと汗あせを流しながら、机に突つっ伏ぷしていた。


　デスクには、大量の問題用紙や、実験用の魔ま術じゆつ器具が散乱している。


　ごく普ふ通つうの顕けん微び鏡きようや丸フラスコ、三角フラスコはもとより、魔法円の描えがかれた羊皮紙や生命の樹セフイロトの図形、はたまた得体の知れない毒々しい色の粉末や木乃伊ミイラの欠片かけらまで、所ところ狭せましと並べられていた。


　そう。


　ちょうど、穂波のテストを受け終わったばかりだったのだ。


「……ううう」


　精せい根こん尽つき果てたといった体ていのいつきが、やっとのことで顔を持ち上げる。


　目の前では、穂波が小気味よく用紙をめくりながら、採点していた。


　こちらは何かしらの魔術でも使っているのか、汗ひとつかかずに涼しげなものだ。薄うす縁ぶちの眼鏡めがねの奥では、冷ややかな蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが用紙の表面を映している。


（……だ、駄だ目め……かな？）


　暑さも忘れ、いつきはぞくりと身を震ふるわせる。


　残念ながら、手て応ごたえは芳かんばしくなかった。


　以前、飛鳥あすかでみかんの実家に触ふれたこともあって、神しん道とう関連や霊脈レイラインと魔術の相関関係についてはそれなりに書けたつもりだ。触媒カタリストや魔法円も、なんとなく魔術の糸パスが見えるおかげで、一応の構造は分かるようになってきた。


　しかし、今回の主題となっていた、世界の主要結社の歴史などはさっぱりだったのだ。


　まだしもロンドンで訪ねた〈学院〉やアディリシアの絡からんだ〈ゲーティア〉関係の結社は理解できたが、中東や中国、南米の結社、ましてやアレクサンダー、十字軍、チンギスハーン、大航海時代におけるそれぞれの交流にまでなってくると、完全にお手上げである。


　結果、もう泣きたくなるぐらいの白紙で提出するしかなかった寸法だ。


「…………」


　はたして、ガタガタと嚙かみ合わない奥歯を嚙み締しめ、固かた唾ずを飲んでいると、


「採点終しゆう了りよう」


　と、穂波がペンを置いた。


「は、はい！」


　ぴしい、といつきが背筋を正す。


　哀かなしいが、もはや条件反射といってよい。まるで怒おこられる寸前の子犬のように、少年が震えた瞳ひとみで訴うつたえる。


「つ、追試だったら、できたら残業じゃなくて明日とかに──」


「うん、上出来。こんなものでいいん違ちやうかな？」


　と、穂波は結論づけた。


「…………」


　一いつ瞬しゆん、その言葉をいつきは理解できなかった。


　理解しても、きっと聞き間ま違ちがいだと思った。


　何度となく頭の中で反芻リピートして、見事に固まったまま、数秒。


「…………………………………………………………へ？」


「何？　怒られた方がええわけ？」


　少女の細い眉まゆがきゅっと寄せられる。


「い、いやその！　そんなことは絶対にないんだけれど……！」


「各結社の歴史はもうちょい覚えるべきやけどね。このへんは随ずい時じ、そういう結社と付き合いを持っていく過程で覚えた方が効率がええ。なんだかんだで、もう一年以上勉強してたんやしね。本式に魔法使いを目指すっていうならともかく、社長として関かかわる分には十分やろ」


　と、少女は説明する。


　その唇くちびるが、淡あわい微び笑しようを浮うかべていた。


　どこかしら困ったような、ずっと胸に詰つまっていた何かがやっと溶とけ去ったかのような、そんな微笑だった。


「霊脈レイラインや、現状の西せい欧おう結社については合格点。触媒カタリストの魔術的効用の説明も悪くない。うん、よく頑がん張ばったやん」


「はわっ……う、うん」


　なんだか夢の中にいるような気分で、いつきはうなずいた。


　妙みように、こそばゆかった。


　ついでに、やっぱり穂波の言葉が信じられなくて、こっそり太ふと股ももをつねってみた。滅め茶ちや苦く茶ちや痛かった。つねりかたにもこつがあると内心で反省。


　少しだけ涙なみだ目めになったいつきを前に、少女はぱたんと手元のテキストを閉じた。


「とりあえず、社長のための即そく席せき学校は卒業かな」


「そ、卒業?!　それってテストとか授業とか終わりってこと?!」


「うん。そしたら、あたしも自分の時間を持てるしね。せっかく夏休みやっていうのに、この一年ちょいは社長の授業と貸し出し魔法使いレンタルマギカ業務の平行で、ちっとも休暇なかったもん」


「う、うん……ごめんなさい」


　茫ぼう然ぜんとしつつ、とりあえず謝る。


　突とつ然ぜんのことに事情がつかめず、ぱくぱく口を開閉し、硬こう直ちよくしている。


　気がついているのかどうか、穂波はすっと椅い子すから立ち上がった。


「じゃあ社長、一週間ぐらい休みくれる？」


「……え、あ、そ、それはもちろんだけど」


　断る理由の、あるはずもない。


「ありがと！」


「わっ」


　少年の首に飛びついて、穂波は淡く力をこめた。


　すぐ離はなれ、先に荷物をまとめていたらしいトランクを握にぎって、くるりと回る。


「じゃあ、お疲つかれさま！　あたしがいない内に風邪かぜとかひかんようにね！」


　ひらひらと、嬉うれしそうに手を振ふった。


　そのまま、事務所の玄げん関かんから光溢あふれる夏の風景へと、少女の背中が消えていく。


「…………」


　いつきは動かなかった。


　狐きつねか狸たぬきかに化かされたような顔で、少年はそこに立ちつくしていた。





　後になって、ビニールプールを堪たん能のうしたみかんたちが黒羽と一いつ緒しよに戻もどってくるまで、少年はずっと硬直していたという。
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「──へえ、お前のお勉強も卒業か」


　そんな声が、陽光に滲にじんだ。


　古こ刹さつ。


　布ふ留る部べ市は、竜りゆう蓮れん寺じと大書された寺院。


　その夏の境けい内だいに砂さ塵じんを蹴けり立て、真しん紅くのコートを纏まとう小こ柄がらな身体からだが迫せまった。


　ぐうん、と腕うでが唸うなる。


　小柄なのに、分厚い斧おのを思わせるラリアット。


　それを受けただけで、いつきの手は骨まで痺しびれた。


「っく！」


　呻うめきを、こらえる。


　しゃがみこみたくなる衝しよう動どうを抑おさえ、必死に後ろへ跳はねた。


　間合いを取る。相手の動きが見えるだけの距きよ離り。戦せん況きようを正しく把は握あくし、整理して、利用するための距離。


　次の瞬しゆん間かん、いつきが後ずさったのとほぼ同じ速度とタイミングで、オルトヴィーン・グラウツは詰め寄っていた。


「遅おそい」


　つり目がぎらりと光り、右手が消えた。


　五指を曲げたままの掌しよう底ていが、いつきの腹部へと突つき刺ささる。


　爆ばく発はつしたかと思った。ほとんど肉をこそぐような、暴力そのものの一いち撃げき。技術ではなく、単純な筋力でオルトヴィーンは圧あつ倒とうする。いにしえの戦士がそうであったように、楽しそうに笑いながら殺さつ戮りくする。


「か、は……っ」


　肺に残った空気までも、いつきの口から吐はき出された。


　それでも、身体は応戦しようとした。


　さらに襲おそいかかるオルトヴィーンの掌底を、手前に突きだした腕のねじりで逸そらす。


　震しん脚きやく。


　逸らしたエネルギーをそのまま利用。自らの体重移動ベクトルと地面からの反発力を螺ら旋せん状に変へん換かん。足の裏から膝ひざを、膝から太股を、太股から腰こしを、腰から脊せき椎ついを辿たどって肘ひじや拳こぶしの先まで伝でん播ぱと増ぞう幅ふく。発はつ勁けいと呼ばれる、エネルギーの利用方法。


　すべては一瞬。


　かなうかぎりの勁力をもって、持ち上げた拳をオルトヴィーンの肩かたへ叩たたき落とす。


　すなわち──五ご行ぎよう拳けんがひとつ、金ごん行ぎようの拳。


　劈へき拳けん！


　しかし、


「苦し紛まぎれで打つな」


「────っ?!」


　死神の鎌かまのごとく放たれた拳の軌き道どうの外で、オルトヴィーンは残ざん酷こくに笑っていた。横に大きく裂けた笑えみは、肉にく食しよく獣じゆうというよりも鮫さめに似ていた。


　人の血の味を覚えた鮫だった。


「性格そのままの正直ぶり。たまにはフェイントでもいれろ、馬鹿（Dummkopf）」


　ごおっ、とオルトヴィーンの身体が回転する。


　同じく翻ひるがえった真紅のコートに目を奪うばわれ──刹せつ那な、いつきの視界もまたひとりでに回転し、重力が消えた。


（足、払ばらい?!）


　何をされたのか、コンマ一秒遅おくれて認にん識しきする。


　そして、そのコンマ一秒が致ち命めい的。


　絶望的。


（膝?!）


　隙すきだらけのいつきへ、十分に狙ねらい澄すました膝蹴りが炸さく裂れつした。


　脇わき腹ばら。


　その威い力りよくたるや、今度こそ爆ばく弾だんに匹ひつ敵てきした。


　五行相そう生しようの理ことわり──金行の劈へき拳けんから水行の鑽さん拳けんへ移ることもかなわず、いつきの身体が無む惨ざんに吹ふっ飛ぶ。


　ごろごろと境内の地面を転がる。背中が近くの樹きに当たって、やっと止まった。


　あまりの激痛に意識を失いかけたいつきが、はっと眼を見開いた。


「…………」


　オルトヴィーンが見下ろしていた。


　ひどく酷薄な視線だった。


　これ見よがしに、男の子は、その踵かかとを持ち上げていた。


「お、オルト……くん……」


「これで、終わり」


　ぞん、と踵が落とされる。


「ひっ」


　咄とつ嗟さに身体を震ふるわせたが、踵が顔面にめりこむことはなかった。


　いつきのこめかみをかすめ、オルトヴィーンの踵は地面に突き刺さっていたのである。


「なんだ？　下手へたに動くと、殺すとこだったぞ？」


「ほ、本当に……死ぬかと……思った……」


「それぐらいでなきゃ成長もしないだろ。だいたい、自分から相手してくれって言ったんだから我が慢まんしろ」


　はん、と耳当て付きの帽ぼう子しをかぶった男の子は、小さく鼻を鳴らした。


　要するに、そういうことだった。


　もとより、オルトヴィーンはヴァイキングの末まつ裔えいである。


　北ほく欧おうの海を荒あれ狂くるい、ヨーロッパ沿岸を我が物顔で簒さん奪だつしていった海かい賊ぞくたちの血をひいている。古く北欧の魔ま術じゆつを学んだオルトヴィーンは、その過程で、彼らの戦せん闘とう技術も身につけていたのだ。


　だからこそ、いつきは格かく闘とう術の修行を、オルトヴィーンに手伝ってもらっていたのである。


「まあ、ヴァイキングの文化圏けんでは、戦闘技術は武術として洗練されなかったんだがな。船上戦闘が多かったから、身体からだのバランスを取る・取られるに集中してる。さっきの足払いもその一種だ。なんせ船から落としちまえば勝ちだし」


　軽く背を伸のばして、少年は思い出したように寺の軒のき先さきへと歩み寄った。


「ほれ」


　ふぁさり、と投げられたタオルが、いつきの顔にかかった。


「あいたたたた……」


　そのタオルをつかんで、地面を転がった際にできたかすり傷にあてながら、いつきは這ほう々ほうの体ていで起きあがる。


　短いやりとりだったが、シャツが汗あせでびしょびしょになっていた。


　対するオルトヴィーンは、いつもの通りの仏ぶつ頂ちよう面づら。


　激しく照りつける陽光も、あるいは真しん紅くのコートも耳当て付きの帽子も、この少年魔法使いにとっては問題ないらしい。穂波とは違ちがい、何らかの魔法によるものではなく、もともと少年自身がそういう体質なのだった。


　軽くコートについた埃ほこりをはたいて、オルトヴィーンは振ふり返った。


「で、今日の動きがいまいちだったのは、穂波先せん輩ぱいのことが気にかかってたからか」


「まあ……ちょっとだけ」


「分からないな。卒業できたんなら良かっただろうが。あれだけ、毎回の授業やらテストやらを嫌いやがってたくせに」


「それは……そうなんだけど」


　思い出す。


　社長になりたての頃ころ、いつきはいつも穂波に追いかけられていた。


　無理矢理会社を継つがされて、魔法だとか魔法使いだとかまるで分からない頃から、ずっとあの少女の授業を受けていた。今考えても、穂波の授業は最初から高度すぎて、それはまあかつての穂波自身が優ゆう秀しゆうだったからなのだろうが、いつきにしてみれば地じ獄ごく以外のなにものでもなかった。


　だけど。


　その授業のおかげで、魔法の世界が分かってきたことも本当なのだ。


　右も左も分からなかったいつきが、なんとかこの業界でやってこれたのは、穂波のスパルタがあったからといって過言ではない。


　だからこそ──


「なんだ？」


　オルトヴィーンが片目をつむる。


「いやその……ひょっとしたら」


　出来が悪すぎて見捨てられたんじゃないか、とは口に出せなかった。


　出せなかったが、なんとなくコートの少年はうなずいた。


「ふん。馬鹿（Dummkopf）が」


　と、腕うでを組む。


「どの道、お前の五行拳は、全然人前に出せたもんじゃない。穂波先輩はともかく、ボクの授業はしばらく卒業できないからな」


「あ、あ、うん！」


「…………」


　かくかくとうなずいた少年から、オルトヴィーンは複雑な表情をして視線をそらした。


　ほんの一いつ瞬しゆんだけ、この熱気にも平然としていた男の子が耳の先まで赤く染めたことに、いつきは気づかなかった。


　代わりに、


「そういえば、オルトくん、身体は大だい丈じよう夫ぶなの？」


「うん？」


「ほら、オルトくんって……体質的に、吸きゆう血けつ鬼きみたいなものなんでしょ？」


　最後を、ひっそりと小声で言う。


「だから、えっと血とか吸ったりしなくても……」


「それか」


　と、オルトヴィーンが鋭するどい八や重え歯ばを剝むき出して、苦く笑しようした。


「喰くうのは何も精気オドだけじゃない。ここの霊脈レイラインは喰い出があるんでな。たまにちょっと齧かじらせてもらうだけで十分だ」


「そ、そう……」


「なんだ？　お前が少しぐらい喰わせてくれるのか？」


「い、いえ！　いえ！　結構です！」


　ぶんぶん、と力強く首を横に振る。


　同時に、ひょっとすると竜りゆうは怒おこってるかもしれないと、こっそりいつきは思った。


　アストラル──魔法使い派は遣けん会社と同じ名前をつけられた竜は、この霊脈レイラインの底で、今も淡あわい眠ねむりについているはずだった。


　届くかどうかは分からないけれど、地下にありがとうとごめんなさいのお祈いのりを。


　それから、


「はあ……」


　なんとなく、いつきは小さくため息をついた。








「……面めん倒どうなやつ」


　いつきの去った後、オルトヴィーンは寺の軒のき先さきに腰こし掛かけていた。


　ぎゅっぎゅっと拳を握にぎりながら、今日のスケジュールを考える。


　午後からは、黒羽とみかんの指導が待っていた。穂波の授業が終わったとかどうとかは知らないが、自分の〈アストラル〉強化計画はこれからである。


　先輩の穂波が休きゆう暇かを取っているなら、むしろ、そういう改造計画にはもってこいだった。


（だいたい、あいつは社長なんだから、どんと構えていりゃいいんだ）


　あの少年の、不安そうな顔を思い出す。


　眼帯なんてハッタリの利きいたアクセサリーをしてるくせに、どこか小動物みたいな顔。あの顔が、いちいち他人のことでびくびくしている様子を思い出すと、無む性しように腹が立った。


　が、その理由を、あえてオルトヴィーンは深く考えない。


　それより、とりあえずいつきの修行方針へと、頭を切り替かえる。


（うん、今度のしごきはもっと苛いじめてやろう）


　と、そんな結論に達したところで、


「ん？」


　急に、オルトヴィーンは入り口の方へ振ふり向いた。


　境けい内だいの門に、新たな人ひと影かげが現れていたのだった。
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「じゃあ兄さん、厳しくされた方がいいわけ？」


　と言ったのは、勇花であった。


　無論、いつきの自宅だ。


　片手にはポテトチップスの袋ふくろを友達に、ポニーテールの少女はこてんとリビングのソファに寝ね転ころんでいる。液えき晶しようテレビではちょっと古めの映画が流れていたが、それは誰だれも見ていなかった。


　うつぶせのまま、三色の靴くつ下したをはいた足をぷらぷらと動かし、


「たとえば、間ま違ちがえるたびに鞭むちでしばかれちゃうぐらいが良かったとか？」


「そ、そういうわけじゃないよ……！」


「ああ良かった。お兄ちゃん社長のこともあったし、しばらく見ない間に、いつき兄さんがいけない趣しゆ味みに目覚めたのかと思っちゃった」


　あっけらかんと、少女が言う。


「あ、でもそういう趣味に目覚めたときは教えてね。あたしは義妹なんだから兄さんの嗜し好こうとか知る必要があると思うんだ。うん、義妹なんだからいつき兄さんが少々犯罪チックな方面に走っても見捨てたりしないし、そういうのは勇気を持って打ち明けること」


「は、はあ……」


　そんな勇気はいらないと、心底いつきは思う。


　今だって、ちょっとリビングで考え事をしてたら勇花に問いつめられ、こうして白状させられた次し第だいである。


「むむ、何？　せっかく可愛かわいい義妹が心配してあげてるんだから、もうちょっと嬉うれしそうな顔してもいいのに。夏休み過ぎたら、帰っちゃうんだよ？」


「いや、その……」


　すぐに帰ると思ってた、とも言えないだろう。


　夏休みいっぱいはこの自宅でのんびりするそうで、早さつ速そくいつきはあれこれ買い物させられたり料理させられたりと、さんざっぱら奉ほう仕しさせられていたのである。


　アメリカから帰ってきた直後は、勇花もずいぶん変わったものだと思っていたが──結局、あっという間に、家庭内の暴君へと返り咲ざいていた寸法だ。


「でも、せっかく日本にいるんだったら、もうちょっと日本っぽいもの食べればいいのに」


　と、いつきが正直に感想を述べると、


「むむむむ！　ニューヨークで体形を維い持じするの大変だったんだからね！　皆みなと同じ調子で食べるとあっという間に太っちゃうし、向こうのポテトチップスって、こっちの数倍はカロリーあるから迂う闊かつに食べられなかったんだもん！」


「そ、そうなの……」


「いつき兄さんは向こうのフライドポテトを知らないから、そんな顔できるの?!　いい?!　こーんな小さいバケツみたいなのが向こうの標準サイズなんだからね！」


　ソファから起きあがり、両手さえ広げて勇花が主張する。


「帰ってきて、やーっとこうしてだらだらお菓か子しとか食べられるの！　ああ、愛いとしいカウチポテト！」


　片手で、ポテトチップスの袋を優やさしく抱だきしめる。


　ぬいぐるみよろしく愛しげに抱かれた袋が、Ｔシャツでもほとんど盛り上がりの分からない胸にこすれ、ぽてんと少女はソファに倒たおれた。


「あ、そうだ。兄さん、あたし、明日はちょっと出かけてるから」


「明日？」


「いひひ。ちょっと楽しい用事ができちゃって──」


　そこで、言葉が途と切ぎれた。


　ソファに置いた携けい帯たいから、軽快なロックの着信音が鳴り響ひびいたのだ。


「はい、もしもし」


　ポケットから携帯電話を出して、勇花が名前を呼ぶ。





「あ、アディリシアさん」





「──へっ？」


　いつの間に、直接電話し合うような仲に？


　そんな疑問を口に出す間もなく、勇花は会話を進め、


「あ、はい。分かりました。おやすみなさい」


　と言って、携帯を閉じた。


　くるりと回しながら、ソファに置いて、もう一度身体からだを伸のばす。


「……ちぇー、残念」


「どうしたの？」


　唇くちびるを尖とがらせた義妹へ、いつきはおそるおそる問いかけてみた。


「明日一いつ緒しよにお買い物する予定だったんだけれども、急に駄だ目めになっちゃったんだって。せっかくアディリシアさんにいろいろ見立ててもらおうと思ったのに。せっかく兄さんの幼よう稚ち園えんから高校二年生までの、勇花秘蔵アルバムもＤＶＤにしたのになー」


「ちょ、ちょっと待って。なんで勇花がそんなの持ってるわけ?!」


「そりゃ、家族のアルバムから抜ぬき出して、あたしがデジタル編集したに決まってるじゃない。後はちょっとした個人分かな。んっふふふ、結構スリリングに編集できたつもりですよう」


「その、ちょっとした個人分ってのがすっごい不ふ穏おんに聞こえるんだけど?!　僕が高校入ったときにはニューヨークにいたのに、なんで高校生の写真まであるの?!　だいたい、なんでアディリシアさんにそんなの見せるのさ！」


「見たがらないわけないと思うんだけど？」


「ど、どうして?!」


「……ふーん。……ふーん。ふーん。ふーん」


「な、何？」


　動転しまくった顔をじっくりと見られて、少年が後ずさる。


「ううん、そういうこと言っちゃうんだったら、まだまだ先は長いのかなーと思っただけ。ホント、妹としては苦労させられます。ああ、でも、こういう時間はどうせ限りあるんだから、もう少しいろいろと苦労しちゃった方が面おも白しろいのかなあ。横で逐ちく一いち見てられるのは妹の特権だもんねえ。悲しいけど嬉うれしいような、哀かなしくて楽しいような気分だなあ」


「……はい？」


　真意が分からず、眼を白黒させたいつきに、勇花はくくっと肩かたを揺ゆらした。


「いいの。どうせ、いつかは分かっちゃうんですから。えい！」


　ぴこん、と額に人差し指をあてて、中指のでこぴん。


「あいたっ」


　いつも、この義妹のでこぴんは異常に痛い。


　それこそ星の散ったような錯さつ覚かくとともに、少年は無理矢理思考を停止させられる。


　ただ。


　一いつ瞬しゆんだけ、気になった。


　アディリシア・レン・メイザースが、急に予定を変えざるを得ないような、その理由。


「ん、どうしたの？」


「…………」


　しばらく義妹の問いに気がつかずに、尻しり餅もちをついたいつきは窓から夜空を見つめていた。


　妙みような胸むな騒さわぎが、どうしても離はなれなかった。





　なお、その代だい償しようとして、少年は数分後にチキンウィング・フェイス・ロックを決められるはめとなるのだった。
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　昼下がり。


　太陽が傾かたむきはじめると、蟬せみの声は一層高く鳴き交かわされるようだった。


　都市部だと騒そう々ぞうしく耳についてしまうそれが、山の近くだとなぜか落ち着いて聞こえる。おそらくは蟬の種類も違ちがうのだろう。じいじい、しゃあしゃあと根限り空気を震ふるわせる声に、風や葉は擦ずれの不規則な音がかぶさって、それは多くの生命がかき鳴らす合奏曲のようにも思われた。


　そんな山のふもとに、古い屋や敷しきが佇たたずんでいる。


　西せい欧おう人じんなら、「木と紙だけでできた」と評するだろう──古い平ひら家や造りの屋敷だった。


　日本の気候に適した建築でもある。とりわけこんな猛もう暑しよには、自おのずから水分を含ふくみ、呼吸する紙と木の建材が、思いがけない涼すずしさを提供してくれるのであった。


　そして、


「あー、気持ちいい」


　穂波は、そんな屋敷の軒のき先さきに座っていた。


　素す足あしである。


　着ているのは、白いワンピースを一枚だけ。


　風が吹ふいている。


　近くの森から吹いてくる、肌はだに心地ここちよい爽さわやかな風だった。


「……ふあああ、あ」


　ぼんやりと、あくびひとつ。


　目め尻じりに涙なみだを滲にじませて、少女はくるりと振り返った。


　廊ろう下かから、もうひとり、同じ年とし頃ごろの人ひと影かげが近づいてきたのだった。


「高瀬さん、退たい屈くつじゃないですか？」


　と、人影が尋たずねた。


「ううん、すっっごい楽しい。こんなにのんびりしてるの、本当にひさしぶりやもん。ありがとね、功刀くぬぎさん」


「いえ、私もひとりより気がはれますし。夏休みの間、この屋敷にひとりだとちょっと寂さびしくなっちゃいます」


　淡あわく笑った少女は、功刀翔しよう子こだった。


　穂波やいつきの同級生であり、かつて〈アストラル〉に救われた少女であった。祖父を失った事件の後も、この少女は布留部市を少し離れたこの土地に住んでいたのだ。


「今、井い戸どで冷やした西瓜すいかを持ってきました」


　と、少女が果実を切り分けた皿を持ち上げる。


「わあ、食べる食べる！」


　ぱちぱちと拍はく手しゆして、穂波が瞳ひとみを輝かがやかせるのに、翔子はもう一度はにかむような微び笑しようを浮うかべたのだった。


　数分後、


「ああ、美味おいしい。生き返る～！」


　しゃくん、と西瓜を食べて、穂波がじたばたと足を動かした。


　軒先に伸のばした、つるんと滑なめらかな膝ひざ小こ僧ぞうがダイナミックに上下する。


「高瀬さん、そんなにばたばたすると服についちゃいますよ」


「やって、めっちゃ美味しいもん！　あたし、こんだけ甘い西瓜はじめて！」


　口元に西瓜の果か汁じゆうをつけたまま、眼鏡めがねの少女はにっこりと笑う。


「そう言ってもらえると嬉しいですけど……」


　うつむいて受け答えしながら、翔子も一口西瓜を食べた。


　うん。


　甘い。


　死んだ祖父の友達が毎年送ってくれる西瓜だが、今年は格別だった。あるいは、もくもくと溢あふれる入道雲や、こうして一いつ緒しよに食べてくれる友達の存在が、なおさらそう思わせるのかもしれない。


（……もう、四日か）


　そう。


　穂波が、しばらく泊とまっていいかと訪ねてきたのは、もう四日前である。


　最初は、ひとりで暮らしている自分に気をつかってくれたのかと思ったが、蓋ふたを開けてみれば思った以上に楽しんでくれて、翔子自身も驚おどろくほどに馴な染じんでいた。


　なんだか、ずっと前からこうしていたような気分。


　もう思い出せないぐらい昔の生活が、急に帰ってきたような心持ち。


「魔ま法ほう使つかいみたい……じゃないか。本物だもの」


　と、翔子は呟つぶやいた。


「え？」


「何でもありません。でも、いいんですか？」


「何が？」


「伊庭くんのことです」


　と、きっぱり言った。


　そのへんの事情も、すでに穂波から聞いていたからだ。以前に救ってもらった事情から、翔子は穂波やいつきの魔法使いとしての顔を知る、数少ない同級生でもあった。


「魔法使いの授業、伊庭くんが卒業って言ってたけど、放ほうっておくと良くないんじゃないですか？」


「……んーとねえ」


　首を傾かしげた穂波の横顔に、陽光が差した。


　ちょっぴり西瓜の汁しるをつけたままの少女は、稀き代たいの魔女なんかじゃなく、どこにでもいる平へい凡ぼんな女の子みたいに見えて、翔子は思わず眼を見開いた。


「大だい丈じよう夫ぶや……ないかもしれへんなあ」


「高瀬さん?!」


　腕うでを組んだ少女に、思わず翔子が突つっ込んでしまう。


「あはは。でも、だいたいなんとかするって。あたしやなくても猫屋敷さんやオルトヴィーンやまなちゃんもいるし……あ、猫屋敷さんとみかんはちょっと怪あやしいけど……うん、どうしようもなかったら、きっとアディとかが見かねて手を出してくるから」


「そ、それでいいんですか？」


「使える人は使うのも、社長の仕事の内やし」


　うんうんとうなずいて、少女はもう一度西瓜にかぶりついた。


　その様子が、翔子の知っている穂波とは随ずい分ぶん違ちがっていて、何度となく瞬まばたきしてしまう。


「それに、あたしやなくても、できることはできる。あたしもいっちゃんも、そのことをきちっと分かっておくべきや」


「え？」


　最後のあたりを訊きき返そうとした翔子が、きゃ、と声をあげた。


　ぽん、と手を打った音がしたのだ。


「そうや。今日は夏祭り行こっか」


「祭り、ですか？」


「うん、鎬しのぎさんとこの祭り、昨日からやってるはずやもん。帰りのバスがなくなりそうやったら、あたしの家に泊まるといいし」


　それ、全然伊庭くん関係ないんですけど──と、翔子が抗こう弁べんする間もなかった。


「ほら、行こ」


　と、翔子の手が取られたのだ。


「きゃあ！　ちょ、ちょっと待ってください！　それならちゃんと準備してきますから！」


「ええから、ええから」


　友達の手をつかんだまま、笑え顔がおの少女は軒のき先さきから駆かけ出していたのだった。
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「──はい。呪じゆ符ふ用の霊紙を七十枚に、タランチュラの酢す漬づけ肺。洗礼済みの第一種水銀を百グラムに、各種霊草の補ほ充じゆうですわね。確かに承うけたまわりました。一両日内には用意させていただきます」


「あ、できたら、第一種水銀はドイツ産のものをお願いできますか。オルトくんの術式だと、日本の水銀は相あい性しようが悪いみたいで」


「了りよう解かいしました。そちらも保存してますので、問題ありませんわぁ」


　黒いヴェールの下で、嫣えん然ぜんと唇くちびるがほころんだ。


　素す顔がおが見えぬだけに、その唇はなおさら美しいと、いつもいつきは思う。黒に包まれた姿態の優美さ。しっとりと落ち着いた佇たたずまいは、内包された知性の豊かさを感じさせる。


　ディアナ。


　呪じゆ物ぶつ商人の結社〈トリスメギストス〉の首領だった。


　今、ふたりは布留部市近くに建てられた〈トリスメギストス〉の極東事務所で対面していたのだ。


　リストを再さい確かく認にんした後で、


「──立派になってきましたわねぇ、若社長」


　と、ディアナは告げた。


「え？」


「今の注文の内容、きちんと把は握あくされてたでしょう。どのような術式に使われて、どのような質の品が最適か。それは、部下の魔法使いのことを理解しているということですわ」


「そんな大おお袈げ裟さな」


「大袈裟じゃないです。あたしもリストのチェックについてきたのに、結局いつきくんだけでやっちゃいましたもの」


　嬉うれしそうに言ったのは、一いつ緒しよについてきた黒羽の台詞せりふである。


　半はん透とう明めいの長い黒くろ髪かみをなびかせた幽ゆう霊れい少女は、いつきの後ろでふわふわと浮ふ遊ゆうしていた。最近は、簡単な呪物フエテイシユの補充なら、いつきと黒羽だけで済ませてしまうことも多くなっていた。


「あ、でも、黒羽がいないと、何が足りてないのかちゃんと分からなかったし」


「それは、単にあたしが一日中事務所にいるから、皆みな、足りないものを教えてくれるだけです。経費を計算して、注文に必要な費用を捻ねん出しゆつしてるのはいつきくんじゃないですか」


「や、でも穂波のやってたのを真似まねしてるだけだし──」


「……ふふ」


　そんな霊エーテル体の少女と眼帯の少年のやりとりをどこか眩まぶしそうに見つめて、ディアナはかすかな笑い声をこぼした。


「そうですわね。司さんも、普ふ段だんはちゃらんぽらんでしたけど、こういう呪物フエテイシユの微び調ちよう整せいにはよく口を出してましたわぁ」


「……父さんが、ですか？」


「はい。当時の猫屋敷さんとかは、使いやすすぎて気持ち悪いとか言ってましたっけ」


　くすくす、と口元を押さえる。


　珍めずらしいことに、ほんの少しだけ身までかがめた。


「？」


「いえ、ちょっとした思い出し笑いです。人間、年を重ねるとずいぶん変わるものですわねぇ。もちろん、私自身もそうなのでしょうけど」


「変わるものですか」


「ええ」


　小さく、ディアナはうなずく。


「生きるとは、変わることですわ。いい方向でも悪い方向でもなくて、ただ変わってしまうこと。それがいいとか悪いとか決めるのは、後の人のお仕事でしょう。──ええ、変わらないのは死んだ人だけですもの」


　ひっそりと言って、ディアナはヴェールの下の瞼まぶたを閉じたのだった。


　もう少し談だん笑しようしたところで、いつきたちは立ち上がった。今、〈アストラル〉が受けている仕事はないが、先月解決した『入札』の事後処理がまだ残っている。たいていは簡単な呪じゆ力りよく浄じよう化かだが、そういった〈協会〉の『仕事』を受けることも少しずつ増えていた。


「じゃあ、また」


「ええ、若社長もお気をつけください」


　深々と頭を下げたディアナに、いつきと幽霊少女もその倍ぐらい頭を下げて、やっと〈トリスメギストス〉の事務所から退出したのだった。
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「……ふう」


　事務所を出て、いつきは思い切りのびをした。


　すでに、夕暮れとなっていた。


　赤く黒く、街はまるで影かげ絵えのようだ。そんな時間まで働いていたのだと思うと、なんとなく働いた気分にはなる。


「お疲つかれさまです、いつきくん」


「うん、黒羽もありがとう」


　あははと手を振ふって、少年はディアナの言葉を思い返した。


（ちゃんと、社長できてるのかなあ）


　ぼんやりと、考える。


　確かに、今みたいな触媒カタリストや呪物フエテイシユの調達ぐらいは穂波がいなくてもできる。〈協会〉の『入札』や細かい依い頼らいの調整も、オルトヴィーンがやってくれている。〈アストラル〉の運営というただそれだけのことなら、今やいつきと黒羽とオルトヴィーンの、この三人だけでできてしまうのだ。


　黒羽と、オルトヴィーン。


「…………」


　そのふたりの組み合わせも、不思議な感じがした。


　黒羽も、オルトヴィーンも、いつきが〈アストラル〉に入ってから、自分で勧かん誘ゆうした相手だからだ。


　自分が変えてしまった、〈アストラル〉のカタチ。


　だったら、卒業といった穂波の言葉も間ま違ちがえてないことになる。


　多分、それは喜ぶべき成長のはずで、なのに少年の心中は複雑だった。


　生きること。


　変わっていくこと。


　変わってしまうこと。


　それは多分、これからだってそうだ。


　オルトヴィーンも、勇花も、黒羽も、さっきのディアナだって口にしているように。


（……僕は、どうなんだろう？）


　自分の『成長』こそが、いつきにとっては不安でもあった。


　いろんな魔ま法ほう使つかいを見てきたからかもしれない。


　たとえば、アディリシアの父──オズワルド・レン・メイザース。


　たとえば、猫屋敷の弟おとうと弟で子し──石動いするぎ圭けい。


　たとえば、みかんの守もり人──橘たちばな弓ゆ鶴づる。


　いつきは、『成長』が単に良いことではないと知っている。類たぐい希まれなる『力』を持ち合わせ、身を削けずるような努力を重ねたからこそ起きる、そういう悲劇があることを知っている。


（だったら、僕は……）


　伊い庭ばいつきは、なおさらだろう。


　妖精眼グラム・サイトなんて異能は、少年の器うつわに収まるものではない。この瞬しゆん間かんだって、『力』は少年を蝕むしばんでいき、造り替かえようとしている。


　決定的だったのは──多分、あの鬼おにのとき。


　葛かつら城ぎの血にまつわる悲劇を回かい避ひしようとして、複数の魔術を融ゆう合ごうさせるなんて無む謀ぼうを成功させてしまったときだ。


　あのとき、おそらく伊庭いつきは、もう引き返せない何かの契けい約やくをしてしまった。


　実際、少年の右目はあれ以来、大きな変化を繰くり返している。


　吸きゆう血けつ鬼き戦での異常な昂こう揚よう。


　ウェールズにおける暴走。


　つい二週間ほど前の、呪波汚お染せんを飲み込んだという事件。


　副作用となる激痛の緩かん和わもあったが、これは決して伊庭いつきが右目を使いこなしてきたということではない。


　むしろ、その逆。


　つまり、


　伊庭いつきの方が、右目に馴染まされているという事実。


「…………っ」


　自分自身の思考に耐たえきれず、眼帯へと触ふれてしまったいつきへ、


「いつきくんは、大だい丈じよう夫ぶですよ」


　まるで考えを読んだように、黒羽が言った。


　きゅっ、と少女は胸むな元もとで拳こぶしを握にぎる。


「いつきくんは、ちゃんと周りを見てます。あたしたちだって、ちゃんといつきくんを見てます。穂波さんも、それをよく分かってるから、卒業って言ったんじゃないですか」


「……だといいんだけどね」


　少年が苦笑いしたときだった。


　不意に、横合いから声をかけられたのだ。





「〈アストラル〉取とり締しまり役やく社長……伊庭いつき様ですね」





「え？」


　振り返った先は、夕ゆう闇やみに埋うもれた路地だった。


　平へい凡ぼんな煉れん瓦が塀べいの連なった中なか程ほどに、黒いスーツの男が立っていたのだ。


　敵意は感じない。


　だけど、少年の右目は視みた。


　男の纏まとう、とても古くて濃のう密みつな魔術の気配。


　呪力。


　アディリシアや穂波には届かぬとしても、長い長い血統を魔術に捧ささげてきた者の在り方。


「あなた……は？」


「確か、伊庭いつき様は魔法使いではないと聞いていたのですが、間違いでしたか。これほど強い使い魔アガシオンをお持ちとは」


　黒羽を見上げて、男が囁ささやいた。


　これで間ま違ちがいなくなった。


　霊エーテル体を視し認にんできるのは、魔法使いか、いつきのような特異な能力者しかいない。この男は、紛まぎれもなく夕闇の世界に身を染めた者のひとりであった。


「黒羽は、使い魔アガシオンなんかじゃありません」


　怯おびえを飲み込み、強くいつきは言った。


　最悪だった。この男が敵対者だった場合、まともに戦える者がいない。魔法使いでなければ無敵ともいえる黒羽だが、逆に相手が魔法使いだった場合、極度に脆もろい一面も持つ。


　だから、逃にげ出したくなる背中の震ふるえを隠かくして、いつきは一歩前に出る。


「あなたは……誰だれですか？」


「…………」


　薄うすく、男は笑えみを浮うかべたように思えた。
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「──へえ、穂波さんが？」


「うん。四日前から、お休みだって。だから、〈アストラル〉の『入札』とかは、今オルくんが仕切ってるの」


　はむはむともなかを食べながら、みかんがそんな風に答えた。


　神社である。


　本ほん殿でん近くに設けられた生活用の社殿で、広い板いた敷じきの間にみかんと、もうひとりの女おんな神かん主ぬしが座していた。


　黒く長い髪かみの神主の右脇わきには、一振ふりの日本刀が置かれている。一応鞘さやに納まってはいるが、物ぶつ騒そう極きわまりないこの神具は、すなわち彼女らのいる蔵名神社が剣けんに由来することを暗に示してもいた。


　御み凪なぎ鎬。


　以前、〈アストラル〉に審神者さにわを借りた巫女であった。


　そして、当時レンタルされていた魔法使い──葛城みかんは、もうひとつもなかを口にして、耳を澄すます。


　ちょうど、今夜は夏祭りだった。


　陽気な太たい鼓こや祭まつり囃ばや子し、人々のざわめきが、夕暮れの空気に溶とけている。


　そんな雰ふん囲い気きに混じって、さきほどまで鎮ちん守じゆの森あたりを恨うらめしげな声が響ひびいていたのだが、その気配もようやく立ち去ったようだった。


「もう、行っちゃったかな？」


「多分」


　やや渋しぶい顔で、鎬がうなずく。


　その反応を確かめてから、みかんは奥の襖ふすまへと呼びかけた。





「猫屋敷さん、そろそろ担当さん、行っちゃったみたいだよ」





　すると、襖ががらりと開き、


「た、助かりました……」


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　ひとりの青年と四匹ひきの猫ねこが、もんどりうって雪崩なだれ落ちたのである。


　いぶした色の銀ぎん髪ぱつと和服に猫たちをまとわりつかせた青年は──無論、猫屋敷蓮だった。


「お前なあ……」


　顔を押さえて、深々と鎬がため息をつく。


「ややや、どうもすいません。缶かん詰づめ生活がそろそろ限界というか、こう、うっかりすると首をつってしまいそうな精神状態に陥おちいってしまいまして、やはりここは脱だつ走そうだ脱走です脱走しかないでしょうと。少しでも隠れられそうなところに片かた端はしからチャレンジしてみた次し第だいです、ええ」


「まさか本殿に駆かけ込んでくるとは思わなかったがな」


　もともと蔵名神社では、みかんが時々バイトしてくれているのだが、こともあろうに猫屋敷はそのツテまで頼たよって脱走してきたわけだ。というか、その数十分後には猫屋敷の担当がこの神社まで行方ゆくえを尋たずねに来たわけだから、この程度の脱走劇は常習犯なのだろう。


　その苦労を思うと、ちょっと切なくなってしまう鎬である。


「つうか、原げん稿こうぐらい締しめ切きりに入れてやれよ。先生、どこに行ったんですか～……って泣きそうになってたぞ、担当」


「それはまあその、その通りなのですが、やはり神と通じる創作作業というものは一ひと筋すじ縄なわではいかないものでして……」


「お前、一応、売れっ子ライターなんだろうに」


　もう一度、深くため息をついたのは、豪ごう放ほう磊らい落らくとも映るこの女神主が、実は生き真面目まじめで杓しやく子し定じよう規ぎな性質だからだろう。


　ゆっくり、気をとりなおすようにうなずいて、


「まあ、いいけどな。今年の祭りは、〈アストラル〉の皆みなを案内する約束ではあったし」


「あ、うん！　あたし、すっごい楽しみにしてた！　ばっちりお小こ遣づかいも貯めてたから！」


　みかんがわあと手をあげる。


　実際、去年のみかんは『普ふ通つうのお祭り』が初めてだったもので、自分ばかりかいつきの乏とぼしいお小遣いまで蒸発させてしまったのだった。金魚すくいはともかく、金魚を飼うための水すい槽そうのセットが高かったと……いつきは後になって述じゆつ懐かいしている。


　淡あわく、鎬は微び苦く笑しようを浮うかべる。


「今年は、兄さんがうまくやって、神社の外にも屋台が出てるからな。もし、黒羽さんも来たら、そっちで楽しんでもらうといい」


「ほう、それはずいぶん繁はん盛じようしたものですね」


　猫屋敷が相づちを打つと、鎬は少し顔をしかめた。


「まあ……その、なんつうかな」


　神職としては兄の方が臨機応変かつ商売上手なようで、今回の祭りでは多くのテキヤを呼び込み、いつもの倍近くに規模を拡大したらしい。


　だが、鎬にも複雑な思いがあるようで、うら若い女神主は腕うでを組んでうつむいた。


　いわく、


「……自分が可愛かわいいって自覚のあるやつは卑ひ怯きようだ。……だいたい兄さんは昔からそういうのが要領良くて、ニコニコ笑ってるだけで町内会の連中とか昔みたいに戻もどってくるし、年ねん齢れいのこととかしれっと誤ご魔ま化かすし、なんか少年神かん主ぬしは珍めずらしいとかでちょっと人気になってるし、相も変わらず馬ば鹿か強くて剣交えたら全然勝てないし、つうか、オレにはあまりかまってくれないし……」


「そ、それではこれで！　みかんさん、そろそろ祭りに行きましょう！」


　ぽつぽつと鎬の呟つぶやき続ける台詞せりふは聞かないふりをして、猫屋敷はみかんと連れだって、外に出た。


　経験上、家庭内の事情に関かかわると、ろくなことがない。


　社しや殿でんから外の森に出ると、みかんはじっとりと眼を細めた。


「……猫屋敷さん、あたしを出だ汁しにしたでしょ」


「いやその、面目ない。なんか話が長くなりそうだったので。ほら、私、締め切りとかありますし」


「いいけど、だったらお祭りでおごってくれること！」


「は、はい！」


　かくかくとうなずく猫屋敷である。


　その答えに、にんまりとみかんが人の悪い笑えみを広げた。


「じゃあ、まずは屋台制せい覇はだああーっ」


　と、声を張り上げたのだ。


「ふふふん。えーと、まずは焼き鳥とお好み焼きとたこ焼きといか焼きと焼きそばとフランクフルトとりんごあめとかき氷とラムネとベビーカステラとおでんと天てん津しん甘あま栗ぐりとソースせんべいとじゃがバターと……」


「た、食べるものばっかりですか?!」


「だって、去年は食べたいの半分も食べられなかったんだもん！　でも今年のあたしならできる！　できるのだ！　猫屋敷さんの補助さえあれば、全部全部食べられちゃう！」


　夜空にちっちゃな拳こぶしをつきあげて、少女は輝かがやかしい未来に吼ほえ猛たける。


　意気揚よう々ようと、屋台の方向へ歩いていって。





　その足が止まった。





「猫屋敷さん？」


「…………」


　少女の足を止めたのは、肩かたにかかった青年の手だった。


　その視線は、多くの屋台がつり下げた安っぽいランプの裏──みかんたちが立つ、杉すぎの森の入り口へと据すえられていた。


　一本の杉の木の陰かげに、ひっそりとその人影は溶とけ込んでいたのだ。


「……よう」


　と、手があがる。


　前よりも瘦やせたように、猫屋敷は思った。


　やつれたというのではない。不必要だった何かを捨て去り、本来の鋭するどさを取り戻したような感覚。ただ、その鋭さと引き替かえに、いつ折れてしまうのだろうというはかなさも、その横顔には同居していた。


　長ちよう髪はつにかかったブリーチ。


　襟えりを立てたシャツの胸むな元もとにペンダントを隠かくし、口元をへらへらと歪ゆがめている。


「圭」


「圭お兄ちゃん」


　ふたりが、名を呼んだ。


　そこに立っていたのは、猫屋敷の弟おとうと弟で子しであり、今は〈協会〉に直接属している陰おん陽みよう師じ──石動圭であった。


「久しいな、ふたりとも。ちょっと、話があってさ。時間あるかい？」


「どうせ、なくても関係ないんでしょう？」


「さすがに兄弟子さまは分かってる」


　くつくつと、青年はシャツの肩を揺ゆらした。


「……何、用件は簡単だ。すぐに終わるさ」


　不ふ吉きつな予言のように、そんな言葉を口にしたのだった。
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　祭りは、まさにたけなわだった。


　蔵名神社の外周まで廻めぐらされた屋台たちは、それぞれに呼び込みをかけ、独特の光と音と香かおりとを撒まき散らしている。


　たとえば、色とりどりのランプの光。


　たとえば、じゅうじゅうと焼けるお好み焼きの匂におい。


　たとえば、神社の敷しき地ちから轟とどろく、勇ましい太たい鼓この音。


　道行く人々は、それぞれに焼き鳥や綿わた飴あめを頰ほお張ばり、あるいは水風船を何度となく叩たたいている。祭りとは五感で味わうものなのだと、皆みな、無意識に知っているのかもしれなかった。


　子供も、大人も、男も女も関係はない。


　ただ、ひとときのハレの時間に、愉ゆ快かいな思い出だけを刻みつけて。


　だとすれば、この少女は、その日一番祭りを楽しんでいるひとりだったろう。


「んっふふふ、水風船三十三個目ーっ」


「ちょ、またかよ！」


「まだまだ取るからね！　今日は水槽空にするまで止まる気ないんやから！」


　テキヤの兄ちゃんの悲鳴もきかず、袖そで無なしのワンピースから白い腕うでを覗のぞかせたのは、穂波・高瀬・アンブラーであった。


　ぱあんと二の腕を叩き、類たぐい希まれなる集中力を指先で保持したこよりへと注ぐ。


　透すき通った碧へき眼がんは、多くの水風船が浮うく水槽へと据えられていた。


　いつのまにか、周囲には子供たちの垣かき根ねができていて、この少女のチャレンジがどこまで続くのか、興奮気味に見守っている。それぞれの手に一、二個の水風船が握にぎられているあたり、自分たちの仇あだを討ってくれということなのかもしれない。


「はい、また一個ゲットー！」


　軽々と、水風船がこよりに釣つり上げられる。


　その都度、おおおおおお、と子供たちから歓かん声せいがあがり、テキヤの兄ちゃんがぴしゃりと顔面を叩いて呻うめく。片手でスムーズに水風船を受け取りつつ、ほぼ連続で新たな水風船を狙ねらい澄すます。


　が、


「た、高瀬さん！　これ以上取っても持ちきれませんよ?!」


　と、別方向から悲鳴があがったのだ。


　すぐ後ろで、浴衣ゆかた姿すがたの功刀翔子が目を回していたのだ。


「あ」


　と、穂波の口もＯの字に開いた。


「それもそっか。残念」


　あっさりと、こよりを放ほう棄き。


　えええーという子供たちの抗こう議ぎの声と、ほっとしたテキヤの兄ちゃんの安あん堵どを背中に、穂波は悠ゆう々ゆうと立ち上がった。


　ついで三十数個の水風船を並んでいた子供たちに供出して、非難を免れる。


　やっとのことで、屋台と距きよ離りを置いてから、一安心という風に翔子が呟つぶやいた。


「高瀬さん、放ほうっておくと、どんどん暴走するんですもん」


「むう、だってこんな風にただ遊ぶだけって初めてやし」


　穂波は、片手でカートを引っ張りながら、唇くちびるをとがらせる。


　すでに射的やらくじ引きやらで、大量の景品をゲットした後だったのだ。用意周しゆう到とうなことに、穂波は景品用のカートまで用意しており、そこには最新型、もしくはちょっと型落ちの玩具おもちややプラモデルが山と積まれていた。……射的はともかく、くじ引きで景品を大量獲かく得とくするあたり、魔ま術じゆつでのインチキが疑わしいのだが、少女の表情は爽さわやかなものであった。


　あれ、と翔子が声をあげた。


「初めて、ですか？」


「うん。みかんと同じようなもん。何にも考えずにただ本当に楽しむだけのお祭りって、今回が本当に初めて。こんなに楽しいんやったら、もっと前からやっておけば良かったなあ」


　涼しい風に、穂波が瞼まぶたを閉じた。


　その横顔を見て、翔子は小さく息を止めた。


（ああ、そっか……）


　どうして、こんなに楽しそうなのか分かった気がしたのだ。


　十何年も失ってきた時間を一気に取り戻もどすような少女の遊び方が、ひどく眩まぶしくて、少しだけ哀かなしかった。


　そういう生き方が、少しだけ、自分と似ていた気がしたからだ。


　自分を見守るため、魔術で延命していた祖父との生活。


　その生活に納なつ得とくのいく幕を引いてくれた〈アストラル〉との事件の後、翔子はできるだけ人と関かかわろうとしてきた。取りこぼしてしまった時間を、なんとか引き戻そうとしてきた。委員長を引き受けたのだって、もともとはそういう動機だ。


　だから、


「次は何しよっかなー」


　ひとつだけ手元に残した水風船をぱんぱん叩たたきながら、穂波が嬉うれしそうに口にするのが愛いとおしくて仕方なかった。


　たまらず、翔子は後ろから抱だきついたのだ。


「ふへっ?!」


　潰つぶれた鳩はとみたいな声をあげた穂波を見つめ、翔子は一生懸けん命めいに言った。


「高瀬さん」


「な、何？」


「今日はいーっぱい楽しみましょうね！」


「え、あ、うん。もちろん、そのつもりやけど、お祭りでずっと約束してたイベントももうすぐやし──て、あ」


　抱きつかれたまま振ふり返った穂波は、そこでぱちくりと瞬まばたきした。


「アディ」


　真ん丸に見開かれた瞳ひとみに、新たな人ひと影かげが映っていたのだ。


「ホナミ」


　薔薇ばらのような唇が、苛いら立だたしげに名を呼んだ。


　祭りに詰つめかけた人々の中でも、やはり、この少女だけは特別だった。


　肩かた口ぐちから胸むな元もとへ流れる金きん髪ぱつの縦ロールも、身に纏まとう漆しつ黒こくのドレスも、日本の祭りという舞ぶ台たいにけして浮ういてはいなかった。むしろ、少女の存在が世界そのものを塗ぬり替かえてしまう──そんな錯さつ覚かくさえ、この少女は真実にしてしまうのだった。


　アディリシア・レン・メイザース。


「功刀さん、ちょっとええ？」


「え。あ、はい」


　するりと、翔子の手から抜ぬけ出して、穂波はアディリシアに向かい合った。


「どないしたん、アディ？」


「どうしたじゃありません！　私があなたを捜さがすのにどれだけ手間がかかったとお思いですか！　何故携けい帯たいの電源まで切ってるんです?!」


　烈れつ火かのごとく、アディリシアが口火を切る。


　が、穂波は軽く首を傾かしげただけだった。


「何故言うても、今は休きゆう暇かやし」


「休暇だとか言ってる場合じゃありません！　あなた、今〈アストラル〉に何が起きてるか知ってますの?!」


「……ええと」


　少し悩なやんでから、穂波はこう答えた。


「〈アストラル〉の格付けがＢＢダブルビーになったとか？」


「…………」


　アディリシアは絶句した。


　少女の言葉が、まさしく正せい鵠こくを射ていたからだ。


　格付け。


〈協会〉が取り決めている、所属結社のランクである。


　この格付けに従って、『入札』の配分や各種補助も決定される。単純な権けん威い付けなど本来魔ま法ほう使つかいにとっては嘲ちよう笑しようすべき事じ項こうに過ぎぬ。それでも無視しきれない『意味』を〈協会〉だけは保持していた。


　そして、もともと〈アストラル〉はこの格付け審しん議ぎのために、二ヶ月前ロンドンへ飛んでいた。それが〈螺旋なる蛇オピオン〉の引き起こした事件のため、審議自体が保留されたのである。


「あなた……知っていて？」


「ううん？　ただの予想。〈協会〉がいくらお役所仕事や言うても、ちょっと格付けの審議に時間がかかりすぎやし、逆にここまで遅おくれたこととなると、異例やけど一気にふたつ格上げするぐらいがありそうかなーって思っただけ」


　ＣＣＣトリプルシーからＢ、ＢからＢＢ。


　およそ最低限の格付けから、標準的な結社への引き上げである。格付けだけを見ればたいしたことはない。


　ただし、そこに異例のふたつ格上げという事実、そして〈螺旋なる蛇オピオン〉の引き起こした事件が重なれば、まったく意味が変わってくる。


　つまるところ、注目度の問題だ。


　たった今、魔ま法ほうの世界を揺ゆるがしている事件の、最も近しい部分に〈アストラル〉という結社がいるという──その確証を、新たな格付けは与あたえてしまうからだ。


「だったら……その結果は分かってるでしょう。この二日だけで、〈ゲーティア〉へ使者を送ったりアポイントメントを取ろうとした結社は、二十近くになりますわ。いくら極東が〈協会〉の魔術結社にとって空白地帯だからといって、今回ばかりは無視されません」


　アディリシアの言葉は、ある現象を示し唆さしていた。


〈アストラル〉が無視されないということ。


　つまり、それぞれの結社や組織が、それぞれの思おも惑わくで〈アストラル〉へ接近するということ。


　それは、これからという話ではなく、すでに起きていること。


　たとえば──








　──たとえば。


〈トリスメギストス〉の事務所から出た伊庭いつきが、あるスーツの男に接せつ触しよくを受けたこと。


「あなたは……誰だれですか？」


　問うたいつきに、男はひとつうなずく。


「私は、〈銀の騎き士し団〉の使者であります」


　胸に手を置き、膝ひざを折った。


　正式な中世の騎士の礼だと、いつきは知らない。まして、それらの騎士団を発はつ祥しようとする古い魔術結社の存在など、知るはずもない。


「このたび、〈アストラル〉様と提てい携けいを結むすびたく、馳はせ参さんじた次し第だいです」








　──たとえば。


　神社から抜け出てきたばかりの猫屋敷へ、突つきつけられる言葉。


「……何、用件は簡単だ。すぐに終わるさ」


　一いつ拍ぱく置いて、石動圭はこう言った。


「猫屋敷……お前、〈協会〉直属の魔法使いになる気はないか？」


「なんですって？」


　眉まゆを寄せた猫屋敷の袖そでを、みかんは不安そうに握にぎりしめる。


「……圭お兄ちゃん、それって」


「ああ」


　と、圭がうなずいた。


「──猫屋敷。お前、魔法使いを罰ばつする魔法使いに、なろうとは思わないか？」








　穂波とアディリシアは知らない。


　具体的に、そういう事象が起きていることまでは知らない。


　ただ、どのような事態が起こりえるかを知っている。勢力争いが極きわめて遅ち々ちとしており、霊れい地ちを中心とした縄なわ張ばり争いに終始する極東の魔術結社と異なり、一度有益性が明らかとなれば、あらゆる手段をもって獲かく得とくしようとする西洋の結社の貪どん欲よくさを身にしみて知っている。


「こういう事態に、〈アストラル〉で一番対処できるのは穂波でしょう？　それはまああの強ごう欲よく陰おん陽みよう師じもそれなりですけれど、一昨年まで〈学院〉にいた分、勢力図を肌はだで感じている強さは私たちに分ぶがあるはずです。むしろ、ふたりで十分話しておくべき事こと柄がらじゃなくて？」


「……そやね。あたしと猫屋敷さんが一いつ緒しよにやると、一番うまくこなせると思う」


　たてつづけのアディリシアの言葉を、穂波が認める。


「だったら、どうして」


「でも、それはあたしじゃなきゃできないってことやない」


　淡あわい笑えみを浮うかべて、穂波は胸を押さえた。


　その笑顔の内側の、不思議な芯しんの強さに、アディリシアは気勢を削そがれた。


　まるで自分の知らない相手のように──十年来のライバルが初めて出会う少女のように見えたからだった。


「……ホナミ？」


「えっと」


　と、少女が屋台を振ふり返る。


　その隅すみにかかっている時計を見て、白磁色の肌がさっと色めきたった。


「わ、急がへんと！　もう始まってまう！」


「な、何がです？」


「アディも翔子も、ほら！」


「「え、え、え？」」


　混乱するふたりの手とカートと水風船とをまとめて引っ張り、穂波は神社の奥へと駆かけ出していったのだ。
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　すでに、それは始まっていた。





　本ほん殿でんの手前の敷しき地ち。


　空には、三日月がかかっている。


　さきほどまで櫓やぐらが組まれ、太たい鼓こを轟とどろかせていた場所だった。


　今は、櫓をそのままにして、その隣となりへ即そく席せきの舞ぶ台たいを設けていた。


　単に板を張り、四方に篝かがり火びを据すえただけの舞台なのだが、その中央にひとりの男子が正座しているだけで、ひどく神聖なものに思えた。


　御凪諸もろ刃は。


　鎬の兄にあたる──肉体年ねん齢れいはいまだ十四歳ばかりの男子。


　いまだ育ちきらぬ未成熟な肢し体たいに、普ふ段だんの神かん主ぬしの衣い装しようとはまるで異なる、目にも鮮あざやかな赤と黄色の狩かり衣ぎぬを纏まとっていた。自分の身長の三分の二ほどもある太刀たちを置き、しんと座った少年の面おも持もちは能楽とも紛まがう。


　いや。


　実際、そうなのだろう。


　元来の能や歌か舞ぶ伎きとは、神に奉ほう納のうするための舞まいである。豊ほう饒じようを祈いのり、神の心を慰なぐさめる技わざこそが「芸能」と呼ばれるのだった。


　ならば、それは。


「…………」


　背後に、鎬が立っていた。


　こちらは白装束で、持ち上げた手に細い横笛を携たずさえていた。


　すう、と鎬の唇くちびるが横笛に吸いつく。


　吐と息いき。


　高く硬かたく、かぼそい笛の音が、夏の夜気を割る。


　同時、諸刃も立ち上がった。


　膝ひざを立てる動作さえも見分けがたく、ただ滑すべるように、少年の衣ころもが動いた。


　諸刃の胸までもある太刀が、重々しさはそのままに、しかし完全に少年に制せい御ぎよされて真横に世界を断たつ。


　夜気にたっぷり溶とけ込んでいた、杉すぎの匂においさえ切り払はらわれるようだった。


　見る者の心の邪よこしままでも切り払うような剣けん舞ぶだった。


　奉納演舞。
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　月下の、剣舞。


　謡はない。謂いわれもない。


　演目の名前とてない。


　ただ古くから神社に伝わるという、それだけの奉納演舞である。蔵名神社の祀まつっている神が剣の神──経フ津ツ主ヌシノ神カミであることを考えれば、おそらくそれなりの由ゆ縁えんはあるのだろうが、詳くわしい言い伝えは残ってない。


　しかし、そんなものは必要なかった。


　鎬の笛。


　諸刃の太刀。


　兄きよう妹だいの音色と太刀筋が絡からまりあい、夏の夜を流れていく。


　その美しさに、参拝者までもがそろって息を止めた中、横合いで白い手があがった。


「……あ、穂波お姉ちゃんとアディお姉ちゃん」


　さすがにひそめた声で、みかんが名前を呼んだのだった。


　それにつれて、近くに立っていた銀ぎん髪ぱつの青年と、眼帯の少年が振ふり返った。


「──げ、アディリシアさん」


「強ごう欲よく陰おん陽みよう師じっ」


「──あれ、功刀さんまで」


「伊庭くんっ」


　それぞれ猫屋敷といつきの姿を発見して、アディリシアと功刀翔子が眼を丸くする。


　その隣で、ふたりの少女を引っ張ってきた穂波が、舞台の方に背せ伸のびしたのだった。


「うん。去年の夏祭りから、鎬さんと諸刃さんの演舞を見る約束やったものね。皆みな、絶対来てるって思ってた」


　穂波の言葉に、やっとのことでふたりも事情を知る。


　アディリシアと翔子はまったく絡まなかったのだが、この神社が〈アストラル〉と縁えんの深い場所であることぐらいは把は握あくしていたからだ。


「…………」


　一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし、しかし先んじて、アディリシアは青年陰陽師へと詰つめ寄った。


「あなた、〈アストラル〉の格上げの件はご存じ？」


「ああ。さっき聞きました」


「誰だれに？」


「ええと、圭に捕つかまりまして」


　弱った風に銀髪を搔かいた猫屋敷へ、アディリシアは続けて問う。


「どういう用でしたの？」


「……〈協会〉にスカウトされないか、ってことでした」


「……て、ええっ」


　状じよう況きようが状況だったので、慌あわてて自分の口を塞ふさいで、いつきが声を漏もらした。


「す、スカウトって」


「いや断りましたよ、もちろん。あんなのになりたがってたのは、十年以上前の話ですし」


「は、はあ」


　猫屋敷が言うのが何のことか分からず、いつきはどもった声でうなずくしかなかった。


　そして、アディリシアは振り返って少年へも問うた。


「イツキは？　何か変わったことありませんでした？」


「え？　あ、うん。〈銀の騎士団〉っていうところの使者の人が来てた。提てい携けいしたいとかなんとか言われて、あ、とりあえず待って欲しいって答えたんだけど。それで、〈アストラル〉が格上げされたとかもちょっと聞いた」


「西洋ではそれなりの勢力の結社ですわね。ふん、この数十年ばかりは立ち回りで下手を打ってましたし、成り上がりの〈アストラル〉にいかにもつけこみそう」


「……な、成り上がりですか」


　アディリシアの率そつ直ちよくな感想に、いつきが口ごもる。


「いい？　イツキはきちんと立場を自覚するべきです。提携といえば対等に思えますが、ほとんどの魔ま術じゆつ結社は今の〈アストラル〉をほどよい情報源か食い物としか思ってないはずです。まして、あなたみたいにろくに業界も分かってない相手なんて、絶好のカモ以外の何ものでもありません」


「ええと……」


　と、少年が腕うでを組んで考え込む。


「それはつまり……アディリシアさんと〈ゲーティア〉がすごいいい人だってこと？」


「…………っ」


　言われて、アディリシアは硬こう直ちよくした。


　その姿に、隣の穂波が思わずぷっと吹ふき出す。


　伊庭いつきは、少なくともアディリシア・レン・メイザースに対してだけは、十分な知識と洞どう察さつ力とを備えているらしかった。


「まあ、なんとかはなってるってことやね」


　と、穂波が総そう括かつする。


　さしものアディリシアも、『いい人』とまで言われて、なお抗こう弁べんする気力はなかった。魔法使いとすれば、ほとんど侮ぶ辱じよくといっても良い言葉なのだが、いつきのそれに悪意がないだけに無理矢理でも飲み込むしかなかったのである。


　純潔な言葉ゆえ、魔法使いにとっては致ち命めい的。


　伊庭いつきとは、そういう少年だった。


「あ」


　伸のび上がる笛の音色に、少年が舞ぶ台たいを振り返る。


　ほかの皆も、それに倣ならった。


　舞台では、笛と太刀たちの舞まいが続いていた。


　えもいわれぬ音と、魂たましいまでも奪うばうような冷たい太刀筋。


　その奇き跡せきの中で、アディリシアが声をひそめて、穂波へと耳打ちした。


「……ホナミ。あなた、このタイミングで会うのが決まってたから、休きゆう暇かを？」


「ん？　ただの偶ぐう然ぜんやけど？」


「な……っ」


　小声は忘れず、しかし少女は激げき高こうして言った。


「そんな無責任な！　今が大事な時期なのは分かってるでしょう?!　〈アストラル〉のことはもちろん、イツキの眼だって……」


　少年の右目の異常について、穂波が分かっていないはずはない。


　むしろ、アディリシア以上に案じていたのが彼女だった。もとより、穂波があらゆる手段を講じてケルト魔術を学んだのだって、少年の右目が理由ではなかったか。


「うん、分かってる」


　と、穂波はうなずいた。


「でも、もしも、いっちゃんの眼が治ったら？」


「え」


「もしも、いっちゃんの眼が治ったら、あたしはその後、どうするんやろ」


　静かに口にした言葉に、アディリシアは沈ちん黙もくした。


　篝かがり火びの赤しやつ光こうに揺ゆれて、穂波の横顔は静せい謐ひつですらあった。


「この十年ぐらい、あたし、ずっと自分に言い聞かせてた」


　ゆっくりと、少女は続ける。


「あたしは償つぐなわなきゃいけないから。今は大事なときやから。今はほかのことする時間なんてあらへんから。──そんな言葉で、取りこぼしちゃいけないものをいっぱい取りこぼしてた気がする。そんなんでいっちゃんの眼が治せても、絶対に後で怒おこられるって分かってたのにね」


「…………」


　アディリシアは、ただ穂波を見返す。


　少なくとも、世界中でこの少女だけは、穂波の言いたいことを察したからだ。


　そっと、穂波が微び笑しようする。


「あたしは、ずっとアディがうらやましかった」


「っ、あなた……っ」


「今は、いっちゃんもかな。だって、ふたりとも、ちゃんとなりたいものが分かってる。胸の真ん中に大事なものがある。それって、絶対、生きていくのに欠かせないものやのに、あたしはずっと目をそらしてた」


　少女は、嚙かみ締しめるように言う。


「忘れていたんかもしれへん」


　囁ささやくように。


　思い出そうとするように。


「本当に、あたしがなりたいものはなんやったんやろって……きっかけは、この前のユーダイクスさんと猫屋敷さんの話やったんやけどね」


　穂波が言う。


　アディリシアも覚えていた。


　過去の、〈アストラル〉の物語だった。


　伊庭司つかさが率いていた頃ころの物語を、つい先日、アディリシアと穂波は聞かされたのだ。〈アストラル〉にとっても〈ゲーティア〉にとっても、輝かがやかしくも愚おろかしい黄金時代の物語。


　その端はし々ばしに現れた過去の穂波とアディリシアの姿は、今の少女たちにとっても特別な意味を持っていた。


「昔のあたしは、ちゃんとそれを持ってた」


　穂波は、舞台へと視線を戻もどした。


　笛の音。


　伸び上がる音色につれて、太刀もまた跳はね上がる。


　自由自在。


　出せる音など限られている横笛が、軌き跡せきなど限られている太刀が、しかし宇宙ひとつさえ内包するように、豊かなバリエーションを体現する。


　その理由が、ふたりの少女にはよく分かっていた。


　鎬が、そうあろうとしているからだ。


　諸刃が、そうあろうとしているからだ。





　そうあろうとするものがそうある──たったそれだけの事実が形作る、どうしようもない美しさ。





「……やれやれ」


　なんとなく優やさしくなってしまう声で、アディリシアはかぶりを振ふった。


「それで、こんなときに休きゆう暇かを？」


「うん」


　さっぱりとした顔で、少女がうなずく。


「……はあ」


　と、アディリシアはため息をついた。


　時々、この親友ライバルにはかなわないと思う。


　単純に、思い切りの良さというか。良くも悪くも働く性質だが、確実に自分にはない素養。うらやましいのはこっちだって同じだと、心の中だけで呟つぶやく。


　それが悔くやしいから、アディリシアはなるだけぶっきらぼうに──後こう輩はいのオルトヴィーンを真似まねて、訊きいてみた。


「なりたいものは……見つかりましたの？」
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　鳥居を設けられた、神社の階段の手前で黒羽は佇たたずんでいた。


　幽ゆう霊れいである少女は、神社の内側には入れなかったからだ。それでも今年の祭りは、多くの屋台が神社の外周まで置かれていて、あちこち覗のぞくだけで十分に楽しめた。


　今は、それにも疲つかれて、ぼんやりと人気の減ったあたりに浮ういていたのだ。


「ん～……」


　満足げに膝ひざを抱かかえて、黒羽が膝ひざ小こ僧ぞうに頰ほおずりする。


　遠い祭まつり囃ばや子しと、人々のざわめきとが心地ここちよい。そういうエネルギーを取り入れることで、少女は自分の霊エーテル体を構築しているのである。


　不意に、顔をあげた。


「あれ、オルトヴィーンくん」


「おお」


　と、真しん紅くのコートの少年は、ぶっきらぼうに応こたえた。


　軽く周囲を見て、だいぶ人気の減った階段に腰こしを下ろす。


　黒羽がぱちくりと瞬まばたきした。


「どうして、ここに？」


「日本のダンスになんざ興味がないって言ったら、社長にここに来るよう言われた。ダンスが終わるまで、お前の話し相手でもしてろってことだろ」


「あは、いつきくんらしい」


　微笑して、黒羽は唇くちびるに指をあてた。


「嬉うれしいな。やっぱり、ひとりよりも話し相手がいる方がいいもの」


「ふん」


　視線を合わせず、オルトヴィーンが鼻を鳴らす。


　話し相手とは言ったが、自分から話題を切り出すつもりはないらしい。それもまたこの少年らしくて、黒羽は淡あわく唇をほころばせた。


「あ、そうだ」


　と、手を打つ。


「オルトヴィーンくんは、いつもと違ちがう人に話しかけられたりしなかった？　さっき、いつきくんと一いつ緒しよにいたら、〈銀の騎士団〉ってところの人が来たんだけど」


「ああ、〈アストラル〉がＢＢに格付けされたって話か」


「もう、聞いてるの？」


「昨日、ボクのところにも、〈ミーミル〉の馴な染じみが来た。ついでに、〈ミーミル〉に戻らないかってな」


「えっ……」


　少女が、言葉を止める。


〈ミーミル〉の名前には、黒羽も覚えがあった。


　もともと、オルトヴィーンが所属していた魔ま術じゆつ結社の名前である。


「じゃ、じゃあ、オルトヴィーンくんは？」


　じろりとオルトヴィーンが目つきの悪い眼を、さらに悪くする。


「ボクが了りよう承しようする理由がないだろう」


「そ、そっか」


　思わず胸を撫なで下ろして、黒羽が安あん堵どの息をつく。


　すぐに、その眼が、もう一度見開かれた。


「え」


「……な」


　黒羽よりも、オルトヴィーンの方が身を強こわばらせた。


　こんなすぐ近くまで、少年も気づかなかったのだ。しかも、相手は別段気配を殺していたわけでもなかった。


「……ここで会うのは、ちょうど一年ぶりですね」


「影かげ崎ざきさん」


　ほんの数人でも埋うもれてしまいそうな、極度に個性に欠けた顔つきの男だった。


　名前の通り、影にも似て、誰だれにも似ない男だった。


　眉まゆの長さも、鼻の高さも、瞳ひとみの深ささえも平均という魔術に塗ぬり込められ、唯ゆい一いつ、特とく徴ちようと言えるのは唇にくわえた細葉巻シガリロぐらいのものであった。


「魔法使いを罰ばつする魔法使い……」


　呻うめいたオルトヴィーンを一いち瞥べつしてから、影崎は黒羽の方に声をかけた。


「人待ちでしてね」


「影崎さんも、ですか」


「ええ。たまたま、あなたを見かけたもので」


　その声質さえのっぺりとして、まるで耳に残らない。


　ただ、黒羽は嬉しそうに指を組んだ。


「ありがとうございます」


「……お礼を言われることとは思いませんが」


「気にかけてもらえるのは嬉しいです。とりわけ、あたしはこんな身体からだですもの」


　半はん透とう明めいの身体に、少女は触ふれた。


　魔法使い以外には見えず、魔法使い以外には話せない身体。


「…………」


　一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくして、影崎は神社の階段を見つめた。


「去年、ここで会ったのが、はじめてでしたよね」


「はい」


　黒羽が、はじめて影崎と出会った時間と場所だった。


　つい一年前。


　同じ、蔵名神社の夏祭りで。


　あのとき、影崎への印象は、得体の知れぬ〈協会〉の魔法使いというものだった。御凪諸刃を長い眠ねむりに追いやり、神をも道具のように扱あつかう男に、黒羽は言いしれぬ恐きよう怖ふを感じた。


　今も、そんなに変わらない。


　だけど、怖こわいとは思わなくなった。


　どうしてだろう？


「去年、あなたは言いましたね」


　と、影崎は口にした。


「〈アストラル〉が好きだって」


「はい」


　ユーダイクスの事件のときだった。


　事件への質問に答えてくれた影崎は、逆に黒羽へと問うたのだ。


　──〈アストラル〉が好きなのか、と。


「世界は変わります。〈アストラル〉だって変わります。あなたの好きなものも、あなたの好きな人も変わっていきます。……それは、一年で十分分かったでしょう」


　そこで切って、影崎は少女を見下ろした。


「それでも、あなたは同じ事を言いますか？」


「言います」


　きっぱりと、少女は口にした。


「あたしは……何があっても、いつきくんのそばにいます。すでに死んでいるあたしができる、それがたったひとつのことですから」


「…………」


　影崎は何も言わなかった。


　眉ひとつ動かさず、表情ひとつ変えなかった。


　なのに、なぜか、黒羽には笑ったように思えたのだった。


「待ち人が来たようです」


　と、影崎が階段を見上げた。


　その石段から、ひとりの青年が下りてきたのだった。


「圭さん」


　石動圭だった。


「よお」


　と、手だけあげて、それ以上の会話はかわさずに、圭と影崎は夜の向こうへと消えていった。


　その背中を見送って──まるで交差点クロスポイントだと、黒羽は思った。


　いろんな人がすれ違ちがい、想おもいと想いが重なって。


　そこには、自分みたいに死んだものの想いさえも、積み重なっているのだ。


「お前……ホント、物もの怖おじしないのな」


　完全に姿が見えなくなってから、オルトヴィーンが口にした。


「え、何がです？」


「何でもない。ただまあ……ああ、お前みたいな魔ま法ほう使つかいでさえないのでも、確かに〈アストラル〉には必要なんだろうさ」


「そっそそそ、そうですか？」


　突とつ然ぜん言われて、黒羽は面めん食くらった。


　幽ゆう霊れいのくせに真っ赤になってしまって、はわはわと唇くちびるを開閉する少女をよそに、ぱあっと光が世界を照らした。


「あ……花火っ」


　まっすぐ夜空へ、少女の顔が持ち上がる。


　ほんの少し遅おくれて、高らかな音が鳴り響ひびき──一ひと際きわ鮮あざやかに、夏の夜空を染めた。


〈アストラル〉の面々が笑いながら階段を下りてくるのは、それから十数分ほど後のことであった。
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　──そして。





「なななななななななななななななななななな何これ?!　何これ?!　何これえっ?!」


　三度も同じ言葉が響いたのは、四日後の〈アストラル〉事務所だった。


　無論、伊庭いつきである。


　あれから、まだみかんのバイトや猫屋敷の締しめ切りは続いていた。


　しかし、黒羽とオルトヴィーンと、主要な運営を三人でやるのにも慣れてきて──「あれ？　穂波の授業よりも会社運営の方が簡単かも？」と思い始めた矢先であった。


　いつも通り出社したいつきのデスクに、悲ひ惨さんなほどに見慣れた──おぞましいことには一いつ瞬しゆん安あん堵どしてしまう──テキストの山が積まれていたのだ。


「あ、おはよう。社長」


　目の前のデスクから、朗ほがらかに穂波が笑いかけてくる。


　一週間の休きゆう暇かが終わったのだ。


　それは分かる。


　カレンダーでも確かく認にんしていたし、これで穂波が帰ってくれば、しばらく運営は万ばん全ぜんだろうとそんな風に考えてもいた。


　なのに、


「あの、これ、何かな？」


「ん？　もちろん、社長の授業用のテキストやけど？」


「……あ、あれ、でも授業はもう終わりだって？」


　おろおろと、半ば涙なみだ目めになって訴うつたえるいつきへ、穂波は仕方なさそうな──しかし、どこか楽しそうな表情をつくった。


　うん、笑え顔がおだ。


　鬼おにの笑顔かもしれない。


「社長。あたし、ちゃんと言ったやろ」


　と、わざとらしくため息をつく。


「各結社の歴史はもうちょい覚えるべき。このへんは随ずい時じ、そういう結社と付き合いを持っていく過程で覚えた方が効率がええって」


「……え？」


　ぞぞ、と背筋が逆立つのを感じつつ、テキストの山を見る。


　確かに、テキストの種類はいつもと趣おもむきを異にしていた。『基き礎そ心理学』『一から学ぶ交こう渉しよう術』『人心掌しよう握あくのための心理学』『社会構成学全書』『十字軍における文化交流と破は壊かい』『石工組合の中世経済への波は及きゆう効果』──およそ、いままでの魔術や経済学からは離はなれた文字列。


「これ、つまり……」


「うん。とりあえず一週間でおさえてもらおかな。まだアポイントメント取ってきてる結社もあるし、そのへんの歴史は急ピッチで覚えてもらうからね」


「いやああああああああああああああああああああああああっ！」


　悲鳴が迸ほとばしる。


　逃にげることさえできず、その場でつっぷしたいつきに微び苦く笑しようして、穂波は四日前の祭りのことを思い出していた。





　──『なりたいものは……見つかりましたの？』





　アディリシアは、そう訊きいた。


　そう。


　だから、穂波はアディリシアに言ったのだ。


　かつて、〈アストラル〉が救った──貸し出し魔法使いレンタルマギカによって救われたふたりの奉ほう納のう演えん舞ぶを見ながら、つくづくと思い至ったように呟つぶやいたのだ。





　──『あたしは、貸し出し魔法使いレンタルマギカになりたいって思うんや』





　　　　＊





　時間はとどまらない。


　世界は移ろっていく。


　いかに変わらぬように見えても、必ずその内側は変化していく。


　軋きしむように。


　砕くだけるように。


　そしてまた、その内側にいる者は、誰だれもが予感している。


　言葉にはならず、説明もできず、しかし切ないほどに感じている。





　──いつもと同じ、平へい穏おんなひととき。





　それこそが、まぎれもない崩ほう壊かいの兆きざしであることを。














　〈アストラル〉業務日誌22




　また、この交こう換かん日記か……。


　ルーン魔ま術じゆつ課正社員、オルトヴィーン・グラウツだ。





　で、早さつ速そく本題に入るが、今回〈アストラル〉の格付けがＢＢダブルビーになったことは喜ばしい。


　ずっと最低限の支給と『入札』しか受けられなかった〈アストラル〉だが、これで思い切った方針に打って出られる。〈協会〉お抱かかえの金きん融ゆう機関から融資も受けられるし、以前に移い譲じようを受けた〈金こん翅じ院いん〉の土地や移譲費用の問題も、一気に解決できるだろう。





　ついては、〈アストラル〉のシフトも大おお幅はばに見直したい。


　具体的には、庶務的な役やく柄がらは、社長と黒羽のふたりで十分と判断する。


『入札』は当面五割増やし、最終的には四倍まで増ぞう幅ふくしたい。手の足りない分については、アポイントを取ってきてる結社との一時提てい携けいを考える予定だ。幸い、今〈アストラル〉に興味を持っている結社は事欠かないから、こうした提携はかなりの確率で成功するだろう。


　うん、〈アストラル〉に入って初めて悪くない気分になってきたぞ。やはり、こう他人を出し抜ぬいていけるのは気持ちがいいな。





　ただ……とりあえず、社長はしばらく新しい授業に専念しとけ。


　前の事件のだってそうだが、直接関かかわって倒たおれられたりすると面めん倒どうくさいんだ。ボクが。





　それと、ちょっと気になったんで、ルーン占うらないをしてみた。


　結果は[image: ]ハガラズ。


　秩ちつ序じよの破は壊かいだ。新しい何かが訪おとずれるという兆きざしだな。何にせよ、新しいことに備えられるようにしとけ。どうせ、いきなりＢＢになればやっかみだってあるだろうし。





　……ああ。


　一応付け加えておくと、これまでの〈アストラル〉も……そんなに嫌きらいじゃないぞ。




Ortwin＝Grautz







ＰＳ、みかんへ。いい加減、オルくんはやめろ。
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　ある日、妖よう精せいが言いました。


「あなたの願いを叶かなえましょう」


　言われた吸きゆう血けつ鬼きは答えました。


「黙だまれ。お前に叶えてもらう願いなんかないね」


「どうしてでしょう？」


　不思議そうに首を傾かしげた妖精へ、女吸血鬼は鋭するどい歯を軋きしらせ、地じ獄ごくの炎ほのおのごとく冷たい瞳ひとみをたぎらせて、こう告げたのです。





「お前の面つらが気にくわねえ」





　　　　１




「──一体いつまで、こんな陰いん気きくさいところを徘はい徊かいさせるつもりだよ。いい加減、足から腐くさっちまうぞ。ああまあ、俺らの在り方からしたら、その方が似つかわしいかもしれねえけどな。だいたい、真っ当な人間なんてのがひとりもいないわけだし」


　愚ぐ痴ちだか軽口だか判然としない台詞せりふをこぼしつつ、ひとりの青年が分厚い落ち葉の絨じゆう毯たんを踏ふんでいた。


　年ねん齢れいは、二十代後半か。


　ラテン系と思われる、白人の青年である。


　頭には真っ赤な鍔つば広ひろの帽ぼう子しをかぶっており、口元には立体型のマスクをしていた。どう考えても、こんな森を進むのに適した格好ではなかったが、意外なほど足取りは軽快だった。見かけによらず、体力は人並み外れたものがあるらしい。


　そう。


　森である。


　鬱うつ蒼そうとした、深い森だった。


　欧おう州しゆうのとある小国の、国境沿いの森だ。


　暗い。


　夏の最さ中なかだというのに、まるで夜のように昏くらい。


　あらゆる光が分厚い葉のドームによって遮さえぎられ、ちいちい、きいきい、と時折齧げつ歯し類るいめいた声が木々の狭はざ間まから反はん響きようする。彼らもまた愛あい玩がん動物などではなく、この森で必死に戦い、生き抜ぬこうとする一員なのだと、そう宣言しているようでもあった。


　ひんやりとした空気には、滴したたり落ちそうなほど濃のう密みつな植物の臭においが溶とけており、都会にひきこもった人間など、それだけで金かな縛しばりにあってしまいそうだった。


「ああ糞くそ。昔、〈ゲーティア〉の工こう房ぼうの近くにも、こんな森があったがね。思い出すと、ろくな気分にならねえ」


「それは……当然でしょうね……ガラ」


　と、答えがあった。


　ラテン系の白人──ガラの、背後からだった。


　年とし頃ごろは、同じぐらい。


　こちらは、仕立ての良いチュニックの上に、やや褪あせた黄色の長衣ローブを纏まとっていた。頭には、ガラともまた違ちがう、独特の帽子を深くかぶっており、その目元は判然としない。それが中世の医師のスタイルだと、知る者は今や少なかろう。


　ただ、異様に顔色が悪かった。


　青ざめたどころか、ほとんど屍し蠟ろう並みの横顔は、医者よりも死神を思わせる。


　メルキオーレ。


　それが、この男の名前であった。


「自分の裏切った……結社の思い出なんて……それは思い出すだけで……気分も悪くなるでしょう……」


「喧けん嘩か売ってるのか？　だったら、二束三文で買うぜ」


　ガラが、ぐるりと振ふり返った。


　普ふ段だんは物ぶつ騒そうな性質タチと陽気な性格とが絶ぜつ妙みように混ざり合った男なのだが、今このときはひどく苛いら立だった目つきをしていた。


「…………」


　メルキオーレの側も、自分の言葉を取り消そうとする気配はない。


　ふたりの視線が交こう錯さくし、常ならぬ緊きん張ちようを孕はらんだとき、


「無む駄だな魔術を使うな」


　と、重い声が生まれた。


　三つ目の声は、意外な場所から放たれていた。


　メルキオーレの、右手のあたりである。そこにつり下げられた鳥とり籠かごの中に、それは転がっていたのだ。


　仮面をつけた、生首だった。


　いいや、実際のところ、そのちぎれた首からは鋼線ワイヤーとぜんまいが覗のぞいていた。自動人形オートマタ。遥はるかエジプトを発ほつ端たんとする錬れん金きん術じゆつの精せい髄ずいこそが、この生首の正体だった。


「……〈礎イエソド〉」


　メルキオーレが声を落とし、ガラが軽く舌打ちする。


　奇き怪かいきわまる存在を、その場の誰だれも異常とは思わない。


　それも当然だろう。


　居並ぶ人間のそれぞれが、生首どころではない異常を、その身体からだに抱かかえているのだから。


〈螺旋なる蛇オピオン〉。


　彼らは、そう呼ばれる結社の幹部であり、構成員であった。


「たかだか十人ばかりで、魔法の世界全体へ戦争を仕し掛かけているのだ。無駄な魔術を行使する余よ裕ゆうはない」


「お言葉は立派だがね」


　と、ガラが肩かたをすくめる。


「世界と戦争どころか、今はこの森でそろって放ほう浪ろう中だぜ。一体、いつになったら出られるわけだ？　病人と生首と一いつ緒しよの放浪生活を二ヶ月も続けていれば、そりゃうんざりするっての」


　大おお袈げ裟さに両手を広げたのは、ふざけてみたのではなく、それだけガラの苛立ちが高まっていたためだろう。


〈螺旋なる蛇オピオン〉が魔術界にその名を轟とどろき渡わたらせたのは、二ヶ月前のロンドンだった。


〈学院〉で行われた定例会議を、〈礎イエソド〉とメルキオーレのふたりはことごとく破は壊かいした。霊エーテル体で参加した幹部たちを蹂じゆう躙りんし、〈協会〉という権けん威いを踏ふみにじり、〈螺旋なる蛇オピオン〉という組織のデモンストレーションを完かん璧ぺきに成功させた。


　しかし、〈協会〉側も一いつ矢しを報むくいたのである。


　魔術による追つい跡せきにとどまらず、表向きの顔を使って各国の警察機関へ圧力をかけ、メルキオーレたちの確保を命じたのだ。


　この場合、誉ほめるべきは、〈協会〉の手て際ぎわだろう。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の強みは、個々の魔法使いの卓たく抜えつした能力と、ゲリラ的な戦いにこそある。


　つまるところ、正面からやり合わないということだ。


　いかに個々が化け物といえども、愚ぐ直ちよくに正面から戦えば、物量に勝つことは難しい。いや、あるいは〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈聖堂〉に連なる幹部クラスであれば勝ってしまうかもしれない。真に一流に達した魔法使いは、現実を凌りよう駕がする存在だからだ。


　しかし。


「我々は、現実のテロリストになってはならない」


　と、鳥籠の生首は結論する。


「我々は支持されなければならない。〈協会〉よりも我らの方が正しいのだと、世界の魔法使いに認めさせなければならない。二ヶ月前のあれは、そのためのデモンストレーションであり、確実に魔術界に浸しん透とうしている」


　メルキオーレが、微び苦く笑しようした。


「二ヶ月前……魔法使い連続殺人事件を……起こしたあげく……学院の結界をぶち破ったテロリスト紛まがいの台詞せりふとは……思えませんね……」


「あの事件でも、死者はたったの二十人足らずだ」


　重く、生首は言う。


　死者の事実をしても、その信念は曲がらない。


「史上、最も被ひ害がい者しやの少ない革命といえる」


「まあ……けほ……僕もそう信じてますが……」


　メルキオーレが咳き込みながら、続ける。


「問題は……我々が見つかっていることですよ……」


　単に、警察機関から隠かくれるだけなら簡単だ。


　他人になりすますにせよ、捜そう査さ官の認にん識しきに干かん渉しようするにせよ、その程度の術式は百でも二百でも用意できる。


　なのに、ガラたちは的確に追いつめられていた。


　この二ヶ月の間、一ヶ所にとどまれず、〈礎イエソド〉の新たな身体の用意もできなかったのは、それが理由だ。


「〈協会〉側で、俺たちの居場所を捕ほ捉そくしてる魔ま法ほう使つかいがいるってこったろ」


　ガラが唇くちびるを歪ゆがめる。


〈礎イエソド〉は、瞼まぶたを一度開閉することで、それを肯こう定ていした。


「それも、手配している。すでに、誰が捕捉してるのかはつかんだ」


「へえ」


　軽く、ガラが目を瞬またたく。


「誰か、〈協会〉の内部情報に詳くわしいヤツでもいるってわけか？」


「…………」


「はん。また座セフイラー持ちでもないヤツは、知る必要がないってか」


「そうだ」


　再び肯定して、〈礎イエソド〉は呟つぶやく。


「今、この国の時間で、十三時二十六分五十四秒……五十五秒。後、半日足らずで、結果と迎むかえが来るはずだ」


「結果？」


「…………」


　また、〈礎イエソド〉は答えなかった。


「内蔵呪じゆ力りよくの節約のため、結果まで休きゆう眠みんする。後のことはメルキオーレに一任する」


　それだけ告げて、目を閉じた。


　一いつ瞬しゆんで、すべての活動が停止していた。文字通り、自動人形オートマタとして休眠状態に入ったのである。


「……魔法使いらしすぎるだろ、その勝手ぶりは」


　と、ガラが森の天てん蓋がいを仰あおぐ。


「どうします……？　僕としては……あなたにここで降りていただいても……まるでかまいませんが……」


「冗じよう談だんだろ」


　ガラが、吐はき捨てる。


「それに、今ので少しは分かった。大陸レベルで探査魔術を使える魔法使いなんざ、〈協会〉にも数人しかいない。わざとその網あみから逃にげきらず、おとり役になってたな。相手の貴重なリソースは削けずれるし、どうせお前らもロンドンであれだけの大魔術を使った以上、数ヶ月は休む必要がある」


「……もっと早く……分かると思ってましたが」


　心底馬ば鹿かにしたような口調に、今度は反応せず、ガラは声を低くした。


「じゃあ、今の本命は誰だ？　俺らをおとり役にしてる間、何を準備してた？」


「……さて」


　くつくつと、長衣ローブの肩かたが震ふるえた。


　そのまま、再び森をある方角へ歩き出し、不意にある歌を口ずさみはじめた。


　メルキオーレという名からすればイタリアに近しい国の出身であろうに、それは英国の古い歌だった。


　マザーグース。







　──同じ羽の鳥は群れるもんだ（Birds of a feather flock together.）


　　　豚だってそうするように（And so will pigs and swine）


　　　ドブネズミやハツカネズミだってツレを選ぶもんだ（Rats and mice will have their choice,）


　　　私だってそうするように（And so will I have mine.）










　　　　２




　二ヶ月前。


　それは、魔術の世界に激げき震しんのもたらされた日のことだ。


　ロンドンを震源としたそれは、〈協会〉自体が真っ二つに割れた第二次世界大戦以来の激震と言えた。〈螺旋なる蛇オピオン〉と名乗った彼らの行動は、たった一度で、決定的なまでに魔法使いたちの常識を揺ゆるがした。


　長い歴史で積みあがっていた、〈協会〉という絶対的な権けん威い。


　いつのまにか思いこんでいた、魔術という『力』の限界。


　そのふたつが、ともに大きく揺るがされた。


　無論、崩ほう壊かいしたわけではない。


〈協会〉という組織は、その副会長たるダリウス・レヴィのもと依い然ぜん変わらぬ権力を誇ほこっていたし、多くの人間が検証してきた魔ま術じゆつの概がい念ねんがそう簡単に組み変わるはずもない。


　だが、ある思考は生じた。


　すなわち、疑っても良いのではないかという、ささやかな思い。


　当たり前と思っていたことを、疑ってもみなかったことを、もう一度考えてみても良いのではないかという──至し極ごくささやかな、しかし致ち命めい的な思考。


　あるいは、彼らの名もあっただろう。


　ただ、魔法使いの夢を目的とするとしか言わなかった組織の──〈螺旋なる蛇オピオン〉という名前の、魔術的な暗あん喩ゆ。


　誰だれも語らぬ。


　そんな疑問や、暗喩を口にする者はいない。


　だが、無言の内に、嵐あらしは巻き起こる。語られぬからこそ、より絶大に、とどめようもなく、多くの人間たちの思考を席せつ巻けんする。


　どちらが、正しいのか。


　どちらが、より『先』へと導いてくれるのか。


　魔法という執しゆう着ちやくに取り憑つかれた者たちは、それゆえに、ふたつの組織をありえぬ天てん秤びんにかけてしまう。


　まるで、信しん仰こうを試ためされるように。


　そう。


　ふたつの組織の戦いとは、すなわち魔法使いたちを導くその正当性の主張にほかならない。


　これも、その一幕。





　ガラやメルキオーレが対たい峙じしていたのと同じ頃ころ合あいに生じた──ふたつの組織の戦いの、ほんの一場面であった。





　　　　＊





　闇やみの底で、ゆるく胸が上下していた。


　女の胸だった。


　ねっとりとした闇をおしのけるようにして、艶あでやかな胸が呼吸している。


　纏まとっているのは、毛皮のコートだった。


　ほとんど加工もされていない、ごわごわと波打つ毛皮である。むしろ野や卑ひなほどの品なのに、不思議な豪ごう奢しやさも毛皮には備わっていた。


　見るべき者が見れば、それがすでに絶ぜつ滅めつした種類の、狼おおかみの毛皮だと悟さとったかもしれない。どこか野性味を残した女の横顔に、その毛皮はよく似合っている。いっそ似合いすぎて、女か獣けものか区別がつかなくなりそうだった。


〈螺旋なる蛇オピオン〉の、〈王国マルクト〉の座。


　ツェツィーリエ。


　そんな名前で呼ばれる女だ。


　あるいは、こんなあだ名でも呼ばれる。


　すなわち。


　吸きゆう血けつ鬼き、と。


「……んああ」


　ツェツィーリエの瞼まぶたが動いた。


　長い睫まつげが震ふるえ、その内側の黒い瞳ひとみを世界に晒さらす。


　同時、けくりと音をたてて、その細い喉のどが蠢うごめいた。


「かはっ」


　こぼれたのは、吐と息いきにあらず。


　血であった。


　押さえた手のひら全体を汚よごすほどに、大量の血がツェツィーリエの口からこぼれたのだった。


「……五分ほど、寝ねてたか？」


　自問する目と頰ほおは、げっそりと落ちくぼんでいる。


　その体温も異常なほど低い。常人ならば、明らかに活動不能な体温である。自嘲のように笑えみを含ふくませ、ツェツィーリエは自分の身体からだを確かく認にんする。


「やっべえ、こりゃ骨までいってるな」


　その足に触ふれて、女は軽く眉まゆをひそめた。


　右足の臑すねのあたりがぱっくりと割れて、内側から白いものが覗のぞいているのだった。


　むしろ、ツェツィーリエが驚おどろいたのは、痛みがあることだった。


　元来、痛みとは、死から自分を遠ざけるための機能だ。


　ゆえに、ツェツィーリエは滅めつ多たに痛みを感じることがない。圧あつ倒とう的な強者である彼女は、よほどのことでは傷ひとつ負わぬし、痛みを感じる必要がないからだ。死から遠い存在ゆえに、痛みという機能を排はい除じよしたのだ。


　その自分が、痛い。


「はは……は……」


　笑う。


　痛いとは、生きたがってるということだ。


　生きたがっているということは、裏返しにいえば、死にかかっているということだ。


　このツェツィーリエが。


　吸血鬼と恐おそれられ、欧おう州しゆうにその名も馳はせた自分が。


　そのことがおかしくて、女は笑った。


　笑いながら、その一方で冷静な思考が、今の自分の状じよう況きようを確認する。


　揺ゆれている。


　自分でなく、自分のいるこの広い暗室自体が揺れている。


　金属の壁かべで遮さえぎられてはいるが、かすかに鼓こ膜まくを叩たたくのは、潮しお騒さいの音だ。


（……ああ）


　やっとのことで、ツェツィーリエは思い出す。


　船の、倉庫なのだ。


　それも、総トン数七万を超こえ、乗客定員千五百、乗組員数八百を擁ようする豪華客船〈オケアノス〉の倉庫だった。


（厄やつ介かいだな……）


　と、ツェツィーリエは思う。


　伝説の吸血鬼は、流れ水を渡わたれないと言う。


　無論、これは伝説上のことで、ツェツィーリエ自身にそういった弱点はない。陽光や大蒜にんにくの臭においにたじろぐこともない。


　だが、海の上では彼女の強みが発揮できないのも本当だった。


（霊脈レイラインが喰くえない……か）


　一定以上の霊れい地ちであれば、ほとんど呪じゆ力りよくを使い放題となる彼女も、ここでは勝手が違ちがう。傷の回復力にしても、常人の数倍程度に堕だ落らくする。骨まで断たたれた右足は、次の戦せん闘とうまでの回復を望めまい。


　次の、戦闘。


　そうだ。


　今のツェツィーリエは、敵を殲せん滅めつしていなかった。


　その逆。敗北の結果として、この惨みじめな姿をさらしているのだ。


「ろくでもないなあ……」


　女は、唇くちびるを歪ゆがめる。


　こんな姿、見たやつは殺すしかあるまい。


　とりわけ、自分の元弟子オルトヴイーンなどに見られた暁あかつきには、眼球ごとくりぬいて喰ってしまうしかないだろう。苦痛に悶もだえる少年の姿を想像して、ほんの少しだけツェツィーリエの気分が和やわらいだ。


　その、ほんの少しの和らぎが、ひとりの命を救ったのかもしれない。


「……あな、たは」


　かぼそい声が、耳じ朶だを叩いたのだ。


「ん？」


　ツェツィーリエの瞳ひとみが、横に流れる。


　そこに、おおよそ八歳かそこらと思われる、小さな白人の少女がしゃがみこんでいた。


「ああ、そうか。お前、あたしがさらったんだったな」


　ツェツィーリエは、つまらなそうに口にした。


　軽く、こめかみを揉もむ。やはり倒たおれ込むまでの記き憶おくが曖あい昧まいになっているらしい。


　敗走の際、この倉庫まで逃にげ込むために人ひと質じちを取ったのだった。


「あな、たは……あた、あたし……を……姉さん……をどうする、の？」


　赤いおさげの髪かみが揺れた。


「どうするもこうするも、あたしの足をこんなにしたのはあんたの姉さんだぜ？」


　ツェツィーリエが目を細める。


　女の子は、涙なみだ目めになって顔を伏ふせていた。


　泣きはらした頰ほおのあたり、嗜し虐ぎやく心しんをそそらないでもないが惜おしい。もう少しぐらい、抵てい抗こうしてもらった方がツェツィーリエの好みである。せめて精気オドを喰らうことを考えないでもなかったが、今の体調だと、無理に喰う方が疲つかれるだろう。


　それより、気になることは──


「お前、なんでこの船に乗ってたんだ？」


「あ、あたし……あたしは……姉さんに……会いたかったから……おと、お友達に……お願いして……こっそりここに連れてきてもらっ……もらってたの」


「そうかい」


　それで、納なつ得とくがいった。


　あれだけの腕うでの魔ま法ほう使つかいが、護衛任務だというのに身内を近くにおいているのは、いささかおかしかったからだ。勝手に潜もぐり込んでいたというなら、説明はつく。人質になってもらえたことを考えれば、感謝してもいいぐらいだ。


　すると、ぐっと嗚お咽えつをこらえるようにして、女の子が尋たずねてきた。


「……オードリー様が……あ、あなたの……狙ねらいだったんですか？」


「あー、まあそうなるな」


　ツェツィーリエが首しゆ肯こうする。


〈協会〉でも屈くつ指しの占せん星せい術じゆつ師しオードリー・ラーター。


　彼女こそが、メルキオーレと〈礎イエソド〉を捕ほ捉そくした魔法使いだった。


　ロンドンに残った魔術の気配をたぐりよせ、占星術の結果と重ね合わせることで、彼らの移動経路を看破したのだ。直接顔を合わせたこともない相手を、しかも欧おう州しゆうのどこにいるとも知れぬのに探査した術式は、もはや神かみ業わざといってもよい。


　だからこそ、ツェツィーリエはその占星術師を打破するため、この豪ごう華か客船に潜り込んだのだった。


（…………）


　思い出す。


　ツェツィーリエは、隠かくれたりはしなかった。


　ただ、客船が海に出た後、相手のいる客室へと真っ直すぐに上っていっただけだ。


　後は、邪じや魔まな相手を潰つぶしただけ。


　手当たり次し第だいに砕くだいていく行こう為いは、もはや殺人とも言い難がたい。


　ツェツィーリエにしてみれば、障害物を払はらっているだけなのだ。そこに殺意は存在しない。生きるか死ぬかなどどうでもよく、ただ面めん倒どうくさげに薙なぎ払うだけ。


　それだけで、人間がちぎれていく。


　無む駄だに拳けん銃じゆうを撃うつ程度で、あるいは〈協会〉に雇やとわれたのだろう魔法使いがまともな魔術も編めずに、片かた端はしから壊こわされていく。


　破は壊かいの権ごん化げ。


　ツェツィーリエは、まさしくそういう存在だった。


　そういう存在として、辿たどり着いた。


　大きな──というより、巨きよ大だいな客室キヤビン。


　その床ゆかには大きな魔法円が描えがかれ、空気は甘いインセンスの香かおりに満たされていた。メルキオーレたちを捜さがさせるため、〈協会〉が用意した部屋だろう。


　海の上という条件も、欧州のどこに潜ひそんでいるか分からない相手を捜すのに、都合が良かったからと思われた。


　その魔法円のそばで、


「……なるほど」


　と、占星術師──オードリー・ラーターは呟つぶやいた。


　ゆるいウェーブのかかった黒くろ髪かみに、紫むらさきのドレスを着た、二十代後半ほどの女。どこか物もの憂うげな眼まな差ざしは、部屋の入り口に佇たたずむツェツィーリエを静かに見つめた。


「あなたでしたか、ツェツィーリエ」


「へえ、あたしを知ってるのか」


「知らずにいられる立場ではありません」


「それはそうか」


　鋭するどい歯を剝むき出しにして、ツェツィーリエは笑った。よく笑う女ではあった。


「じゃあ、後は何をしても同じだってのも、分かってるわけだ」


　牙きばを舐なめて、歩み寄る。


「しばらく魔術が扱あつかえないぐらいに、精気オドを吸わせてもらうよ。抵抗しないなら、あたしの気分次第では生かしてやる」


「あなたの気分次第？　殺すようには言われてないのですか？」


「別段、殺すのが必ひつ須すとは言われてないね。まあ殺さないようにも言われてないから、あたしは適当にやってるさ」


　実際、ここまでに彼女と出で遭あった者の半数は死んでいるだろう。


　魔術に関かかわりのない一いつ般ぱん客きやくがいたかは分からないが、わざわざ一般人を避さけるような精神こころも、ツェツィーリエにはない。


　たまたま、自分と遭ったのが不幸だった。


　そういう風に、ツェツィーリエは思っている。


　台風に巻き込まれようが、交通事故に遭おうが人は死ぬ。自分についてもそういう枠わく組ぐみで捉とらえているのだ。他人の運不運については、彼女の知ったことではない。


「なるほど」


　と、もう一度オードリーは言った。


「あなたは、自分のことを気き紛まぐれな災さい厄やくと考えているのね。潰すのも壊すのも大好きだけれど、死ぬかどうかは相手次第だって。自分のわがままを、世界すべてに通用させないと気が済まない人なのね」


「ああ。いいだろ、そういうの」


　吸きゆう血けつ鬼きは嗤わらう。


「そりゃあ殺したくなる相手も、貪むさぼりたくなる相手もいるがね。今のところ、あんたは対象外。安心したか？」


「ええ、とっても」


　と、オードリーはうなずいた。


「あなたが来てくれて良かった。私も安心して、始末していただけます」


「は？」





　瞬しゆん間かん、





「っ?!」


　ぞぞ、と吸血鬼の直感が、ツェツィーリエを突つき動かした。


　ライフル弾だんさえ回かい避ひする。吸血鬼の身体能力。


　なのに、間に合わなかった。


　どっ、と不可視の衝しよう撃げきが女吸血鬼の身体を突き抜ぬけたのだ。


「かっ──！」


　大きく呻うめき、客室の入り口から通路の壁かべまで弾はじき飛ばされたツェツィーリエは、信じられぬように目を見開いた。


（なん……だ……今のは……）


　壁まで飛ばされたことではない。


　自分の状態が、ツェツィーリエには最も信じられなかった。


　身体中の神経が、残らず鑢やすりにかけられたようだった。


　激痛を通り越こして、もはや断だん末まつ魔ま。頭ず蓋がい骨こつをこじあけて、脳を直接フォークでかき回されるようだった。


　たとえ壁を砕くだくほどの衝撃を受けても、これほどのダメージを負うはずがなかった。いいや、そもそも今の自分の回避行動は異様に遅おそくなかったか。


「お、前……」


　掠かすれた声で、ツェツィーリエが顔をあげる。


「お初にお目にかかる」


　古風な言い回しで、その人ひと影かげはゆらりとツェツィーリエの視界に現れた。


　女だ。


　まだ若い。


　十六か、七か。


　鮮あざやかに赤い髪かみを肩けん胛こう骨こつのあたりで切り揃そろえ、肩かたと胸の要所にだけ古めかしい銀の鎧よろいを装着した少女であった。


　少女は、その澄すんだ瑠る璃り色いろの瞳ひとみの前に、一ひと振ふりの剣けんを掲かかげていた。


　十字剣クルセイダーソード。


　柄つか拵ごしらえに華か麗れいな装そう飾しよくをなされた剣を掲げ、それは堂々と口にする。


「我が名は、〈銀の騎士団〉がアデプト──クロエ・ラドクリフ」


「……〈銀の……騎士団〉？」


　その名前は、知っていた。


（確か……テンプル騎士団あたりの流れか……？）


　テンプル騎士団。


　悪あく魔まと取り引きしたという濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、教皇直々に破門とされた伝説の騎士団。


　しかし、実際にテンプル騎士団より派生したかは知らぬが、そういう歴史的背景を元に成立した魔術集団がある。


　それが、〈銀の騎士団〉だった。


（つまり、こいつは……）


　思い浮うかべたとき、相手が口を開いた。


「すでに、理解していると思うが」


　少女──クロエが前置きする。


「私は、異い端たん排はい除じよのためにここへまかりこした。汝なんじの邪じや悪あく、我が剣の前にことごとく塵ちりと化すと知れ」


「そいつは……丁てい寧ねいにありがとうな」


　吐はき捨てて、ツェツィーリエは思考を巡めぐらせる。


　その通りだ。


〈銀の騎士団〉はその発生上の理由から、異端排除の魔術を多く取り入れている。


　そして、ツェツィーリエの使う魔術──いいや、ツェツィーリエを構成する魔術は、彼らの定義する『異端』そのものなのだった。


　おそらく、女騎士自体の技量は、ツェツィーリエほどではない。


　しかし、


（……術式の、相あい性しようか）


　自分のダメージの原因を、女吸血鬼は思い知る。


　異端を抹まつ殺さつすることに専門化された魔法使いならば、あるいは自分の吸血鬼としての特性も封ふう殺さつしうるという、その可能性。


　最悪の相性だ。


　いいや。


　最悪の相性になるよう、操作されたに違ちがいない。


　予知することにおいて、占せん星せい術じゆつ以上の魔術は少ない。まして、オードリー・ラーターとなれば世界で比肩しうる者が何人いるか。


　だからこそ、彼女は呼ばれた。


　ピンポイントに、ツェツィーリエに対抗するためだけの魔法使い。


　ツェツィーリエという稀き代たいの女吸きゆう血けつ鬼きをして、稀代の女吸血鬼だからこそ畏い怖ふせざるをえない、紅毛の騎士。


　クロエ・ラドクリフ。





「汝の留とどまる場所はこの地上にはなし。至高の御み名なにおいて汝を撃げき滅めつせん。アーメンかくあれかし！」





　猛たけ々だけしい呪文スペルとともに、剣が流れる。


（──く、お──っ?!）


　その銀光を目まの当たりにしただけで、ツェツィーリエは自分の動きが鈍にぶるのを感じた。


　鉛なまりの服でも着せられている錯さつ覚かくを感じつつ、それでも全力で真横に跳とぶ。


　すんでで間に合った。


　ツェツィーリエの長い黒くろ髪かみを切断しながら、剣は床ゆかに食い入った。


　同時、ツェツィーリエは懐ふところの触媒カタリストをばらまいた。


　金貨に刻んだ紋もん様ようを、解き放つ。


　ルーン魔ま術じゆつ。


　[image: ]





「汝は始まり！　汝は導く船！　汝は輝かがやける松明たいまつ！　されば爆はぜろ、ケイナズ！」





　呪じゆ力りよく任せに、爆ばく発はつを巻き起こす。


　その爆ばく炎えんにまぎれようとして、なお遅おそかったのをツェツィーリエは悟さとった。


　人並みに堕だ落らくした肉体へ、真っ向から振ふり落とされる十字剣クルセイダーソード。


「アーメン！」


　単なる祈いのりにあらず、呪力をこめた詠えい唱しようにツェツィーリエが硬こう直ちよくする。


　噴ふき出る血しぶきを、他人のもののように吸血鬼は見た。


　次の瞬しゆん間かん、足がちぎれたかという激痛。


　止まらず、クロエがさらに迫せまる。


　今度こそ、回かい避ひも防ぼう御ぎよもならぬ渾こん身しんの一いち撃げき。いかな吸血鬼の身体からだとて、その剣けんの前にはたやすく両断されよう。


（────っ）


　声が割り込んだのは、その瞬間だった。


「姉さん、何が──！」


　他の、客。


　姿を見る余よ裕ゆうは無かった。


　ただひっつかみ、無理矢理に盾たてとする。


「あ……っ?!」


「アンネ?!」


　それで、剣が止まった。


　もはや意識も遠く、条件反射的にツェツィーリエはルーンを放つ。





「ケイナズ！」





　爆発が、世界を圧した。


　思考ではなく、身体が行動を決めた。


　勝てない戦いを喜ぶ風には、ツェツィーリエは歪ゆがんでない。


　だから、破は壊かいに破壊を重ねて、やっとこの倉庫まで逃にげ込んできた。


　もっとも、まともな隠おん密みつ工作はしていない。あの女騎士クロエなら、すぐに追いついてくることだろう。


（……どう、対処できる？）


　手持ちのルーンを思い浮うかべ、ありとあらゆる術式を検けん索さくしてるとき、少女の声がツェツィーリエを現実へ引き戻もどした


「あな……たは……」


　ガチガチと舌を嚙かみそうになりながら、ひっ、ひっ、とこぼれる嗚お咽えつをこらえながら、ツェツィーリエの捕とらえてきた少女──アンネはこう言ったのだ。


「あたしを……殺しなさい」


「はああ？」


「ま……また、あたしをあんな人ひと質じちに使うぐらいだったら……こ、ここで……ここ、殺しなっ、さい」


「……あー」


　くだらなそうに、ツェツィーリエは顔をしかめた。


「もう、そういう使い方はしねえよ。つうか逃げるなり何なり、好きにしろ」


「え……？」


　ツェツィーリエからしてみれば、獲え物もの以外の相手になど、興味の湧わくはずもない。


　ここまで連れてきてしまったのは、あまりに少女が軽すぎたので、つかんでいることも忘れてしまっていたからだ。


　最前は盾として使ったが、同じ手が二度通じるとも思えない。あの女騎士が吸血鬼の知る高潔なる騎士団のアデプトなら、次は貴い犠ぎ牲せいに涙なみだしながら、もろともに斬きりに来るだろう。


　信しん仰こうとは、そういうものだ。


「にっ……逃げ、て、い、いい、んですか？」


「ああ。好きにしろっつってんだろ」


「で、でも……」


　少女の顔が、またぐにゃりと歪む。


「あああ、足が、ぜんぜん、立たなくって……」


　ぺたんと冷たい床に手を貼はりつけたまま、少女が泣き笑いみたいな表情を浮かべたのだ。


「知るか。じゃあ、そこでおもらしでも何でもしてろ」


　ツェツィーリエが吐はき捨てる。


　すると、妙みようにユーモラスな音楽が倉庫に響ひびいたのだ。


　ケルト音楽っぽい耳に優やさしい曲で──携けい帯たいの着信音は、少女の持ったポシェットのあたりから流れていた。


「取れよ」


「は、はは、はい……」


　小刻みにうなずいて、少女は携帯を耳にあてた。


「あ……っ」


「あん？」


「あの……あの……」


　携帯を、こちらに差し出してくる。


「何だ？」


「あな……あなた、あてなんです」


「は？」


　眉まゆをひそめたツェツィーリエが、ひとまず携帯を持ち上げた。





『あなたの願い、叶かなえましょうか？』





　それは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の〈調停テイフエレト〉の座──フィン・クルーダの声であった。


「お前……フィンっ」


『ええ』


　にっこりと微び笑しようが見えそうな声で、フィンが肯こう定ていした。


『いつぞや話していたと思うんですよ。願いを叶えませんかって。でも、あなたには断られてばかりでしたから』


「ああ、いらないね。お前みたいなヤツから何かもらうって、考えただけでも虫むし酸ずが走る」


『でも、今は必要じゃないですか？』


　ゆっくりと、フィンが問う。


　優しく、甘く、穏おだやかな声で問う。


『もっと強い力が──欲しくないですか？』





　　　　３




（……どうして、あんなところにアンネが？）


　階段を駆かけ下りながら、クロエ・ラドクリフの心には嵐あらしが巻き起こっていた。


　妹は、故郷に残してきたはずだった。


　今回の任務の危険度は、重々承知していた。


〈螺旋なる蛇オピオン〉。


〈協会〉に正面から反旗を翻ひるがえした愚ぐ者しやたちへの報復。


　ゆえに、どのような魔ま法ほう使つかいが現れてもおかしくはなく、自分の死だって十分に覚かく悟ごしていたはずだった。


　まさか、そこにアンネが現れるとは……。


（次は……）


　と、クロエは奥おく歯ばを嚙む。


　次は、斬る。


　邪じや悪あくを征せいするために、不可欠な犠牲であれば、それが妹であろうと容よう赦しやしない。


　そういう風に思考を形成するために、いつもより数秒かかった。光り輝かがやく思い出を切り払はらうのは、一番の難事であるとクロエは思い知った。


　思考と感情を切り離はなす。


　ただ、敵を追っていく。


　幸い、すでに乗客の避ひ難なんは手配されており、ほとんど人ひと影かげは見あたらなかった。この豪ごう華か客船自体、〈協会〉の息がかかっているため、避難はスムーズに運んだらしい。


　足が止まった。


　パブリックフロアの最初にある、パーティ用の広間だった。


　豪奢なシャンデリアのかかったその広間の椅い子すに、獣けものの毛皮を纏まとった、黒くろ髪かみの女が座っていたのである。


「ツェツィーリエ」


　名を呼び、クロエは剣けんを構えた。


「オードリー様は、先に脱だつ出しゆつしてもらった」


　相手の挙動に神経を集中しながら、言う。


「お前がどうしようが、もうオードリー様には届かない」


「そうかい」


　椅子に座ったまま、ツェツィーリエは軽く首の裏を搔かいた。


　手元のテーブルには、ワインが置いてある。


　足下の絨じゆう毯たんは、血に濡ぬれていた。まだ血も止まってないらしい。もとより自分の十字剣クルセイダーソードで斬きられた以上、いかな吸きゆう血けつ鬼きといえど、まともな回復は望めない。


「実のところさ。頼たのまれごとは、わりとどうでも良かったんだ」


　と、ツェツィーリエは言う。


「何？」


「でもさ、こんな傷物にされて黙だまって帰るわけにはいかねえだろ。ただでさえ春先にひでえ目にあわされててさ。ちっと自信を失い気味なんだ。これ以上負けが込こむと、どうにも気分が滅め入いっちまう。これでも年なんでね。なるだけ毎日楽しく生きていきたいわけさ」


「…………」


　女吸血鬼の言うことは分からなかったが、クロエは思考を取りやめた。


　相手の言葉をいちいち理解しようとしては、ロスが大きい。ここにいるのは、ただ滅ほろぼすだけの相手である。〈協会〉側からすれば、さらなる情報を得たいだろうが、それはたまたま相手が生き残った場合でいい。


「ああ。そういや、訊きかないのかい」


「何をだ？」


「あの妹のこと」


「お前に捕とらえられたときから、もう死んだと思っている」


「そりゃ可哀かわい想そうに」


　ツェツィーリエが鋭するどい牙きばを剝むいて笑った。


「ほれ、そこにいるぜ」


「っ！」


　クロエが息を飲んだ。


　視線で誘ゆう導どうした壁かべの隅すみに、小さな妹がぺたんと貼はりついていたのだ。一いち瞥べつした分には目立った傷もなく、拘こう束そくされている様子もなかった。


「人ひと質じちに使わないのか？」


「使っても、お前、今度はそいつごと斬るつもりだろ？」


　あっさりと言い返された。


　言葉に窮きゆうしたクロエが、せめて何事かを切り返そうと胸むな元もとへ手をやった。精神的に優位に立たれては、戦いにも影えい響きようが生じる。


「お前は……」


「ああ、やめとけやめとけ。頭の固い連中とぐちゃぐちゃ話してると、体調がますます悪くなっちまう。ただでさえ貧ひん血けつ気味なのに、また眠ねむっちまいそうだ」


　ひらひらと、ツェツィーリエが手を振ふる。


　それから、立ち上がった。


「んじゃ、さっさとやろうか」


「その身体からだでか」


「おかまいなく。一応、最低限のもてなしはできるつもりだぜ？」


　女吸血鬼が、軽く首を鳴らす。


「本気を出す理由もできたしな」


　すう、と右手に取り出したのは、小さな壺つぼだった。


　青銅と思おぼしい、錆さびた壺。


　その壺の蓋ふたが弾かれ、どろりとした緑色の液体が長い髪に浴びせかけられたのだ。むせかえるほど強きよう烈れつな臭においは、瞬またたく間まに広間全体へ広がった。


　腐くさった獣の血と、ハーブとが混ざり合った臭い。





「変へん生じようせよ！　変生せよ！　変生せよ！　意味を成して、我を喰くらい、すなわちルーンの礎いしずえとさせよ！」





　呪文スペルとともに、腐った液体は髪から首を、首から毛皮を伝わって、女の五体を流れていった。


　異変も、ともに生じた。


　女の纏まとっていた毛皮が……その肢し体たいに取り込まれていくのだ。


　単なるコートだった毛皮は、女自身の体毛となり、針金のごとくそそり立つ。死んでいた体毛に生命いのちが注ぎ込まれ、女の身体をおぞましく──それでいてより美々しく変生させていく。


　それにつれて、さらに牙は長く鋭くなり、手足の爪つめさえも常識を超こえて肥大化した。


「それ、は……」


　クロエは感じた。


　女の毛皮に描えがかれた、おびただしいルーンを。


　とりわけ、三つのルーンは繰くり返して刻まれており、今の液体と呪文スペルを浴びて、その本来の『意味』を成そうとしていた。
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　すなわち、それは単独のルーンでは成せぬ、真なるルーンの秘術。


　神力のルーン。


「は……ああああっははははははははっはははははははははははははははははははははははっははははっはははははははっははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！」


　長く長く、女は嗤わらった。


　まるで、獣けものの遠とお吠ぼえのようだった。


「さあ、始めようかあっ！」


　嗤ったまま、女が広間を跳とんだ。





　　　　＊





（……あれ……が……姉さんの……敵の……）


　変へん化げしていく吸きゆう血けつ鬼きを見ながら、アンネは戦せん慄りつをこらえていた。


　おぞましい光景だった。


　おぞましいのに美しく、目の離はなせない光景だった。


　異い端たん。


　姉の敵であり、けして融ゆう和わせざる異教徒の魔術。


　実際、あの女吸血鬼は、どうあってもアンネたちと共存できるとは思えない。遠く北の海で荒あれ狂くるっていた蛮ばん族ぞくの魔法使いの、その極きよく致ち。


　神のつくりたもうた人間を餓が獣じゆうに貶おとしめる秘術など、自分たちと折り合うはずはない。


　だけど、


（だけど……）


　と、アンネは思う。


　少女は、覚えていた。





『もっと強い力が──欲しくないですか？』





　そう囁ささやいたフィンに、


「いらないよ」


　と、即そく座ざにツェツィーリエが答えたのを。


『不思議ですね。あなたは強くなりたくて、〈螺旋なる蛇オピオン〉に入信したのでは？』


「そうだよ」


　と、女は認める。


「だけどな。お前の言ってるような、ただ願っただけで手に入れるようなお安い強さは御ご免めん被こうむる」


　ツェツィーリエは唇くちびるを歪ゆがめる。


　黒い口紅の塗ぬられた唇は、毒どく蛭ひるにも似ていた。


「それに、やっと分かったぜ。なんでこの餓が鬼きのお友達が、こんな客船に人を潜もぐり込ませられるのかと思ったけど……要するに、お前がお友達だったんだな」


「あ……っ！」


　じろり、と吸血鬼に睨にらまれて、アンネが震ふるえた。


『これはどうも』


　と、フィンの声が苦く笑しようする。


『単に、ちょっとお願いされたので叶かなえただけです。お姉さんのいるところに行きたいって言うものですから』


「よく分かってるよ。お前はそういうヤツだ」


　ツェツィーリエがうなずく。


「お前は、願いを叶えるだけが目的なんだ。その後のことも、願いを叶える相手のこともこれっぱかしも考えてない。だったら、なおさらそんなヤツに力なんてもらえるはずがないだろ」


『これは手厳しい。じゃあ、力じゃなくて情報ならいかがです？　ツェツィーリエさんが知りたそうなこととか』


「くどいぜお前。ちっと頭から喰くわれてみるか？」


『たとえば、それが伊庭いつきのことでも？』


「…………」


　一いつ瞬しゆん、女が逡しゆん巡じゆんした。


　それが、この春に、女吸血鬼を打破した少年の名前だったからだ。


　裏切るはずのなかった弟で子しを裏切らせ、ツェツィーリエでさえ未知の『力』を行使して、数十年ぶりの敗北を味わわせた少年。


『伊庭いつきが特別である秘密なんて、知りたくありませんか？』


「お前、何を知ってる？」


『さあ』


　と、少年は朗らかに笑った。


『願いを叶えたくなりました？』


「…………」


　少しの間、ツェツィーリエは押し黙だまった。


「ひとつ、賭かけをしようか」


『ははあ』


「あたしが勝てば、お前の知ってることを教えろ。あたしが負けたら、お前の言うとおり、願いを叶えさせてやる」


『それは、結果が同じじゃありません？』


「全然違ちがうさ」


　困った声のフィンに、女吸きゆう血けつ鬼きが言う。


「奪うばい取るのと、施ほどこされるのは全然違う」


　そう言って、実にふてぶてしく笑えみをうかべたのであった。


「……ああ」


　今、アンネはため息をつく。


（姉さん……！）


　この吸血鬼は、間違いなく邪じや悪あくだ。


　だけど、邪悪とは関かかわりのないところで、まったく独立したところに、その強さを保持している。


　そのことが、何か姉に致ち命めい的な結果をもたらすような気がしてならなかった。


（姉さん……っ）


　不安を覆おおい隠かくすように、少女は自らの拳こぶしを覆い、祈いのりを捧ささげたのであった。





　　　　４




　天てん井じよう近くまで跳ちよう躍やくしたツェツィーリエは、ルーンを刻んだ金貨を矢や継つぎ早に投とう擲てきした。


　刻まれたルーンは、すべて同じだった。
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「汝なんじは氷！　汝は凍とう結けつ！　汝は停止！　されば阻はばめ、イーサ！」





　クロエの周囲から、四方八方、氷の柱が突つきあがる。


　魔ま術じゆつでくくられた氷だった。


　それも、まるで茨いばらのごとくに数え切れぬ棘とげを突きだし、前後左右、女騎き士しのあらゆる逃にげ場ばを封ふうじて、襲おそいかかったのだ。


「……そうか」


　と、クロエは小さく呟つぶやいた。


　十字剣クルセイダーソードが振ふり上げられる。


　そのまま床ゆかに突き刺さし、女騎士はこう叫さけんだのだ。





「汚けがらわしき邪悪なるものよ、汝の座へ還かえれ！　アーメン！」





　地面に落ちるは、十じゆう字じ架かの影かげ。


　[image: ]イーサを操あやつっていた呪じゆ力りよくが、その影に吸い込まれる。


　途と端たん、ルーンによって形成されていた氷も、瞬またたく間まに『力』を失い、絨じゆう毯たんに溶とけていったのである。


「そんな芸もあるか！」


　吸血鬼が嗤わらった。


　嗤うしかなかった。


　変生しても、身体能力はやっといつもの半分ほど。


　ひとつひとつの動きが、笑いたくなるぐらいに遅おそい。もどかしいというよりも、止まっているような感覚。中ちゆう途と半はん端ぱに感覚だけが研とぎ澄すまされているのが、なおツェツィーリエの笑いを誘さそってやまなかった。


「はっ……あはははははははははははは！」


　嗤いながら、走った。


　嗤いながら、迫せまった。


　嗤いながら、鉤かぎ爪づめを振ふるう。


　十字剣クルセイダーソードがそれを受け止め、風車のごとくに薙なぎ返す。


　わずか数秒。


　爪と剣の交こう錯さくは、火花だけで二十以上を数えた。


（かっ……）


　そのたびに、ツェツィーリエの身体には、火ひ箸ばしで貫つらぬかれる激痛が走る。


　変生したことが、なお彼女を『異い端たん』と変えていた。この状態では、十字剣クルセイダーソードと触ふれるだけでショック死しかねない。


　問題は、十字剣クルセイダーソードの方だ。


　おそらくは、十字軍の遠えん征せいで実際に使われたのだろう『本物』だった。


　いかなツェツィーリエといえども、千年近くを経た呪物フエテイシユ相手となれば、その『力』を無視できない。単純に、信しん仰こうを捧げられてきた年月が、吸血鬼の身体に蓄たくわえられた呪力と魔術とを霧む散さんさせていくのだ。


（これが……『死』かよ……）


　自分の身体と魂たましいとが、断絶させられていく感覚。


　鉤爪を振るうたび、自分と身体とをつなぐ糸がちぎれるようだった。


　しかし、離はなれても勝ち目はない。


　この距きよ離りで、吸血鬼の身体能力に物を言わせているからこそ、押さえ込めているのだ。もし離れれば、後はじり貧ひんで滅ほろぼされるだけだろう。





　──『もっと強い力が、欲しくないですか？』





　フィンの言葉が、脳のう裏りをよぎった。


（欲しいとも）


　ツェツィーリエは思う。


　欲しい。


　欲しくてたまらない。


　ツェツィーリエという魔法使いは、ひたすら貪どん欲よくに『力』を求める。


　だが。


　無条件に貰えるなんて、くだらない。


　奪うばってこそ自分だ。


　他人からもぎとってこそ自分だ。


　蹂じゆう躙りんしたい、とツェツィーリエは願う。


　破は壊かいしたい。


　殺さつ戮りくしたい。


　思うがままに、あらゆるものを汚けがして、犯おかして、貪むさぼって、抉えぐって、砕くだいて、引き裂さいて、嚙かみ裂いて──吸い尽つくしたい。


　ただし、すべて自分の意思でだ。


　そこには、後ろめたさや不純な取り引きなど、微み塵じんも介かい入にゆうさせてはならない。


　ただただ、自らの心だけで『怪かい物ぶつ』でなければならない。


　それこそが、ツェツィーリエの原初たる衝しよう動どう。


「ああああっはははははははははははははははははははははははははは！」


　嗤う。


　おかしくて嗤う。


　剣と、鉤爪とが、また打ち合う。


　その響ひびきは、けして人間の肉体がたてる音ではない。


　まさしく最上の、人を殺すための金属同士がたてる衝しよう突とつ音おんだ。


「何がおかしい」


　と、クロエが訊きいた。


「これがおかしくないわけねえだろ」


　と、ツェツィーリエは答えた。


「お前、本当に英えい雄ゆうだよ。怪物殺しの英雄だ。だからこそあたしを殺せる」


「当然だ。私がお前を殺す」


　クロエの声に、躊躇ためらいはない。


　少なくとも人のカタチをした──していたモノを殺すことについても、少女は最も早はや葛かつ藤とうしない。彼女の覚えた魔術は、彼女が身につけた魔術は、そういうレベルに達している。


　だから、ツェツィーリエは言う。


「春までだったら、あたしを殺せたよ」


「な──っ?!」


　一いつ瞬しゆん、迷いが生じた剣を受けて、ツェツィーリエは後退した。


　敗北を意味するはずの後退と同時に、金貨をばらまく。


　その金貨に刻まれたルーンは、ハガラズ。
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「汝なんじは嵐あらし！　汝は雹ひよう！　汝は災わざわい！　されば喰くらえ、ハガラズ！」





　突とつ然ぜん、黒ずんだ風が巻き起こった。


　その風の吹ふくところ、広間のテーブルは崩くずれ、絨じゆう毯たんは腐くさり果てた。数あるルーンの内でも、最大の呪じゆ詛そを込こめられた──ハガラズとは『災い』のルーンであった。


「足あ搔がくかっ！」


　黒風を、十字剣クルセイダーソードが切り払はらう。


　たとえ腐ふ敗はいの黒風といえど、千年の間『異端』を抹まつ殺さつしてきた十字剣クルセイダーソードを錆さびつかせる道理はない。


　一ひと振ふりで黒風を無効化し、クロエは駆かけた。


　後退したツェツィーリエの動きが、クロエには見えていた。


　もはや、吸きゆう血けつ鬼きに最初の鋭するどさはない。ましてや右足は最初の戦いで骨まで断たっている。いくら肉体強化の術式を使おうが、誤ご魔ま化かせる限界はとうに過ぎていた。


「アーメンかくあれかし！」


　必ひつ滅めつの意思をこめ、女吸血鬼の首筋へ、十字剣クルセイダーソードが流れた。


　骨まで刃はが埋うまったのを、クロエは感じた。


　ツェツィーリエが掲かかげた右みぎ腕うでの半ばまで、確実に十字剣クルセイダーソードは達していた。


　だが、


「お前にやるのは、その腕だけだ」


　と、ツェツィーリエは嗤わらった。


「っ！」


　クロエが目を見張った。


　ぎり、と十字剣クルセイダーソードがねじれたのだ。


　剣を埋め込まれたまま、ツェツィーリエが身体からだをしぼりあげる。結果、ぶちぶちと断だん裂れつしながらも、ねじれる筋肉に十字剣クルセイダーソードが持っていかれる。


「させ……るか……っ！」


　クロエが前進した。


　てこの力点を外して、剣を取り返そうとする。


　そのときだった。


　ほんのわずかだが──床がずれたのだ。


「?!」


　海の、波による揺ゆれだった。


　豪ごう華か客船と呼ばれるクラスでは滅めつ多たにないことだったが、船である以上は揺れる。


　そして、その刹せつ那な、ツェツィーリエの身体が沈しずみ込み──クロエの身体が不自然に回転して、重力が消えた。


（足、払い──っ?!）


　クロエは知っていた。


　ヴァイキングの闘法は、足場の確保よりなることを。


　船上で成立した武術ゆえに、相手を転てん倒とうさせる技術に長たけている。


　しかし、その足あし払ばらいから連なったツェツィーリエの技法は、知らなかった。


　自分の腕を犠ぎ牲せいに十字剣クルセイダーソードを受け止め、力学的に優位へ持ち込もうとする東方の武術の理ことわりを、知らなかった。


　ただ、にんまりとした女吸血鬼の笑みだけを、空中でクロエは見た。


「鑽さん拳けん、って言うそうだ」


　女が嗤った。


　鑽さん拳けん。


　五行拳が一。


　かつて、ツェツィーリエ自身が伊庭いつきに浴びせられた拳。


『鑽きり』とは、貫つらぬくものの意。


　十字剣クルセイダーソードを埋め込まれたまま、半ばちぎれた右手がクロエへと迸ほとばしった。





　白銀の鎧よろいを貫き、女吸血鬼の鉤かぎ爪づめは深々とクロエの肩かた口ぐちにねじこまれた。





　　　　５




　戦いは、終わった。


　吸血鬼ツエツイーリエほどの強化術式を持たぬクロエが、その一いち撃げきに耐たえられるはずもない。


「姉、さん……っ」


　膝ひざから崩くずれ落ちた女騎き士しへ、妹のアンナが駆け寄った。


　ツェツィーリエは、興味を失ったように、広間の柱へと背を持たせかける。


「痛いてえ～……」


　ほとんど皮だけでつながった右手を振る。


　ぶらぶらと揺れる右手は、まるで玩具おもちやのように現実味がなかった。


　それから、広間の奥へと声をかけた。


「出てこいよ。さっきから見てたろうが。この覗のぞき魔ま野や郎ろう」


　しいん、と返事はない。


　ツェツィーリエは、ぎらりと牙きばを剝むいた。


「喰くうぞ？」


「──やや、それは困ります」


　途と端たん、闇やみの奥から、人ひと影かげが現れた。


　年ねん齢れいは十七、八か。癖くせのある金きん髪ぱつに鳶とび色いろの瞳ひとみ。悪戯いたずらっぽい童顔につかみどころのない笑えみを滲にじませた少年。


　フィン・クルーダであった。


　そして、隣となりには紫むらさきのドレスを纏まとった女性が佇たたずんでいたのである。


　占せん星せい術じゆつ師しオードリー・ラーターが。


「え……っ？」


　倒たおれたまま、クロエが目を剝いた。


「どう……して。あなたは……もう……逃にげたはず……」


「ごめんなさいね、クロエさん」


　心底申し訳なさそうに、オードリーが囁ささやいた。


　すう、と隣に立つ少年──フィンを見やる。


「この方と賭かけをしていたのよ。私が絶対の勝利を予知したあなたと、〈螺旋なる蛇オピオン〉のツェツィーリエさんのどちらが勝つか。それで私の予知が外れるような──あなたが負けるようなことがあれば、私は〈螺旋なる蛇オピオン〉に理があるとして、そちらに付くと」


「な……っ」


　呻うめいたクロエも、むべなるかな。


　護まもろうとした対象こそが、最大の裏切り者と変じるとは。


　まるで──これでは道どう化けではないか。


「代わりに、あなたと妹さんの命は保証させていただきます。〈銀の騎士団〉と〈協会〉にはよろしくお伝えくださいませ」


　低頭して、オードリーが踵きびすを返した。


　嗚お咽えつのような、呻きのような声があがった。


　後に残るのは、ただ絶望と悔かい恨こんを訴うつたえる、ふたりの姉し妹まいの嘆なげきだけであった。





　　　　６




　パブリックフロアを出ると、外は夜になっていた。


　怖こわいほど鮮あざやかな星空が広がる中、発着用の甲かん板ぱんにはヘリが待機している。


　無論、〈螺旋なる蛇オピオン〉の用意したヘリだった。すでにローターが回転しており、嵐あらしにも似た強風を〈オケアノス〉の甲板へと撒まき散らしている。


「──いいんですか？」


　と、フィンが訊きいた。


「さっきのあれ、結構恨うらまれますよ？　もうちょっとぐらい言い訳でもした方が、いろいろ禍か根こんを残さない気がしますけど」


「あなた方から学んだことですわ」


　と、オードリーは告げた。


「好んで悪を為なすのなら、余計な言い訳も何もする必要はありません。それこそ偽ぎ善ぜんというものでしょう」


「ははあ」


　分かったのか分からなかったのか、フィンが小さくうなずいた。


「先に乗ります」


　と、オードリーがヘリに乗り込んだ。


　それを見届けてから、フィンはくるりと振り向いた。


　ちぎれかけた腕うでを押さえ、足をひきずりながら、ツェツィーリエが恨めしそうに見つめていたからだ。


「で、お前自身の言い訳はどうする気だよ？」


「ああいやその」


「人のこと勝手に賭け事に使いやがって──この腕、どうしてくれる？」


　泡あわを食ったようなフィンへ、女吸きゆう血けつ鬼きは皮だけでつながった腕を見せつける。


「ええとええと。あ、そうですね。〈尊厳ホド〉のジェイクさんなら、いい義手を持ってると思いますよ。以前、あの人のコレクションで見た覚えがありますし」


「ははあ、そりゃいいね。義手ってのも一度試ためしてみたくはあったし」


　と、ツェツィーリエは垂れ下がった手をぺしぺしと叩たたいた。


　すでに痛みは消えかけているらしい。クロエが倒れたことによって、吸血鬼の回復力を封ふうじていた術式も、力を失ったようだった。


　その瞳が、不意に真しん剣けんな光を帯びる。


「じゃあ、こっちの賭けの賞品の取り立てといこうか」


「はあ」


　気の抜ぬけた返事にかまわず、ツェツィーリエは続けた。


「伊庭いつきが特別な理由ってのは？」


「……そうですね」


　と、フィンは軽く頰ほおに指をおいた。


「ツェツィーリエさん、〈螺旋なる蛇オピオン〉の目的をお覚えですか？」


「は？　忘れるわけねえだろ？」


　ツェツィーリエが片かた眉まゆをあげる。


「それは重ちよう畳じよう」


　少年がゆるりとうなずく。


「もとより、〈螺旋なる蛇オピオン〉とはそういう意味ですしね。それなりの情じよう報ほう網もうを持ってる結社なら、僕らが何を目指してるかぐらいは見当がついてるでしょう」


　そう。


　魔法使いからしてみれば、ある意味、その名前は露ろ骨こつなほどだった。


　オピオンとは、フリギア神話やギリシャ神話に始まり、後になってオルフェウス教団やグノーシス教にまで取り込まれた神格である。古く、カバラや生命の樹セフイロトとも密接に絡からんできた名前だ。


　ゆえに、オピオンを名乗り、カバラの位階を口にした段階で、彼らがいかなる思想を根幹とする集団かは推測できる。有力な結社ならば、彼らの関かかわった事件を独自に探さぐり、その推理をより堅かたくしたことだろう。


　それは──


「〈螺旋なる蛇オピオン〉の目的が、今いま更さらなんだってんだよ」


　ツェツィーリエの疑問に、フィンはこう続けた。


「うん。イツキ君のお父さんは、結構頑がん張ばって、彼を魔法の世界から引き離はなしていたみたいなんですけどね」


「はあ？」


　ますます分からない方面に話が滑すべり、ツェツィーリエがぐるりと首を傾かしげた。


「問題は、昔、イツキ君が視みちゃったものなんですよ」


「伊庭いつきが、視たもの？」


「ええ」


　ヘリと夜空を見上げ、フィンは思い出すように話す。


「オードリーさんにはね、それを確かく認にんしてもらってたんです。ちょうど、〈協会〉謹きん製せいの魔法円があったし、最近はいい天気が続いたんで、占せん星せい術じゆつには事欠きませんでした。まあ、結果を教えてもらったのは、賭かけが終わったつい今し方なんですけどね。いや、ツェツィーリエさんが負けたら、うっかり〈協会〉にも教えられちゃうところでした」


「…………」


　ツェツィーリエが、沈ちん黙もくした。


　ある種の予感がしたからだった。


　吸血鬼として以前の、卓たく越えつした魔法使いとしての予感。


　おいそれと触ふれてはいけない真実へ、自分が近づいている実感。


「何を、占うらなった？」


「十二年前の、布ふ留る部べ市です」


　と、フィンは静かに口にした。


「十二年前？」


「ああ、あなたは知らないでしょうね。まあ、僕も当時は〈螺旋なる蛇オピオン〉にいなかったわけですが」


　淡あわく、少年は笑う。


「昔、〈螺旋なる蛇オピオン〉はあの土地の竜りゆうを利用して、ある呪物フエテイシユを造ろうとしてたんですよ。まあ、それを回収しようとしたところを、先代の〈アストラル〉に止められちゃったらしいんですが。ああ、この場合、〈ゲーティア〉に奪うばわれたと言う方が正しいかもしれませんね」


「布留部市の、竜だと？」


　ツェツィーリエの眉が寄った。


　その竜に、わずかなりともツェツィーリエも触れたからだ。


　桜の舞まい散る夜、伊庭いつきに倒たおされる直前、ツェツィーリエが幻げん視しした霊エーテル体。少女のカタチを取った、竜の化身アバター。


　あの、竜は……。


　あの、竜といつきとの関係は……。


「昔、イツキ君はその竜を視ちゃったんです」


　フィンが言う。


「妖精眼グラム・サイトは、正しく魔ま物ものの内側を見み抜ぬきます。魔法の真実を見抜きます。そのどちらもが、彼にとって致ち命めい的だった」


　まるで、悲しむように少年は言う。


　その悲しみさえ、少年にとっては噓うそっぱちに過ぎないのに。


「だから……イツキ君は、ただの妖精眼グラム・サイトでさえいられなくなった。本来未完成であった、ずっと未完成のまま終わるはずだった竜の術式を、妖精眼グラム・サイトは正しく写し取って、彼の身内で育ててしまったから。ええ、妖精眼グラム・サイトは、あれにとっても一番適切な環かん境きようだったでしょう」


「……フィン」


　と、ツェツィーリエが止めた。


「何でしょう？」


「それ、いつから分かってた？　確かお前、去年にあのいつきと渡わたり合ったんだったよな？　それも確か、あの土地の竜がらみの事件じゃなかったか？」


　ツェツィーリエの言葉に、くすりとフィンは微び笑しようする。


「言ったでしょう？　確証ができたのはついさっきです」


「…………」


　女吸きゆう血けつ鬼きも、それ以上問いつめようとはしなかった。


「じゃあ、そういうことか？」


「はい」


　少年がうなずく。


　星空の下で、フィン・クルーダは告げる。


　かつて、偉い大だいなる魔法使い──オズワルド・レン・メイザースを一ひと塊かたまりの魔法へと貶おとしめた、ある呪物フエテイシユの正体を告げる。


　その先を、告げてしまう。





「イツキ君の右目へ宿った呪物フエテイシユこそが、イツキ君の右目が育ててしまった呪物フエテイシユこそが、〈螺旋なる蛇オピオン〉の求めてやまない紅い種──禁断の果実の、原型ですよ」





　　　　＊





　創世の伝承に、こんな物語がある。


　すなわち、原初の人間は楽園に存在した。


　しかし、ある禁断の果実を口にしたため、楽園より追放された。


　この果実を実らせた樹木を知ち恵えの樹きといい、相そう似じせる楽園の樹木を生命の樹セフイロトという。


　果実の名は、知恵の実といった。





　　　　＊





　──そして。





　そして、多くの神話や伝承や信しん仰こうに謳うたわれたオピオンは、こうもいわれるのだ。


　彼こそは、生命の樹セフイロトに棲すまう蛇へびだと。


　嫉しつ妬と深ぶかい神に反乱を起こし、人間へ知恵を与あたえた聖なる蛇だと。





　世界卵を生んだ、盲もう目もくなる創造の蛇だとも。




　あとがき




　ページ数がぎりぎりでして、あとがきにも厳しい制約。ほぼ改行なしで書きますが、読みにくかったらごめんなさい。今回のテーマは「日常と魔ま法ほう使つかい」です。比ひ較かく的てき和なごやかな話ですね。同時に、嵐あらしの前の静けさでもあるわけですが……では、それぞれの短編のコメントを。


・『魔法使いと家庭訪問』。以前からやってみたかったみかんの学校話です。魔法使いのみかんが学校でどう認識されてるのか。怪あやしい会社の〈アストラル〉とちゃんとした（？）大人が触ふれあったらどうなるのか。日常的な魔法──占うらないに絡からめた話ができたのも楽しかったです。


・『魔法使いの告白』。一巻から意外なほどの人気があったあの人がついに登場。当然設定は昔からあったのですが、実際に物語に出てきたときには不思議な感かん慨がいがありました。こっくりさんは、日本でも多くの方が触れる魔法かと思います。


・『魔法使いの夏休み』。書き下ろしその一。ひとつの結末。ひとつの総決算。そして平へい穏おんなる日々。日本の祭りは、僕が最も愛する日常の魔法儀ぎ式しきです。


・『魔法使いと盲もう目もくの蛇へび』。書き下ろしその二。この短編だけ、テーマも内容もほかとは一線を画します。主人公はなんとツェツィーリエ。おそらく登場人物の中で最も純じゆん粋すいに邪じや悪あくな彼女ですが、不思議と僕は憎にくめません。それが吸きゆう血けつ鬼きという存在の魔力なのかもしれません。日常に密着した魔法というならば、きっと吸血鬼はその逆──非日常の象しよう徴ちようなのでしょう。


　少し変わり種の短編集ですが、楽しんでいただければ嬉うれしいです。


　次は、冬。年始にお会いできるのではと思ってます。


　穏おだやかな時間は終わり、第二部のクライマックスとなる──そういう予定です。また、『ザ・スニーカー』の連れん載さいですが、一回お休みをいただき、十月末売りの号から新しい趣しゆ向こうでお目見えします。連載を楽しみにしている読者の方は少しだけ待ってくださいね。





　　　二○○八年六月




『メタルギア　ソリッド４』を遊びながら　　





〈初出〉


魔法使いと家庭訪問……『ザ・スニーカー』２００８年２月号


魔法使いの告白……『ザ・スニーカー』２００８年６月号


魔法使いの夏休み……書き下ろし


魔法使いと盲目の蛇……書き下ろし


〈アストラル〉業務日誌20～22……書き下ろし




レンタルマギカ


魔ま法ほう使つかいの妹いもうと





三さん田だ　誠まこと
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